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同じ建て坪なら

イ背所・工場・倉庫など、中 El 構 造 物 の 建 築 を ご 計 画 中 な ら 、 ぜ ひ 、 住 友 の プ レ ハ ブ

骨 組 〈ス ミ フ レ ー ム V } を ご 利 用 く だ さ い 。 I ド 柱 が 不 要 で 、 問 1J 、 時 内 ス ペ ー ス が

広くとれ、同じ建てよ、ドなら、まず、倍くやらいに活用ていき、合理的です 。 強 靭 で 耐 久 性

に 富 み 、 建 築 も 簡 単。 360椅 以 上 の 標 準 設 計 を 用 意 し て い ま す 。

住 友 の プ レ ハ ブ 骨 組

- "  
. 佳 友 会 層

住 友 金 属 工 業 株 式 会 社



いつまでも変わらない美しいロイヤルパターン

会 決 す ばら し い 立 体 制 も つ 絵 模 様、ロイ ヤルパターン 。

壬牧‘ イも よ‘ その、 美 しい気 JZ，ある絵柄は、 o.5mm...... l .Omm.  

言、。，.- .:..¥.;，、

会｜ｾｾ Ｎ ｜｜ｾ 1. 5mm 、どこまでいっても消えません。

ＭＱＮ ＵｾＧ［ｉｾｏｭｾＭｏＺＵｾｭ＠ しかも、マチコロイヤルは

耐えるタフさは抜1 t I:です。

ロイヤルの

美しさは

いつまでも

豪華な雰囲気をただよわせる

最高級の床タイル

マチコロイヤルは、良 L、材料を

すぐれた技術で加工、いっそう

品質を高めた最高傑作です。

色は、インテリアデザイナーが

最も使いやすいようにまとめ

あげた 6 色。明度・彩J交とも

ひかえ目 。高級タイルにふさ

わしいエレガントな l床をだし

ています。ロイヤルを敷きつ

ヤルルーム" の風格です。

おとろえません

⑫第五ijyi jユーム株式会キ土

人通りのはげしし、場所には

とくにおすすめします。

ホールや階段、廊下などに最適です。 もちろん、

オフ ィスにも使えます。 ホテル、レストラン、喫茶応、

銀行、デパ ート、病院など、人の集まる場所には

ドシ ドシご採用ください。

- カタログのご請求・お問い合わせは

本社/ 大阪市Ifi 区順慶町通り 4 T目25順度目I三事IピJ レ5階 T EL (06 ) 252- 292 1(代)

東京支庖・名古屋営業所・福岡営業所・札幌出張所・仙台出張所・長野出張所・広島出張所・四国出張所
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〈色 彩〉

・ グ リーン( 緑 )

・ ダークブラウン (茶 )

・ ロイヤルレ ッ ド( 赤 )

・ カセドラルクレイ ( 寺 院)

カナダよりやって来た新時代の屋根材で、 いつも美しい

色を保ち手入れの必要がありません。

口火災に強い

砕 石 が二 重層になっており、カナダ固定規格A 123 ・1-

1964に合格しております。

口完全な雨仕舞い

棟、谷、 立上りも自由自在で勾配は 15/ 100 まで可能で防

水性は完壁です。

口高品質

国内の砂付ルーフイングと比べ砕石が二重層になって

おり、原紙やアスフアルトも比較になりませ ん。

. カタログご請求ください

・類以品があります ので、御注文は

B P シングルと御指定願います

…@噺

日 新 工 業 株 式 会 社

本 社 : 東京 都 足 立 区 千 住 策 2- 2 1- 28 T E L ( 882) 大 代 2 4 2 4

大 阪 支 広 ・ 大 阪 市 西 区 新 田T北通| の 8 T  E  L  (531 ) 代 5 2  8  1  

営 業 所 : 名 有 産 ・ 広 島 ・ 福 岡 ・ 札 幌 ・ 山 形

2  



完 全 責 任 施 工 | 年 限 保 証

ｧ 本 Ｗ スの Ｗ ス ｾＷ＿ＧＢ 与 l 防 水

t也 区 ll l)

北 海 道 地 区

東 北 地 区

関 東 地 区

北 陸 地 区

東 海 地 区

近 畿 地 区

中 園 地 区

四 園 地 区

九 州 地 区

- シ グ マ ー ト による ウ エ ル ド シ ス テ ム 防 水 工 法

・ 特 殊 絶 縁 防 水 工 法 ( 特 許出 願 中 )

. メ ル タ ン 防 水工 法

回 全 国 に 配 置 さ れ た 組 合員 の 強 力 な 連 繋 と 技 術

で 完 全 な 施 工 工 事 を お 引 受 け し 、 た し ま す 。

コ4 zt  キ土 名 代 表 者 f主

日 新 本 ス レ ー ト 株 幌 式 出 会 張 社 f中川 憲久吉
札 幌 市 北 三 条 東 4 ー l

日 建 エ 株 式 会 社 札 所 大 木 俊 。 南 大 通 り 西 13丁 目

日 新 建 工 株 式 会 社 仙 台 出 張 所 滝 沢 腹 自1J 仙 台 市 二 日 町 1 - 2

伊 耳 事 建 材 株 式 会 社 伊 藤 鐙 吉 東 京 都 台 東 区 西 浅 草 2 ー 15- 9  

- 北 条 ;歴コE膏， 工 業 株 式 会 社
北 条 弘 太 。 中 央 区 湊町 3 ー 7

金 岡 辰 次 郎 新 宿 区柏 木 5 ー 1172

F斤

有 限 ヰ 土 金 岡 興 業

;皮 青 新 建 材 株 式 会 社
山 中 喜 代 治 千 代田 区 神 田佐 久間 町 河 岸 51号

日 建 Ｔ ロ，，｟工株式会ｾ 金h 社

荻 野 英 夫 荒 川 区 南 干 往 6 - 42  

日 本 綜 防 水 株 式 宇土 山 崎 慎 二 。 千 代田 区 神 田猿 楽町 1 - 9

マ サ J レ j歴 青 工 幾 株 式 会 社 西 田 勝 治畠
。 台 東 区 北 上 野 2 - 2 1ー 10

藤 井 工 業 株 式 会d2O5、t  社
藤 井 事 。 文 京 区 林町 9 4

富 士 工 材 業 株 式 社 小 島 英 夫 。 江 東 区 深) 11往 吉田T 1  - 14 

梅木 下田 工工 業 株株 式式 会会Ｔ､ ＲＲＰ 色ｾ、 、， 社社

櫛 田 武 。 千 代田 区 富 士 見町 1 - 12  

木 下 。 墨 田 区 江 東橋 4 - 32  

ロ 工 材 株 式 社 聖子ロ f云八 。 渋 谷 区下 通 り 3 ー 15

大野 和 工 業 株 式 社 織 井 喜 重 荒 川 区 南 千 住 6 ー 151 - 2  

ｴｾ 立工業株式会社 関 谷 克 巳 。 大 田 区 南 蒲田 l ー 14- 2  

株 式 会 社 奈 良 屋 高 庖 市 僑 祐 造 水 戸 市 泉町 1009

石 田 建 材 工 業 株 株 式 会会 社
石 田 想 吉 高 崎 市 八 島 町 117

同 辛 口 建 築 式 社 徳 永 昭 二 新 潟 市 流 作 場 宮 浦 1 - 1711 

島 限限屋会キ土建社 設小会橋株社政島富次式工山郎営会業商業 社

才島斤 勝 人

金 沢 市 此 花町 5 ー 7

有 折 后 橋 嫡 一 郎 富 山 県 高岡 市 二番 丁

有 会 所 小 島 一 公
q  

志 貴 野 2 5  

大 和 工 業 株 式 所 島 田 真 一 富 山 市 堀川l小 泉 町 7 7  6  

株 式 会 社 = 井 工 業 所 二 井 辰 雄 静 岡 市 大 和 町 1 - 20  

協 和 建 材 工 業 株 式 式式 会 社
渡 辺

百 清 水 市 渋川 5 2 0

中央本 建 材 工 業 株 会 社
木 下 作 二 名 古 屋 市 中 区南 久 屋 町 3 ー 12

白 建 材 鋼 業 株 会 社 伊 藤 隆 造
q  

西 区南伊押勢切山町 5 - 12  

{  昌
崎 建 キオ 1苫 宮 崎 勇

q  
中 区 町 1 0  0  

東 京 建 材 工 業 株 式 会 社 伊 藤 鎮 善 名 古 屋 市 中 村 区 稲 上町 1 - 41 

日 新 工 材 株 式 会 社 井 場 車買 大 阪 市 西 区 新町 北 通 l ー 17

マ ル エ ス 工 業 株 式 会 社

松山本水崎 重達夫治

福 島 区 上福 島 南 l ー 152

株 式 会 社 新 光 商 l苫 。 南 区 塩町 通 2 - 13  

清 水 興 業 業 株 式 株 会 式 会 社

月清書見 実J h 

。 北 区 鶴 野 町 3 4  

マ サ ル;皮 膏 エ キ土大阪営業所 尼 崎 市 水 堂 加 茂 6 4  

、

中 村 j歴 膏 工 業 株 式 会 社
中 村 秋 太 郎"'" 

神 戸 市 生 田 区 北 長 狭 通 6 丁 目 神 織 共 栄 ピ J レ

棚 田 建 材 有 限 会 社 棚 田 秀 。 糞 合 区 上 筒 井 通 8 - 2 2 1  

フ タ パ 興 業 株 式 会 社 友 長 イ宗男 大 阪 市 福 島 区 上 福 島 北 4 - 49  

石 僑 建 材 株 式 会 社 石 僑 節 雄 福 井 市 松 ケ 松町 6 2  

豊 永 建 材 株 式 会 社 木 村 豊 広 島 市 若 草町 1 0  6  5  

大 和 工 業 株 式 会 社 広 島 出 張 所 。 庚 午 南町 1 - 2

株 式 会 社 三 洋 技 建 谷 岡 肇 広 島 県 大 竹 市 小 方町 小方 2 4  5  5  

東 中 国 防 水 工 業 有 限 会 社 馬 場 久 岡 山 市 磨 屋町 7 ー 18

株 式 会 社 山 本 商 会 山 本 進 松 山 市 三 番町 7 - 8 ー l 山 本 ピ ル

大 三 ヱ 撲 株 式 会 社 高 知 支 l苫 飯 間 浅 吉 高 松 市 本町 2 - 17 

高 知 涯 青 株 株 式 式 A 宇土
横 井 良 高 知 市 塩 屋 崎町 2 - 20  

徳 島 大 三 工 業 :<o会t 社
柴 田 秋 男 徳 島 市 矢 三田T東 野 18 1ー l

日 新 興 業 株 式 会 社
河 野 藤孝 義

延 岡 市 本小 路 7 4  

キ量 式 4  3 E  キ土 工 キオ ヰ土 竹 村 一 北 九 州 市門 司 区 大 里 東 通 10丁 目

株 式式 会 社 大 二 商 会
戸 高 藤 雄 宮 崎 市辛口知 川 原 3 6 5

株 会 社 北 原 建 材 商 会 北 原 正 鹿 児 島 市 草 牟回目T 3  9  8  0  

安 緩 工 事 株 式 会 社 川 勝 正 之 福岡市大; 兵 l 一 新田T 9  5  

日 建 エ 材 株 式 会 社 進 震 情 ー 。 大 手 門 2 - 8 - 6

- 建設省東計第240号認可 日 本 ア ス フ ア ル ト 防 水 工 業 協 同 組 合

東京伺 ｩ 足立区千往来 ｾ ｉｊ 9  3  日 新 工 業 株 式 会 社 内 電 話 ( 882) 2  4  2  4  ( 代)

関 東 支 部 東 京 船 足 立 区 千 往 来町 93 日 新 工 業 株 式 会 社 内 電 話 ( 882) 2  4  2  4  ( 代)

関 西 支 部 大 阪 市 西 区 新 町 北 通 1ー 18 日 新 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 底 内 電 話 ( 531) 5 2 8 1 - 3  

九 州 支 部 稲 | 出 ] 市 大 手 門 1 の 6 日 新 工 業 株 式 会 社 九IH出 張 所 内 包 括 ( 74 ) 3  4  6  1  

電 言舌

( 22 )  3458 ・4426 ( 23 )  8016 

(  22 )  5  0  1  5  

(  25 )  5  4  3 1 f t  

(841 ) 5646 ・5729

(551 )  2676 ・4382

(363)  4  3  4  i  イ吃

(866)  6993 ・2892

(803)  2411 - 5  

(292)  2  6  6 1 f t  

(842)  6  3  1  1代

(941)  0271 ・2582

(634)  0950 ・0900

(263)  4  8  6  1代

(634)  0  8  2  1代

(441)  3751 (444) 0405 

(802)  4  7  5  1代

(731)  0358 (738) 3401  

( 3 ) 0171 - 6  

( 2 ) 3301 - 2  

( 45 )  2  2  5  1  1-1;. 

(  21 )  0085 ( 31 )  6420  

( 2 ) 0 9 9 9  

(  3  )  0  3  9  1  

( 31 ) 4 3 8 5  

( 85 )  9151 - 3  

(  2  )  2  2  2  1代

(251 )  3  5  4  1  

(571 ) イセ554 1- 4  

(321)  13 11 ・133 1

I  (461 ) 9363 (48 1)  562 1  

(541 )  3785- 6  

(458)  4841 - 3  

(261) 7 195- 7  

(371) 0251 - 3  

(481)  7  3  5  5  

( 34 )  5884 ・5658

( 22 )  91 82f t  

(458)  0267・0277 (451)  6089 

( 23 )  0  7  7  5  

( 6 1)  637 1- 4  

( 71 ) 4 6 8 7  

( 2 ) 3 5 4 3  

( 23 )  1  1  8 1 f t  

(  3  )  626 1- 3  

( 51 )  6  l3 1  1  - 5  

( 2 ) 3 2 4 4  

(  4  )  4  1  6  1  

4  3  0  5 ・4 3  0  6  

( 38 )  Ｑ Ｔ ＶＸ ｾ＠ 9  

(  2  )  5  0  0  1  

(  3  )  9395- 6  

( 28 )  5207- 9  

(  75 )  7  7  5  2  

3  
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ドアチェ ック 60シリ ーズ

ドアチェ ック 70シリ ース

ドアチェ y ク 80シリ ース

米 品質・性能とな照 祭スライド式

ｺ ＺｺＮＮースター ｦ ｪＧ［，ｴぺｾＭＮｧ

フロアヒンシ

その他

ラパ卜リヒンジ

ピポ ッ トヒ ンジ

ドア ハン ドル

上枠断面懸吊要領
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3日「骨 J 主抑

議 印 " 去 " 、，y ，てドをい

535 
議印 t i.t NSl *4の地合1 ! 6oo1': 変更されま 1.

. ニュースタースライド式ドアオ ペ レーターの特徴

Ｎ ｩ ｬｬｬ 圧の長 所 と ｮｲ 気式の 利点 、とをキ ｉｬ 合せた新製品です Ｐ ・ ｩ ｬＱＱ 圧淡白がついているために ｉｾ Ｇ ｊ る ｩ 町立が 「 ゆるく ｊ r なめらか」 です0 ・パルプの ，澗終

で ｼ羽 る速度が自 由 に変えられます 。 ・ 山 ｊ る手 ｬ￬￭ｉ で ー 且 ｊｊ ニって、その府ゆるく ｉＡｮ り ます。 Ｎ ｈＺＧ ｯＧ立の ｮＯｾ 合、す ぐに 下で峰くｉｬ， ｉｉ 羽が ｬ 白 米ます 。 ・ ｦｩｬｩｩ 絡が
安く 、日IJ; 金工事 がほとんどない 。 ・取 付 工 事 、 保 守 が 非 常 に 簡 単 で す。

レール恕付. . 倒防

日本ド7一子工、f ク盤、制来式命本ト '17 老若L 不 自

本 社 工 場 大 阪 市 生 野 区 総 矢 柄 町 2 2 2 司l n;r，( 06 )  ( 758)  1 2 5 1  ( 代)

東 京 支 l苫 東 京 郎 千 代 田 区 判 咽 小111町2ー 12( 情愛 ピ ル ) mnl i ( 03 )  ( 293) 4 8 3 1 - 5  

札 幌 出 演 所 札 帆 市 月 寒 中 央 通 り 月 媒 3 1  4  - 1 旬 結 ( 0122 )( 86) 8 2 5 5  - 6  

仙 台 出 張 所 仙 台 市 北 6 帯 丁 1 8  7  m n古( 0222) ( 34) 6  0  4  9  

名 古 屋 出 張 所 名 古 屋 市 北 区 浪 打 町 2 - 8 0 - 2 電 話 ( 052)( 981) 7 5 3 1  - 3  

広 島 出 張 所 広 助 県 安 佐 郡 佐 東 町 線 弁 2 0 5 旬 結( 08287)( 7  )  1  6  1  

福 岡 出 張 所 相 間 市 天 神 4 丁 目 4 -Iff  2  4 旬 結 ( 092) ( 74 ) 2372 ・3312

骨

一

4  
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宅ラ 3 v ト

宅ラｾｾト
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熊本県庁舎 外装セラス キ ン随工

セ ラ ス キ ン と は 陶 磁 器 の 皮 (C E R A MIC S KI N) と

云 う 意 味 で砂 粒 状 の 有 色 陶 磁 器 と 結 合 剤 と を 混 合、 液

状 と し た も の で 、 こ れを ス プ レ ー ( コ ン ブ レ y サ ー 使

用 ) ガ ン に で 建 造 物 の 内 ・外 、 壁 画 、 天 井 e tc に 吹 付

け、 防 水 性 と 装 飾 を 巴 的 と す る 建 材 で す。

特 徴

- 色 彩 高 熱 焼 成 ( I  250.C ー I350.C ) に て 発 色

し た 悶 磁 器 を 主 材 料 に し て 顔 料、 色 素

を 使 用 し な い 為 雨 風、 太陽 光 線 に よ る

色 彩 の 変 化 は 起 り ま せ ん。

. 防 水 性 通 気 性、防 水 皮 膜 を 形 成 し ま す。

・ 耐 薬 品 性 弱 菌 室 、 弱 ア ル カ リ に 対 し で は 変 化 を 起

し ま せ ん0

・ 耐 寒 性 - 20.C に 4 時 間 冷 凍 し で も 亀 裂 そ の 他

の 異 常 は 認 め ま せ A 。

- 下 地 コ ン ク リ ー 卜 打 放 し 、 モ ル タ ル 、 べ ニ

ヤ 板 、 利 壁 、 ブ ロ ッ ク 、 ス レ ー ト 、

テ y クスま頁 e t c

鉄 類 の 場 合 は 錆 止 塗 料 を 塗 って 下 さ い。

山 本 窯 業 化 工 株 式 会 社

本 社 工 場 / 大 阪 府 間 津 市 別 府 3 6  5  T E L 大阪 (381 ) 9131 - 5  

東京出張所 / 東 京 都 港 区 西 新 橋 2 - 2 1 - 6 T E L 東京 (431) 7106- 7

瀬 戸 工 場 / 愛知県瀬戸市大字山口字商山 1 3  8  

5  



の製品には・・・

- ドアーを大切にしハウスキーパーの役目をはたす

'ート

S T・8 4 (18- 8ステンレス )

- 仕上はサテン仕上です

. R A システム (90。抜け芯装置付) です

・高精度を諮り、耐蝕性 ・耐熱性にすぐれ

錆びたり変色したりする事はありません

・18 - 8 ステンレス、木ネ ジ付 き で す

R A システム

寸法 ("'1m) 板 厚 木ネジ穴の数 木ネジの太さ及び長さ 梱包数量

全長 様巾 ("Ym)  
+  

切、
(枚)

8 9  8 9  2 .  5  6  4.  1  X  2 5  1 0 0  

1 0 2  1 0 2  2 .  8  8  4 . 1  X  2 5  1 0 0  

1 2 7  1 0 2  3 .  0  1 0  4 .  5 X  3 2  6 0  

1 2 7  1 2 7  3 .  0  1 0  4 .  5 X  3 2  6 0  

包 装 ・ 2 枚 木 ネ ジ 付 紙 函 入

- 錐 でガ イ ド ( 下 穴 ) を 設 け る 必 要 が な い 。

向革命ヌ ｉ ，ｾ ヲー
・ 全 ネ ジ 式 で す か ら 密 着 が 良 く 振 動 の た め に

十 友 け て く る よ う な こ と は な い 。

・釘 状 の 音11分 で 木 音I1へ 安 定 し た t&<合 が出 来 る

の で ド ラ イ パ ー の横 滑 り が な く 製 品 を 傷 め

ず に 固 定 出 来 る 。

・表 面 硬 化 を し て あ る た め に ネ ジ 山 の 破 損 が

少なく 反 復 作 用 に よ く 耐 え ま す 。

※ ミア ー ト ミ の ヒ ン ジ の 中 級 品 以 上 ( D R- 844.  

N R- 64.  S T - 8 4 .  S T - S L - 8 4 - 1 ) に は

ス パ イ ラ ー が 附 属 さ れ て い ま す 。

? 芳三Z7f E Wι シ究ター・米国 FHA糊

- 自 然換 気 に よ り 室 内 の空 気 は い つ

も 爽 や か。 レ ジ ス タ ー

・室 内 冷 暖房 の 保 混 調 節 が 容 易 。 N o. S S - R

・ シャ γ ター 120。 迄 自 在 調 節 止 め 付。

・錆 の 発 生 、 変 色 が な く 湿 度 の 高 い

所 、 パ ス ル ー ム 等 に も 安 心 し て 使

用 出 来 る 。

・ ス ッ キ リ と し た デ ザ イ ン 中 間 色 の

落 ち つ い た 色 調。

・風 雨 の 晒 す 場 所 で も 雨 の 吹 込 む心 グリ) 1 "

菌己カずなし当。 N o. S S - G

・ ソ フ ト シ ー ト に て 取 付 け の 際 の ガ 防 虫 網 付

6  

タ つ き が な く 、 完 全 密 着 取 付 け 施

工 が出 来る。

G 砂

. J I S 規格表示許可工場 住 宅 公 団 ・建設省指定メーカー

承 知 工 業 株 式 会 社

取 付 部 分 切 込 み 寸 法 明 ( 吋 )

縦 | 繍

150 ( 6  " )  

150 ( 6 つ

150 ( 6  " )  

260 (10つ

3 10 ( 12" )  

360 ( 14 " )  

取 付 部 分 切 込 み 寸 法 "Ym ( 吋 )

綴 | 機

150 ( 6  " )  

150 ( 6 つ

150 ( 6  " )  

260 ( 10つ

310 ( 12")  

360 ( 14つ

表 面 板 寸 法 ( 切 )

綴 | 横

195  295 

195 345 

195 395 

表 面 板 寸 法 ( "Ym)

縦 | 償

195 

195 

195 

295 

345 

395 

出 鉄 筋 住 宅 の お 部 屋 の J換気 、 冷 暖 房 装 訟 の通 風 口 に は 理 想的 な

11&入 、 排 気 の レ ジ ス タ 一 、 グ リ ル を セ γ 卜して f史 用 く だ さ い 。

.  本 … … 社 一 一 大 嫡 阪 … ん T百 一 … 一 一E乱U一……Lは一一一大嫡捌加…阪航附( け7

工 場 東 大 l阪 顎 市 布 市 図 町T 5  0  T E L 枚岡( 恰8引lけ) 5  5  6  6  

東 京 東京宮都官中央区巴本偶本図町T刊4一4 T E L 東 烹 (ω663劫) 6  7  4  8  

営 喋F所万 (7 ラ ウ ン ピ Jルレ内)



も耐えていかなる苛酷な条件に

しい特性がこのすばら

建築を守ります

特許

*'決。々 1(';治水線均等ルy ( ド・

※ 新アスタイトの開発 に成功- 4 種類から 2 種類へー

※ 建築構造の多様化に即応した特殊防水仕様 の採用

※ 建築物の大型化に備 えた歩行用 及び室内、地下防水仕様の強化

※ 強力ギルソイドー 主材料 と して特に 重点的に改良

※ ベースルーフィ ングの採用一殴米に比べ て湿気の多 い我が国独 自な配慮

※ ギルボード採用によるイ ンシュ レー ション 仕様 の石室立

折曲げ試験ですばらしい

柔 軟性を示すギル ・アス防水 層

折曲 け、試験に耐えき れず

に破 断 した 一般 防水層

責 任 施 工 組 合 員 名簿 ( 西 ア ス 会 員)

近 畿 地 方 日 本 税 育 工 業 (船大 阪 支1;耳 高 備 建 材 !市 中 国 ・ 四 園 地 区 九 州 地 区

(鮒 久 保 I碕 底 石 井 建 材 有 限 会 社 日 東 物 経 株 式 会 社 107 1菜 建 材 株 式 会 社 背 ｾ建材 ｬ 悌網 岡省 業 所

(船 木 下 謙 三 商 底 (術 中 出 !商 会 太 田 建 材 株 式 会 社 11'1 ｾ義 主 主材仰 ｼ出 ｬ 山 宣言 業所 高 稲 工 業 株 式 会 社

(駒 井 上 浄 夫 制 官 (悌 タ テ バ ヤ シ 繭 1;5 北 陸 地 区 (和 小 型f 甚 街 ! 声 高稲 工業(掬北九州醤 業所

{駒 大 和 商 会 田島応用化 工( 術大阪営業所 北 川 概 青 工 業 株 式 会 社 側 浜 原 盤 崩 1古 石 素 産 業 株 式 会 社

高山工業(駒大 阪営業所 東 海 地 区 北川 概占工業(附富山 出張 所 (伽兵l京豊揃1苫防府営 業所 高 術 工 業 側 大 分 出 張 所

内 外 工 業 株 式 会 社 | 湖問主主 材 株 式 会 社 北 川悦 i!f 工業(掬福 井出張 所 古 市 断 熱 工業 株 式 会 社 高 稲 工 業 側 熊 本 出 張 所

旭 化 建 工 業 株 式 会 社 側 名 鑑 級 会 (附 小 鳥 工 務 ! 芦 正 有| 商 事 株 式 会 社 S .  43 .  10 現 在

ω  
ム

ロ

ム

口

事 業 協 同 組

事 業 協 同 組

ト

ト

J レ

j レ

アフ

フ

日 本 ア ス

日 本 ア ス

東

西θ  
ア

東 京・ 千 代附 区岩 本町 Ｓ の ＱＱ の ＱＳ 田島町 、 ｊｾ Ｇ ｉ 内 T E  L I- I:点 ( 866 )6101

大 阪・ 大 阪 市 西 区 京 町 塀 1 の 7 4  T  E  L  代 表 ( 441 ) 5951

札 幌 ・T E  L  ( 22 )  6  0  3  8  福 岡 ・ T E  L  ( 28)  2  8  0  7  

仙 台 ・T E  L  ( 22)  6  4  1  3  広 島・ T E L ( 21)  2 2 8 1  

名 古 屋 ・T E L ( 571) 6 3 6 1  岡 山・ T E  L  ( 24 )  2  6  9  2  

7  



ここにも|生きている

正］ロ ｾ Ｑｦ 陥嵐

屋 栂 と 室 内 に ビ ニ ロ イ ド 防 水 を 施 工 し た 霞 ヶ 関 ビ ル

ど ん な 地 域 で も ど ん な 構 造 の 建 物 を つ くっ て

も 完 全 な 防水 ヵ、できたらーーー そ れ を 実 用 化 して

す で に 250 万 m
2

の 地 工実 績 を示 して いる の が

〈ビニロイド 2 号〉 で す

M水 下 地 に キ レ ツ が で き て も 破 れ ず 寒 冷 地 の

冬 に も 丈 夫 で ど ん な 場 所 に 使 っ てもJ t 箔りませ

ん そ れ は 弊 社 が 合 成 繊 維 に よ る 不 織 布 の 独 特

な 方 法 で加 工 し た 技 術 の 成 果 で す 霞 ヶ 関

ビルにも ビ ニ ロ イ ド 2 号 に よ る IW水 工 事 を ご

1%用 い た だ き ま し た

8  

営 業 品目

. ビ ニ ロ イ ド 防 水 工 事 . ア ス フ ア ル ト防 水 工 事

・ 三 星 ソ フ ト ン タ イ ル 貼 工 事 . 保 出 ・保 冷 工 事

・ 三 星 プ ラ ス オ ー ル ・ 三 星 コ ー キ ン 販 売 ・工 事

. シ ポ レ ッ クスヨ二司王

マ

三 星 産 業 株 式 会 社

呼[) ;' : r.r¥ｈｾ 川 灰 行本 田 ｦ Ｓ - 11 - 13  

T  E  L <R66>0271- 6  . 61 2 1- 9  

ｮｾ Ｇ ｊｉ ｾｬ ｩ ｽ ￭ ＧＯ 札 帆 ＼ ＷＲ Ｉ ＶＰＳ Ｑ flI1f，<21>5366 ー 7 :i'， ，';); {  <94 1  ) 375 1  

<971  >4574  大阪 <' 14:1> 9721- 3  110¥1尚<76>2076<75>0298 



4 十勝沖地震の調査報告と R C構造の耐震

対策講演会

( 共催 日本建築協会・大阪府建築士会・日本建築学

会近畿支部)

日 時 11月28EI  ( 木) 午後1211寺30分- 171時

会 場 大阪市西区靭 1丁 目大阪科学技術セ ンタ - 4 階401号室

定 員 2∞名

聴講料 3∞円( テキスト代) 会場受付で1頁きます。

プログラム

。開会の侠惨 11 ，4 ; : 悠築学会近畿支部長工学博士奥島正) 氏

o 報告と講演 ( 12.40- 15目 30)

(1) 東京大学j 也以研究所教授工学博士大沢/ 1 ' 1' 1(; 

(2) 東 京 大 学 工 学 郎 教 授 工 ' 学 博 士 総村 魁氏

(3) 京 都 大 学 工 学 部 教 授 工 学博 士 六 車 照 氏

0 パネノレディスカッション (15. 40- 17. ∞)  

テーマ (1) 敷地地盤と民客

(2) 建物の構造形式と良筈

(3) R C構 造と炭害

(4) 建築物の震害対策

自白 掲

11 

/ノ

大沢 lJ平氏

梅 村 魁 氏

六 車 照 氏

( 司会) 附竹巾て務応技術研究所主任研究員石田 正氏

。閉会の挨拶 fl 本建築協会常務理事福中定三郎氏

申 込 11月25日までに1U話 (231- 9640) で事業課へ

たど し先着順にて〆切ります。

4 枚方プ レハブ工場とプレハブ集合住宅の

見学会

( 共催 日本建築協会・大阪府建築士会・日本建築学

会近畿支部)

日 時 11月29日( 金) 131時( 出発) →171時( 解散)

集合場所 大阪中央公会堂西側，京阪パス ，目標会旗

行 程 13 ∞公会掌凶側発→大林組枚方 P C 版製作所見学 (14 ∞ ~

14.40) →住宅公団中宮団地建築工事見学 (15. ∞ - 16. ∞)

→17. ∞大阪駅芯 ・解散

0 プ レハブ工場一株式会社大林組枚方 P C版製作所

所 在 地 枚方市大字以促旧55

0 プレハブ集合住宅一住宅公団枚方11
1宮第 3 団地 E l - E3地区鎗築工4

，iJr ( . 1. : : 地枚方市禁野572

ぷ 言| 日本住宅公聞大阪支所

施 工 株 式 会 社 大 林 組

Ｎｩｬｬｾ従両民 3，417.98n:f 

延 而 積 17，089. 92nf

構 造 ・規模 66- 5 N- 3 D K- P C  大林型- 5 階建

日 本 建 築 協 会 会 告

20戸建一 3棟 ，30戸建- 6 棟， 40戸建一 2棟 計32<Y.戸

工 期 昭 和43年 3 月 ~昭和44年 7 月

上記 P C版の組立中のものや ，仕上げ工事中の建物を見学 します。

定 員 70名

申 込 11月27日( 水〉までに匂話 (231- 9640) で事業課へ

ただ し先着順K て〆 切り ます。

4 新建築研究ゼミナールと見学会

大阪駅前市街地改造ビル第1号館新築工事

( 共催 日本建築協会・大阪府建築士会・日本建築学

会近畿支部)

日 時 12月13日 ( 金) 141時( 集合) → 161時30分( 解散〉

集 合場所 大阪市北区桜橋 ・新館四玄関( 目標会旗)

0 ゼミナール 14. ∞→15.30  

(1)  大阪駅前市街地改造事業について

大 阪 市 建 築 局 再 開 発 施 設 課 長 武 田 直 和 氏

(2) 計画設計について

東 畑 建 築 事 務 所 大 阪 事 務 所 次 長 市 川
宏氏

(3) 設 備 に つ い て

東 畑 建 築 事 務 所 現 場 設 備 主 任 河 部 義 治 氏

(4) 施 工 に つ い て

大林組 大 阪 駅 前 工 事 々 務 所 長 苅 郷

0 見 学 15. 30→16.30

建築概要

所 在 地 大 阪 市 北 区 曽 根 崎 上 4 丁目

設 計 株式 会 社 東 畑 建 築事務所

施 工 株 式 会 社 大 林 組

構 造 ・規模 S R C造，地下 6 階 ，地 上12階 ，塔 屋 4 階

建 築 面 積 9，124nf 

延 面 積 99，760n:f

実氏

竣 工 期 日 第 1期工事一昭和43年 11月30日( 上記の西半分竣工)

ＡＺｦｾ＠ 2期 工事 一昭和45年 3月31日( 上記の東半分地上 6

階まで鉄骨組立中)

定

申

会

員 150名

込 12月 11 日までに屯話 (231-9640番) で事業課へ

費 50円( ゼミナ - ) レテキスト代)

司会館基金への寄付金受領

さきに近倣建築会館建設資金借入金の一部拍鍛を行ないましたが，そ

のうち下記の とおり会館基金として寄付をいただきまし た。木会の基礎

をますます強固にするもの とま乙とに感謝のいたり で， 乙乙 K 誌して厚

くお礼申 しあげます。

記

近畿電気工事株式会社殿

株 式 会 社 汎 建 製 作 所 殿

計

l ∞， α)() 円

30，α )() 円

130，α) ( ) 円

9  
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日 新 の 新 製 品

ト〉くJ く ン タ イ

ホi墨-3ミ。現 代 建 築 が

Z
-
z
ω
ω

園

Z

ペ ン タ イ トは 、 当 社 独 自 の 技 術 で 開 発 し た

特 殊 亜 鉛 メ ッ キ処 理 鋼 板 で す 。 特 に 湿 気

の 多 い 我 が 国 で は 、 常 に 、 鉄 の 鋳 に
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記 号 並 び に 機 種 名 枠 見 込 規 格 数 量

D R  - 60H 引 違 い 窓L戸 )
60mm 4 4  

D R - 6 0 W 段 窓 引違 い 窓 ( 戸 ) 60mm 33 

D R  - 6 0 M 可 動 市岡 Fコ 4 4  

D R  - 60F 世究 事:9: し 害、 60mm 20 

D R - 60D ド
ーノで，

60mm 16 

D R - 60P 
Fフプbて

出 し 窓、 25mm 3  
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* 新 ら し い 時 代 の ド ア ー ク ロ ー ザ ー

手、益、ＡＮｾ
脅・トピヨ，ミふ

超 高 層 ビル で も 活 躍 す る 丁 番 型 オ ー トヒ ンジ

- ヰ寺 主主 ・ 1 抜 群 の 耐 久 力

2. 充 分 な 閉 扉 力

3. シ ン プ ル な デ ザ イ ン

4. 取 付 が 簡 単

5 簡 単 な 速 度 調 整 ・手重 !t.頁 ・木 扉 用 ・鉄 扉 用

6 広 い 使 用 範 囲 ・アルミ 扉 用

7 内 蔵 さ れ た ス トッ プ 装 置 ・樹 脂 ・硝 子扉 用

発売元 日 恵 機 材 株 式 会 社

市 京 都 千 代 田 区 九 ノ 内 2 - 2  ( 九ヒル 4 5 9区 )

話 東 京 201 - 3  3  3  3  .  211 ー 0 0 0 5

出 張 所 大 阪 ・名 古 屋 ・信 岡 札 幌

製 造 元 白 木 電 気 精 器 杭 ま 奮 枇

カ

タ

ロ

グ

御

請

求

下

さ

い

。
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法 令 コ ー ナ ー

日本建築協会 法規委員会

質疑などの投稿をお待 ちしております。

ｾ浄化槽の維持管理作業基

準について ( 1  )  

各種の浄化構が考案され，構造並び lζ 維持管

理規定の整備が必要とされるようになった。維

持管理については ， さきに清帰法の改正が行わ

れ，構造規定については，改正の激動期で全般

的に混沌としている現状であるが，近く建築基

準の改正が考えられており統一さ れると思われ

る。

構造並びに管1 ! J ! の簡素化のために常1<:: 浄化機

の開発について研究が進められているが，いか

に処理技術および維持管理の容易な浄化機構を

有するものが考案されても ，維持管理を無視す

れば，絶対にすぐれた性能を発揮させる乙とは

できなし 、。基本的な維持管理作業級要を知る乙

とによって，特異な浄化機構の内容のものにつ

いても理解する乙とができ ，維持管理作業を容

易にする諸条件を満足させるととができると思

われる。

今回，維持管理作業基準について ，厚生省環

境衛生局公害部環境整備課長通達があったので

大阪市においても ，通達1 < : : 基づき維持管理指導

を実施する乙とにしている の適切な管理条件を

具備するには ，浄化袖'の機種の選択及び維持管

理上適した配置等が望まれる。掲載する通達の

取扱いについては，各府県市によって多少異な

ると思われるが，建築設計施工上の参考資料と

して役立てば幸甚である。

( 大阪市建築局i I ! 築部審査諜)

o毘原浄化槽 (500 人未満のも の)

維持管理作業基準

第1. 維持管理作業の定義

仕様により定められた当該 lポ尿浄化槽の機能

を定常的に維持し ，かつ耐用期間を長くするた

め，保守点検および障害となる汚物または異物

の除去と清掃を行なう ζ とをいう。

第2. 保守点検作業 の一 般的基準

l  保守点検作業のZ主義

b長尿浄化梢の仕様に 1 ! ; づいて正しく使用

され，支障なく五li 転され，かつ仕様とおり機

能が発揮されているか否かを調べて ， 奥Ｇｾ［Ａ［

の早期発見K 努め，万一異常を認めた場合

は直ち1 < : : 適切な惜置を講ずるととをいう 。

2  回数の標準

(1)  腐敗タンク形

年 1<:: 2 固と する。ただし ， うち l 回は

定時の汚泥引き抜きおよび， ζ れ lととも

なう清編時に併せて行なう乙と。

(2 )  ばっ気形

4 か月 lζ l 固とする 。

(3) そ の 他

地下砂炉過方式またはぱっ気形の二次

処理装置については 4 か月1<: : 1 固 と す

る。

3 要 員

厚生大臣が認定した社団法人日本浄化槽

教育セ ンターの行なう講習を終了した者，

または乙れと同等以上の学識，技能を有す

る者 1 :名がこれに当る。

4.  具備すべき用具

おおむね次の用具を備える 。

(1)  マンホーノレふたあけ用具，スカム ，汚

泥厚測定用具，スカム破砕用具，スロッ

ト掃除器，管清紛用具，爽雑物かきあげ

用具，ゴムホース。

(2)  採7 l < ピペット，採水瓶，透視度計，温

度計， P H 鼠IJ 定器，残留塩素測定器，メ

スシリンダー，ひしゃく，巻尺，水平器，

モンキースノマナ，ペンチ ， ドライバー，

ヤスリ，試験管，筆記用具。

5  作業現場におい て調査また は測定する事

項。

(1)  使用人数の変動

(2) 放流水および腐欣タンク流出水または

ばつ気タンク混合液の上澄液の透視度

(3) 放流水の P H値

(4)  ばっ気タンク混合液の沈殿試験

(5)  放流水，ばつ気タンク混合液等の臭気

(6) スカムの発生状況，その厚さ

(7)  駆動回転部分の温度，回転音および艮

動

(8)  Ｎｾｴｬ 力計を有する場合は Ｑ 荷主 ｾ 電力量

(9) 散気装置を有する湯合は風圧および潤

滑油消費量。なお ，必要ある場合は放

流水iζ っき塩系イオン濃度を測定する

乙と。

6  一般的保守点検作業

装置の各自官について次の点検を行なう。

ただし ，簡易な掃除，異物スカムの系外排

除等は，必要に応じ点検の者ili l l 1t 乙れを行な

うものとする。

(1)  7 ンホールふた等

スラブ ，7 ンホーノレふた ，履いあみ等

を点検し ，央雑物を取り除く。

(2) インパートます等

流入管，イ ンパー トます，会所ますな

とについては ，汚物J の滞留 ，問答の有無

などを点検し，必裂があれば汚物の除去

および清掃などのｦｉｾ置を講ずる乙と。

(3) 通 気

排気管 ，通気管が炎雑IjI!l J などにより通

気が妨げらていなし、か点検す る乙と。

(4) 放 流 先

放流先および放流水の関口部lζ っき異

物の生成，放流先水位との関係などを点

検し ，異物j を除去する乙と。

(5) 水 位

装置各部1の水位を点検し ，異常を認め

た場合はその原因を追及する ζ と。

第3. 腐敗タンク形浄化惜の単位装置の保守点

検作業

1  多室形腐敗タンク

(1)  各室のスカムの生成状況を観察し ，第

2 室以降に多量のスカムを生じている場

合は ，前回の清掃時期， 使用人員，各室

間の後続装置およびノミツタノレの異常など

について調査し ，必要があればその原因

解消の措置を講ずる乙と 。

(2) 第 l 室のスカムは ζ れを破砕し沈降 し

易いようにし ，第 2 室以降の少日ーのスカ

ムはこれを第 1室に戻す乙と 。

2.  二階タンクおよび変形二階タンク

(1)  消化室に多量のスカムを生成している

ときは ， 乙れを破砕して沈降し易いよう

にする乙と。

(2)  沈降室のスカムは消化室に戻す乙と。

(3)  沈殿室のホッパーおよびスロッ 卜に附

着した汚泥または奥物はかき取って ζ れ

を消化室に落し ，越流ぜきおよひ、パック

ノレの帰除を行なう乙と。

(4) スロ Y トより汚泥，異物j が落ちにくい

場合は ，汚泥厚を測定し ，必要があれば汚

泥引き抜きと清掃の措置を講ずる乙と。

(5)  チカイエカの発生を認めた場合は，そ

の反入口を調べかつ駆除の措置を講ずる

乙と。

3. 散水ろ床

(1)  散水がほぼ均等か否か綴察し，腐敗タ

ンタからの流出水路および散水とい ， と

くにそのノッデ 1<:: 附着した汚泥，薬物Jを

除去して腐敗タンク第 l 室または消化室

lζ 戻す乙と 。

(2)  ろ床の目つ、まりは ，軽度の場合は圧力

7l<で‘ 目づまり個所を洗浄する ζ と。

(3)  均等散水が著しく阻害され，あるいは

床の目づまりがj争化機能lζ 著しく影響が

あると認められる場合は補修 または清掃

の措置を講ずる乙と。

(4)  ろ床はえの発生があれば駆除の措置を

講ずる乙と。

4. 平面酸化床

主rr石に附置した異物などは系外に取り除

き流水面Iζ 均等にかっ一定の流速で汚水が

流れるか否か点検する。

5. 地下砂i戸過床

放流水の臭気が著しく ，透視度が低く ，

浮遊物質が著明なときは ，Il 当床を掘り起し

て短絡現象， 目づまり ，嫌気性変化などの

有無を調べ必要があればP床を入れ替える

乙と。 ( 次号につづく)
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日本のシャッター界をリードする画期的新製品. グ

工

三点押釦スイ y チ
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N

 

使用 モ ター .

三相200V 50/ 60%  400W 

q

‘
リ
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/

』

吉

岡

さ

(

H

)

2  6
M 

停電時用手動チェン

4  S  

幅 (W)一 一 +

3  

開 閉機 使用量E囲 ( スラ ッ トS C 16)  

開閉機

ブラケ ッ ト

L 型

電 動 開 問 機

L  ｾＧＨｬｴ 動 Ｑ Ｑ ｦ ｬ 問 機は、 ｮ 木 シャ ｹ ター 技や ｉ ［ｪ fi) f究 jilI' に お い て 、 長

年 に わ た り 、 国 立 大 下 半15待 機 械 I J 7・1与IIJ 円以 段 の 指 導 をあおぎつ

つ 、 当 ＮｊＧ ＭＺｬＺ ｈ ｦ ｩ ｬ ［ ｪ 陣ｾが総力をあげて 目ｊｦＧ 先 Ｑ ｉ 日 発 し 、遂 に 従米の ｬ ｩｦ ｬ 問 機

の 概 念 を 破 っ て 完成 した plliJ tJJ (I'0な 新 製品 で す 。

この lif l問機 に は 独 行IJ にU:fi j ちた Nd幾何i が数多 く取 り 入 れ られて

おりＨ特許 Ｓ 件 、実 ｉｔ ｉ 新築 Ｒ イ ＧＱＢ を ，Ｇｾ， 似 ＱＮ Ｑ Ｎ Ｇ )、 Mi . 述機、 モ ー タ 一 、

ブレーキ機構、 f"{'，UI I寺川 予ill JI袋 内 は も と よ り 、 リ ミ y トスイ y

チ、配電板に ｾｦｾ るまで、すべてを 一 つの 川 ￭［ Ｇ ［Ｉ 内 にコンパク ト に

和竹 め で あ り ます 。

従 って 、建築設言 l' 1二の納り が非 常 に簡単で、 しカか、も 、i収収阿f小什、，J や

その{後麦σの)1呆 千叶守1'，'点目りJ

これらの ｊ人点 ，ｉ ｾ ，カか、ら 見 て 、従来 の 製 品 に 比 べ総ゆる 点 、に秀れてお

り、 シ ャ ッ タ ー /if l問 機 の 決 定版 と い え る で し ょ う 。

出 版 中 特 許 リ ミ y トス イ y チ 実用 新 東 巻 取 り 軸 と の 連 結 機例

ガ パ ナ 機州 お よ び L 型 機附

手 1/剃桂川 チ エ ン 収 納 箱

- 特長・

1  開閉機を設ける場所の心配がいりません 。

2  凸部のない 真直な シャッ ターケース 。

3  袖壁は不用です 。

4  減速機構はす べて完全密閉式です 。

5  小型で耐久力に 富 む減速機構。

6  給油の必要がありません 。

7 . エ ン ドレス強力ローラーチエ ンの内造。

8  リミッ ト・スイ ッチを完全に内造。

9  手動操作をひとつにしました 。

10  ヒューズ装置の取付けが可能。

11 一斉・両面・遠隔操作いつれも可能です 。

。 株 式 会 社 日本シャッター製作所

東 京 工 場 川 崎 市 新 ) L r・* 3  1' 1 1  1  1  5  9  ItI ' J 也屯，l ，f ; ( f¥: )  ' I'IJ ;( (41 )6325 

大 阪 工 場 大| 阪』打点泌川 I，{ 日1川 通 6 r  11 3  8  I存地 1江川 ( 代 )( 301) 3 6 5 6

九 州 工 場 1/，¥I. t. J り，Hfl hUi l l 村IhlI Uffoj'IJ;( ，世h l 2 7 2 7 昨J也 屯 .lli ( 代 )( 65) 6 13 1  

名 古 屋 工 場 1' ， ，'; hA di ，" 川|メ北川 IUf 2  r  11 1  Ｒ 需 ｾｉ Ｏｊ '，'!r .1l i  ( 代 ) (361)  7 4  4  1  
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読者の頁

投稿をお まちしております。掲載の

分には規定の稿料を差上げます。

口 新建 ( N A C ) 東西交流講演会に

参加して

新建東西交流講演会が 9月20日大阪市中央公

会堂第 3 集会室で行なわれました。講師は東京

より山口文象先生が「現代建築家の姿勢」関西

より西山知三先生が「国土開発のにない手とし

て」と題されて熱の入った講演と質疑討論が行

なわれ，現代の建築技術者として如何にあるべ

きかを考える意義のある講演会でした。講演に

参加して多くの問題を考えさせ られま した。建

築技術者の立場からそれにどのよう κ 対処して

いるかを考えると ，休制内 lζ 自分自身をレイ属

させて，業務♀堪l と業務遂行上の困難，複雑化に

追われ，また一方では自己保身的 ，立身出世主

義とマイホーム的幸福を求めているのではない

か，またその ζ とにより企業帰属意識にひたり

きり ，業務遂行においても企業中心的となり ，

それがひいては労働者 ・市民否定，自己犠牲的

行動となり， 一郎独占資本，支配階級の奴レイ

として労働者市民階級のサク取に積駆的に参加

しているのではないだろうかという痛烈な問題

意識に捉えられました。

高度経済成長κ よって国土開発公害の発生，

都市への人口集中 ，交通問題等の多くの問題が

発生してきています。 一部独占資本の代弁者で

ある政府やスター的一部の建築家，言平論家にま

かせておくのではなく ，建築技術者がその立窃

か ら労働者市民階級の先頭に立って取組み ，労

働者市民の諸嬰求を結集してし、かなければな ら

ない乙とはあきらかです。乙 のような取組を通

して建築技ー術者は社会的に責任をもって精力的

K 運動を発展させていかなければなりません。

そのために建築技術者は連帯し ，問題意識をも

って乙のムジュンする流動的な社会を適確にと

らえ ，そと か ら問題を提起 し追求して，労働者

市民社会に訴えて社会問題へと発展させ，問題

の民主的解決をはか らね ばなりま せん。そう す

る乙と によって国土を荒廃か ら守り ，住みよい

国や都市の創造がある と考元ます 。

( 住宅公団計画邸 丸山 彰)
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書評 「回顧70年・大林組とともに J ( 白杉嘉明三著) を読んで

大林組の相談役白杉嘉明三氏の存在は ， わが国建設業界の長老 として， つとに広く知られている

ととろであるが， 乙のたび会社が編集出版 した白杉嘉明三氏の "回顧70年，大林組とともに " を一

読して ，今さらのよう IC白杉氏の今日までの活躍振りの f↑l広い乙と K 熊 きを禁じえない。

われわれ近代史を学んでいるものにとって白杉翁( し、ゃ白杉氏の乙とを翁と 1I ' f ぶには失礼なくら

い今なおかくしゃくとしてお元気なのだが) が ， 初めて大林組に入社した明治31年なとは ， 全く 過

去の文献のうえだけでしか伺いようのない時代であるが， その当時の乙とから現代までを ，まるで

昨 日の出来どとのようにありありと語ってお られるのには ， 全くおそれ入ってしまうのである。

"生き た歴史の証人" とは ζ のような人の乙とをいうのであろう 。

全篇は ，先きに日本短波放送で放送された 13夜にわたる放送談話を中心にま とめ上げ られたもの

で，編集には同社の社史編集室那須武雄氏が当り ， 全11! とも質問を折りまぜた普通の談話形式を と

っているので，それだけに読みやすく ， しかも白杉氏の活躍が日本，朝鮮， 中国にまたがっての大

立回りであるだけに大変面白く読む ζ とができる。

内容は ， 初代社長大林芳五郎との出会いや入庖 当時 の乙と ，明治36年大阪で聞かれた第 5 田内国

勧業博観会( 乙の工事はほとんどの建物を大林が手がけ ， 大阪に大林組ありといった存在を一般民

衆に知らせるうえで， 非常な効果をもたら したものであ った) ， 朝鮮での鉄道建設にまつわる悪戦

苦闘の連続なが ら無事完成させた ζ と， 山西方面軍の経済顧問として太原に赴いたときの話， さら

にまた大林組が社連をかけて貫通を計った生駒墜道工事と落盤事故当時の模様などの逸話は ， 通常

の社史にはあまりの らない武重な 裏面史と して興味深いものがある。

また明治44年設立された建築業協会( 今日の全宣建設業協会もその延長の一つである〉の創設当

時の経緯について触れ られているが ， 当時の建設業者の社会的地位はきわめて低く ， それは業界の

悲願であった被選挙権の獲得， 保証金撤廃， 片務契約の改善巡動などに伺われると ζ ろである 。以

来今日まで数十年の間，建築産業が現在のような ， わが国近代産業の一翼を担う花形にまで成長す

るに至った過程を振り返えると ，白杉老にとっては ，正に感慨マ入深いものがあると思われる 。

近代の建築史を多角的に理解しようとする場合， 建設業の発展過程を知る乙とは非常 lζ 大切な乙

とであり ， その方而の文献が少ない折柄， このような蓄が編集出版された乙とは大変意義深いとと

である。

とくに関西の建築界の動きを知ろうとする場合， 大手建設業者であ る大林組と竹中工務庖の生い

立ちは ， その生長過程が全く対照的であるだけに大変面白いものがある。 しかし乙の両者K 共通し

ていえる乙とは ，いずれ も創設者あ るいは継承者であった庖主の卓i越した識見と ， それを補佐した

人々の業績である 。そ して ， 明治末期から大正にか けて， わが国近代建築史上の重要な変革J切に ，

いち早く優秀な建築家や建築技術者を雇傭し ， 積極的に建築技術の開発， 蓄積と ，それによ って対

外的な信用 をかちとってきた経営方針に ， 今日の大成の主因が潜んでいる ζ とを見のがすわけには

いかない。乙の蓄を通じて "事業は人なり " の玉言を改めて感じとる乙とができるが， 白杉氏は明

治 9 年生れ，数え年93才， 大林芳郎氏が序文で触れてお られる " わが社にとって至宝" の言葉は，

そのまま " 日本の建設業界の至宝" にも通じる言葉といえるであろう。老いてますます盛ん ， 白杉

老大人の今後のー庖のど健闘を心から願って止まない次第である。

( 坂本勝比古 昭和43年 10月 6 日仲駄の名月の夜記すj
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口 明治建築土木史年表・関西篇 ( その 22) ( 明治 11年 9 月 8 日~至24日) 口

明治

11年 9 月 8 日 明治天皇御巡幸 IC備え ，岐阜県木曽川， 笠松の渡し場を船橋 lζ 直す難工事，trr く三

分通り成るという。

仏人法律教師アノレベーノレ ・ベーネー ，京都府裁判所顧問となる 。! 待機を見て更に大

阪裁判所顧問となる予定という。

じび 舟

東京の書林，油町藤岡慶次郎，馬喰町吉田文二郎と毛利貞斉編の字引の版権を争っ

ていた大阪の書林 ， 岡嶋新七外 三 人 ， 敗訴して帰阪 。 岡山 ｉｾ 等が五年も前 ｬζ 売って い

たのを ，便利でよく 売れると目をつけた東京の詣林が無断で，あとか ら出版したも

の。始め藤岡 ，吉田等は 7 百円で「内福」にしようと したが，岡嶋等が強艇に権利

を主張 して裁判に訴え たと乙ろ ，意外にも敗訴してしまった。当時の出版法は ，内

務省 IC出版人が届出 るついでに版権を申請すれば その者 IC与えるという簡単な物だ

ったからで，岡山自宅一の研究不足があったと恩われる。

1 /  9 日 内務省内国勧業博覧会残務掛，同会受n者え配る龍鳳花紋質問1を東京呉}l I Y. 町玄々堂

へ「申付」て， 70余人の受賞人名を彫刻せしむ。乙の賞l仰は大阪造幣局で鋳造しすこ

1/  1/  1/  

ノノ 〆〆 1 /  

1 /  11 24日

ものだった。

西郷隆盛等の l 周忌。鹿児島県下で盛大な法会行なわる。

( 東京邸北区神谷 2 ノ22ノ13 須藤欣二〉

1IIIIIIIIII II Ll IIIIIIIII III IIIIUIIIIIIII III IIIII IIIIIIIIIIII“"“ 111111111111“11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111III IIIIIIII IIIIIIIIIIIIII II IIIIIIIIII III Ll IIII II川11111111111111111111111' ""11111111111111111111111111111111111111

15 



各種玄関マ ット設計製作 ｅ 量温ｾ コトしートヨザL 下・3 ト

日口
ミサｾｾ

16  

断 面 詳 細 図

ハ イ セ ン ス を

しこう /

. P A T .  N O . 7 4 8 4 0  I  

グッドデザインを

選ぼう

圃・.. 富喜重霊童書霊豊富

お そ う じ 百 貨

ミ・9" ユ，/ V 工 業 株 式 会 社

営 業 本 部 / 大|仮r ! i 西 区北卵! 江上過一 丁目 20 T  E  L  ( 531)  7  5  7  1  - 4  

本 社 工 場 / 京郷市南区久世築山1 1 fT 380の 2 T  E  L  ( 921 )  6  3  6  1  - 3  

く営 業 所 〉

東 京 I T E L ( 667) 8 8 4 4  ( 代 )

名 古 屋 I T E L ( 911 )  4 3 0 6 - 7  

京 都 第 1 I  T E  L  ( 221 )  5  3  6  3 ・ 0 2 1 4  

京 都 第 2 /  T E L  ( 312)  6  0  5  1  

大 阪 / T E L ( 531)  7  5  7  1 - 4  

福 岡 I T E  L  ( 27 )  2  3  3  1 ・2 3 5 1



建 築 と 社 会

-
- スユ -

ニュース原摘をお送りください。

. 消 防 局 庁 舎 ( 西消防署併設)

大阪市においては ，かねてから老朽がはげ し

く，また狭随のため市民に不便をかけていた消

防局庁舎を新築する乙とになった。それに とも

ない現在ある西消防署も併せて近代的な高層 ビ

J レにしようとする計画である 。現在消防局のあ

る場所は大阪市のほぼ中央部に位置し ，また阪

神高速道路の四ツ橋入口に も近く ，総合指揮の

ため火災現場への出場や火災予防行政および各

種検査の指導などK も最適地であるので，現在

敷地の西側約半分に新庁舎を建設し，東側の現

庁舎は解体，その後に駐車場などを造る計画に

なっている 。 1， 2 階は酋消防署ーが入り ，消防

自動車 6 台が収容できる。 3 階以上は局が使用

し， 119 .ffi ffi 話設備および各署， 各車両との無

線連絡ができる通信室，局長室 ，および各事務

室がある。 n皆には多目 的に使えるホ ーノレを備

えている 。

句h

概 要

名 称消防局庁舎( 西消防署ー併設) 新築工事

敷地面積 ・2，115，873rrf

建築面積 987，619rrf

延床面積: 6，20. 4， 147 rrf 

構 造 鉄 筋 コンク リート造，地下 l 階，地

上 7 階， t益屋 2 階，ｾ 亘桜およびアン

テナ用鉄搭付，基礎 P C コンクリー

ト杭 φ6∞

設 備 ・7U気，ガス ，エレベータ ，給排水，

暖房，119. ( s : 無線通信等

工 期・ S43年 10.月 - S 4 5年 3 月末

施 工 ・熊谷組

総工ｾ＿ｩ・ Ｕ 倍、円

. 第 9 回関西都市・住宅会議開催

さる

恒例の関西都市 ・住宅会議は ，10.月 5 日大阪

商工会議所ヒソレで開催された。今回のテーマは ，

今日の都市化時代の要請に乙たえて，大正 8 年

以来の「旧都市計画法」に代わ って新たに制定さ

れた「新都市計画法」をめぐる諸問題をとりあげ

た。乙の問題は ，今後都市計画およびその実施

にあたって建築関係者全般に重要な関係をもつ

ものだけに ，250. 名の来聴者を得て盛況だった 。

東畑会長の開会挨拶のあと ，建設省都市局の

再開発係長の鶴井哲夫氏より ，法案制定までの

経過と具体的にテキス 卜を使 った内容の説明が

あり，更に佐々波秀彦氏 (建設省通築研究所都市施段

研究室長) より， 鶴井氏の法案内容説明に基づい

て問題点を採りだす講演があった 。そ の後，三

輪雅久氏( 市立大学教授) の司会で，パ才、ノレディス

カッションがお乙なわれた 。参加者は前記講演

者 2 名の他，制座正信( 大阪府建築部市街地建築課長) ，

上村正人〈大阪市総合計画局計函館都市計画課長) ，植田

一登 ( R I A建築綜合研究所専務取締役)，芝川敦〈住友

信託銀行本庖不動座部長) の各氏。ディスカッション

は，講演後に聴講者か らうけた質問事項を中心

IC. 展開されたが，制定後間もない「新都市計画

法」のせい もあって，法案内容の質問事項が圧

倒的に多かった 。なお ，乙の関西都市住宅会議

の記録は本会誌「建築と社会J 12月号IC. 収録さ

れる 。

. 国土を荒廃から守り，住みよい

国や都市の創造のために

新 建 東 西 交 流講 演会! こ 262名 参 加

先きに東京 IC. おいて，関西の新建築家集団

( N A C) と東京の建築家集団によってもたれた

東西交流講演会は引き続いて? 月 20 . 日大阪市中

央公会堂で開催された 。会場は ，学生，官公庁，

設計事務所の若手なと 262名の参加者を得て，立

っている人も多くみられるという盛況だった。

乙の講演会は "国土を荒廃から守り，住みよ

い国や都市の創造のために力をあわせよう " と

いう呼びかけでおζ なわれた 。建築を社会の発

展のなかでただしく つかみ，国民の平和と幸福

のための建築創造を つよめる には どう したらよ

いか ，建築家は その姿勢とし てどうあるべきか。

さらK 現在の国土空間や生活空間の荒廃化に対

して，建築技術者は ，もっと住みよい国や都市

の創造にどうカを あわせていけばよいか。 ζ う

いう問いかけが講演会を終始一貫して流れた。

講演は山口文象氏と西山知三氏。山口氏は若

かりし頃の創字社l時代からの建築遍歴を語って

建築家社会の矛盾をっき ，西山氏は都市計画と

いう名のもとにおこなわれている破綴の実体を

鋭くえぐりだした。講演の後，一般討論がおと

なわれ，山口 ・西山氏に対する活発な質問が出

fこ。

東京 ・大阪で開催されたとの講演会の成功

は，新たな自主的な建築迎動の芽ばえとして注

目されよう。
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「伝統」と 「建築家の社会的責任」 日 本 文 化 研 究 国 際 会 議

去る 9 月23日から 30. 日まで ， 国際連合教育文化機関( ユネスコ) と 日本ユネス コ園内委員会の共

催により「日本文化研究国際会議」が，東京 ・京都で開催された。

乙の国際会議は ，明治 l ∞年にあたって，日本芸術と西洋芸術の関係および両芸術の迎遇K よって

起 った新しい展開に ついて，広く歴史的， 美学的および人間価値的立場から詳 しく研究し ， 芸術的

創造の将来の見と お しをたてると い う趣旨のもとに開催され， 乙の趣旨のもとに討議議題として 1 )  

近代およ び現代の日本およ び 西洋における 文化の歴史的背景， 2) 最近百年間の日本芸術と商洋芸

術の関係， 3) 日本および西洋における芸術発展の方向 ，の 3 点がとりあげられた 。

会議は，建築，文学，音楽，演劇， の 4 部門 IC. わかれ， 東西の芸術家 ・学者約40. 人が参加した。

建築部門では ，外国側からジェームス ・M . リチャーズ( イギリス 「アー キテクチュラノレ ・レビュ」

編集長) ，アJ レフレッド ・ロス( スイス， 建築家) ， シャロット ・ペリアン( フランス ， 女流工芸

家) の 3 氏，日本側か ら村必貞次郎，浜口隆一，前川国男 ，丹下健三の4 氏が参加した 。

建築部会の大きなテ ーマは， I伝統」と「建築家の社会的貢任」であった 。 シャロット ・ペリ ア

ン女史は ， 明治以来の日本の近代化は西欧の模倣であり， それは発展のための過程ではあるが，真

の創造は伝統K 立脚しているものであるとして， 日本の伝統精神を守っていかねばならないと発言

した 。また ， 丹下健三氏は古建築の正確な保存は必要であるが， 伝統は打ち破っていかねば創造は

ないとして ，機能主義を脱して建築空間の新たな把握を説いた 。

技術によ って自 然を征服して きた工業社会か ら， さらに "脱工業社会" への兆候がみえている今

日では ，建築家は， 一つの建物に責任を持つだけでは充分ではなくなった。建築家は広い視野に立

って全体環境に責任をもたねばならないと， リチャーズ氏は力説し ， また前川| 氏も建築界全体の連

帯感の回復，行政 ・設計の一休化を訴えた。

建築部会の発言からもうかがえるように ， 4 部門全体にわたって， 伝統と近代化と いう ，創造活

動の根源によ ζ たわる問題を中心にして研究 ・討論が展開された。また ， 全体会議では ， 桑原武夫

氏が， I大衆伝達と芸術の関係」をとりあげ， 個人創造によるオ リジナノレは大衆伝達の発達によっ

て変質しつつあり ， それに代わる 共同製作ともいうべきものがうみだされつ つあると ， 将来の芸術

創造の方向を指摘した 。

111111111111・11111111111111111111111111111111“1I II IIl l ll l UI“111111111111111111111111111111“11:111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111川11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111“111111“
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す ぐ れ た 居 住 性 を 創 造 す る

軽 量 気 泡 コ ン ク リ ー ト

長ポレＱｉ Ｑ ＧＷｾ

量

司圃匝ー』

量 (比重 0.5コンクリー卜 l i の重量)

断
熱 ( コンクリー卜の 1 0 倍の断熱性)

耐 火 (法 定 耐 火 材 料)

. シポ レツクスは工場、住宅から超高層ビ、/ レま で

あらゆる建物の屋根 ・床 ・壁 ・間仕切 ・耐火被

覆に使用されますが次の建物には特に最適です

工期短縮を要するすべての建物

2  空調を要する工場 ・倉庫事務所住宅f

3  鉄骨大張聞の工場 ・体 育館 等

4  軽量化を 要する高層建築物 ・軟弱地盤の建物

5  鉄骨 耐火構造の建物

18 

書 言

滝 川化学 K.K.大阪工場

設計 Ｇ｛ ｴｦｪ ￌ＼ 設 計・ ｊｾ 務所

施工 ( 株 )銭高制l

佐川 J，b'jl リi 外I12

優豆主旨P

P ポレ11〆7ス 販 売 株 式 会 社

本 社 東 京 都 千 代 田 区 岩 本 町 2 ノ l ノ 16( 森 川 ピ ル )

電 話 東 京 ( 86 1) 代 表 7 2 4 1  

大 阪 支 庖 大 阪 市 西 区 京 町 堀 通 | ノ 125( 東 洋 ピ ル )

電 話 大 阪 ( 443 ) 代 表 7 7 4 1  

名 古 屋 支 広 名 古 屋 市 中 村 区 広 小 路 西 通 3 ノ 2 ( 大商 ビ ル )

電 話 名 古 屋 ( 581 ) 代 表 7 4 2 1  
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天 井 ・ 間 仕 切 ・ ア ル ミ ニ ウ ム の こ と な ら 何 で も ご 相 談 下 さ い

株 式 会 社 奥 村 重 兵 衛 商 庖

大 阪 市 北 区 木 惰 町 6 0 電 話 大 阪 ( 364) 4131

福 岡 市 住 吉 松 月 四T 2  9  3 電 話 福 岡 ( 29 ) 0459 

東 京 都 太 田 区 南 馬 込 4 - 1  - 18 電 話 東 京 ( 772) 7856 

名 古 屋 市 中 村 区 志 摩 町 4 の 7 電 話 名 古 屋 ( 551) 3013



クラスメー卜

42 〔奈良県立 吉 野 工業 学 校 昭 和 14 ・15年卒〕

l' いっている人( / ，ーより )

西 豊 彦 ｾ ｕ 、阪 ､ｪ 佐官自主 ｊＢｪ j'， "f ..:gli ｦｩＺＮ Ｍ ｴ ，［ ｾ ｾ＠ U: 昨年市

福 井 房 三 K K  h' ，¥ lI ' m ｬｾ＠ 1 < 取締役 1.1'1γ

橋 本 良 介 ( K K )、+Ml l i l l 則、部技術部技師r"n< ドI: I'- A;<

ι っている人( / ，よ り)

岩本吉輝 雄ぷ ｪｾｩｲ 'J'; .fj5JiJ j- J<: .  151ドγ

和 回 楢 三 ‘υυ"川.

j渡度辺 正 夫 I  K  K  川J大、十州州li川Jパ1哨 f介子 l  川iい，イ傍削E知か制}ド内所tり叶J片rは，次人刈i主 l日5町fド 判

岡田 一 郎 K  K 輿附十付f刷制組l れ l川 ;;{..!i幻川1，叩，1山1;唯往築射古l目¥10民毛 l川川4肘叫叫f吋午ド三~γ判氏叶}  

1)":' 阪. !， と̂刈公 1，，1にて は 10 .  IKI 

II{{ 千11141f. 5  )  J に は 、 ノ モ ン ハ ン ーJ¥1' 1が 発生、 9 )] 、 第 二大 I": V仏大 Ij l)U) J ＡＩＨｾ＠ Ｈ ＱｾｾＢ＠ I( ホー ラ ン ド

へ μ 八 ) 0  15
i
l三9 Ｉｊ に は 、 ｈ 本 Ｇ，ｐＺｻ ｌ 、ｼ て Ｑｉ へ ｪ 並Ａ駐、 ＱＱ ・ Ｑｾｾ ，伊 ー Ilq 1日JI，'U締 結 とあわたた' しい 111: ↑Jj

で 、 や が て 、 16
i
l三の) . ( 半 洋 戦 争 へ と つ な が る の で あ る が 、こ の ヒ:Jiに 'γ 念を n¥たわれわれは、

111存 をJli' 11，..、 谷 川 に i基っ た。

戦 後 23
1
1' 。 集 ま っ た 1(li 々は 、 い づ れ もIj 史' 1 '戦 後 を '1ーさぬ い た た く ま し さ と 、 フ 7 イトに Ij11

ち 、 '1， 11'- の 魅 力 と l t t 止をやIHえて いた 。 そ れ で も 、 ど こ か に 伐 っ て いる i ( i j の 1M; μ は、; j ミ の 川

の会介を 、 ｩ Ｇｦ ｾ Ｇ ｴＺＳ ＰＱ Ｑ での ｦｔ に返した 。

周 囲 は 、そ の背 、 な か な か 持月] な I1町を II} :い て い た が 、現点、奥村品Il の 名 1
1
i尚之:I ，I! 往 築庁111ょと

して 、 ＧＱ Ｍ Ｇ 京地区のＡｽｧーとな っ ている 。 ｾｾに来ると l味 をJr¥，;lji . < 粋 な と こ ろ が あ る が、 案 外 の I'¥'(:

物。て' もある 。

福 井 は 、 社 長 業 に お 忙 しい 。 そ の せ い か ゴ ル フ の 腕 前 は 卜ら な い が 、 小 IIHは 余 技 の 域 を IJj i . し、

後 阪会 会 長 に 付{ーされている 。

岩 本 は 、 建 築 を l Hて航 宅 l二1" ;'γ- 校 、 広 大 の 機 械 と 変 っ た 符 聴 のn Lo  JJ Lイ五、 ぷ 1liii ・J'; 務 所 を 1'1

ＧＺ［ｾして、 ｊ 附を変Ｇし、 ｊｾ に ｦ 且しむ 。

西 は 、 剣 道k;l i 1:  6 段 。 さ し ず め 米大| 仮械 の す)IJ 制:i f: llqむと い う と こ ろ か。 ノト刷 であ っ た れの イメ

ー ジとは 結び つかむい ￯ ｊ￭ 武Ａ の ｈ ｩｾ 絡 がある 。 本主主 の ｊｩｴ｟， 糾 ｩ 1てばりの| 犬 ) )W{-. ! ' 。

渡 辺のゴノレフは、ユt: 11' ドが あ る 。 長 ら く 大 林Ml J ム，I;，'j 文J，! i 往築 ml 次 以 の ! 市にあ っ た が 、 )j t'H r. 'J'; 

が 本 桁 化 して念、法' l "liI仮 し、 敏 JJ 宛をふる っ て い る 。

和田 は 、なかな かの祈 動家 。 ｩｬ Ｇ ￭ａｾ 処Ｂ生大阪支 ｊ ， ｬｩ 処きた ｈｉｉｊ 乏で、公 Ｑｾ n¥'JJ 主所長を 1ft ね て い る 。 .( '，:

さ に あ ふ れ た 俊 英 で あ る 。

か く い う 橋 本 は 、ここでも幹。j'; 役 を仰 せ つ か っ た。 ほ め て も け む し て も 、 い づ れ は 忠 II の 付

に な ろ う か と J.t 'l汗 して いる 。 Ｈ 橋本 ｬｾｌ )  

ＺｾＮな会イトで、こ Ｇｩ ｾ Ｊ 告できなか っ た ｊ［ 々に、深＼ 1-; ｬｩｾ｛Ｚ びｉｪ ｬ し ｬ げる。
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ひ が ん 花

彼 岸 ま え で あ っ た 。 会 議 は tl J- 点て寸H i された 。 タ; ; ( '; ; にはまだ少し 聞 の あ る 頃 、 網 代 の 近 く で 、 ふ と J !"q容 を

比 る と 、 l tj - 黒 く こ ん も り と し た 一 回 の み か ん の 木 の 下 に 、 ま つ か な " ひ が ん 花 " が 1咲 い て い た 。 そ れ は

ま っ カ、てーあ っ た 。

ぶは; 宕、れていた 。 か つ て す き だ っ た こ の 花 を 、 長 い 間 ; 忘 れ て い た の で あ る 。 毒 々 し い が 、 j彩 も 色 も 鮮 明

なこの花が、回の凹 ｴ ￳ の す ｉ ｊＭ ｉ ｉｾ の中に ｬ 咲きそろい、 川 岸にせくらべをしたｽＡｬｩｬＮ索は 、 そぞろＡｪ［、きや Ｑ ｊ 伐の心を慰

め て く れ る も の で あ っ た 。 yJ ) し、民'i は 取 っ て は な ら な い 笥 ， 1江 と い う の で 、 余 り近 よ ら な か っ た が 、 郷 盟 の

秋 は “ ひ が ん 花 " で )-' 11め ら れ る よ う で あ っ た 。 そ れ を 長 い 間 わ す れ て い た の で あ る 。

会 識 が す ん で 、 サ ボ テ ン 公 闘 や 伊 豆 ス カ イ ラ イ ン 、 さ で は 有 名 な 富 士 見 ノ マ ー ク ウ ェ ー をノぐスで走 っ た の で

あ る が 、 ど こ に も " ひ が ん 花 " は 凡 ら れ な か っ た 。 ブ ル ド ー ザ ー で 切 り 取 ら れ た ノ マ ー ク ウ ェ ー の 両 間 は

い ひ が ん 花 " の l咲 き そ う な 邸 峨 で は な か っ た 。“ ひ が ん 花 " は し ょ せ ん 、 足 が い た く な る よ う な 回 舎 道 か

あ る い は 古 い 電 車 の 窓 か ら 望 比 す る し か 比 ら れ な く な っ た の か も 知 れ な い 。 ( A )

人 間 工 学 的 公 害 ?

東 京 ・大 阪 IB'J 6  Jl寺間 半 で 走 っ て い た 「 こ だ ま 」 が 新 幹 線 に な っ て 3 U寺問 台 に 短縮 さ れ た と き の 有部lt さ は

い ま だ に 忘 れ な い 。 し か し 二 等 の シ ー ト は 「 こ だ ま 」 の 方 が 新 幹 線 の も の よ り 楽 だ っ た よ う に ，旬、えるの

は 不 忠 誠 で あ っ た 。 と い う の は 人 I:: J工 学 的 に ベ y ド や 時 子 の 研 究 を し て い る 千 業 大 学 の O 氏 の 研 究 室 が

関 係 し て い る と い う こ と を ! けい 、 て い た か ら 。 そ の 後 、 何 回 乗 っ て み て も 新 幹 線 の シ ー ト は 坐 り 心 地 が 怒

〈 、 だ ん だ ん 苦 痛 に 感 、 じ る よ う に な っ て き た 。 こ れ は 私 の 休 が 日 本 人 の 平 均 値 よ り 大 き い か ら だ と 思 っ

て み た が 、 念 の た め に 1 m 53cmの 身 長 の 小 さ な 人 に |測 し、てみると同意見とし、う 。 そ こ で 今 度 は ) '，- っ ぱ し

か ら 意 見 を き く と ほ と ん ど の 人 が 同 感 で あ る こ と が わ か っ た 。 国 鉄 が 独 占 的 な 公 営 企 業 で あ る | 以 り 、 こ

れは 一 種の公害というべきものかも知れなし、 。 この ＱＰ 月からは郊 外 屯率なみのインタ ー パノ レ で新怜 ｫｾｪｾ は

走 っ ているので、 一 日に ＱＰ 万人に及ぶ人がこの公害をうけているといつことができょう 。 来週も 小 ｾ 三 は

4 回 新 幹 線 に 乗 る 予 定 が あ る 。 ま た ま た こ の 公 害 を 噛 み し め 、 人 間 工 学 に 対 す る 不 討 に お も い を め ぐ ら

す で あ ろ う 。 ( 8 )  

後 記 : 千 葉 大の知人に日小 、た とこ ろ 、 新 幹 線の y ー トの 決定は研究ぷーの 必ー』止を入れなか っ た結決だ とい う、 そ れ を い じた

い 。 な わ ー 残念なこ とに 」等 Ｇ ＱＱ のシートには公 Ｚ ［ ｉ ｾ は でて いな い 。

最 近 の 工 事 機 械

最 近 の 工 事 機 械 、 と く に 似 重 機 械 ( ク レ ー ン 、 リ フ ト 、 ウ イ ン チ な ど ) は 非 常 に 操 作 がri11使 で 効 率 の よ

い も の が あ ら わ れ て き て 、 作ti ii J 2 なレバ ー あ る い は flP ボ タ ン の 操千乍で、日lt で も 運 転 す る こ と が で き る も の

に な っ て き た 。 操 作 に 熟 練 を 必 要 と し な く な っ て き た こ と は 、 J支 能 者 が不 足 を 補 う こ と が で き て 大 変 好

都 合 な こ と だ と 考 え ら れ る が 、 そ の 反 l伺 、 設 で も 勝 手 に 操 作 で き る と い う 危 険性 の 多 い も の に な っ て き

て い る 。 さ ら に ま た 、 運 転 が 似利 で 単純 に な る こ と は 、 操 作 中 の 注 意 が散 汲 に な る 危 険 も 多 く な っ て き

て い る よ う に も 考 え ら れ る 。

電 車 に A T S 装 世 が つ け ら れ る よ う に な っ て 、 運 転 の 安 全 性 が 高 ま っ た わ け で あ る が 、 逆 に 運 転 手 に 安

易 ! 惑 が う ま れ て き て い る こ と が 心 配 さ れ て い る こ と と 同 じ よ う な 問 題 で あ る 。

司 王 機 械 の 運 転 の 安 全 を は か る た め に は 、 操 作 を 簡 便 に す る こ と だ け で は な く 、 そ れ に よ っ て 起 り う る

危 険 を お ぎ な う た め に 、 操 作 上 の n:J ill い を 少 な く す る 安 全 装 置t を 十 分 に 装 備 す る こ と を 考 え な け れ ば な

ら な い 。 ( C )

タ イ ル の 撰 定

タイノレの使用決定に際し、協重を要する ι ｊ Ｇ［ Ｎ は、色合、寸法、 ， ｟ ｾ，Ｇ， ｊｉＱ の 三 点であ り 色 合 に つ い て は 技 術 の

進 歩 に よ り 、 内 外 装 に 対 し ほ と ん ど の 色 合 の 焼 成 は 可 能 で あ る 。 し か し 一 部 、 色紫 、 館 料 苦 手 が 焼 成 中 に

変 化 し n'. 色困燥なる色合も有り、f 1 { ; ¥ましていただきたし V 寸 法 の 点 、 外 装 は 、 小 口平、 二 丁 併 、 お よ び

俄 総 モ ザ イ y ク タ イ ル に て 全 体 の 90% 以 上 を 占 め 、 内 装 を 併 せ す べ て 標 準 規 格 で あ る 。

特 に 外 装 の 呉 羽 に つ い て は ( 出 入 口 、 窓 廻 り 、 庇 等 ) 、 焼 成 可 能の 寸 法 範 囲 を 各 メ ー カ ー に て 規 制 し て い る

の で 、 規制 寸 法 以 上 の も の は 結 染 と し て 、 反 り 歪 等 を 生 じ 、 使 用 不 可 能 と な る 。 ま た 外 装 用 は 裂 前 に 鴻

ま た は 足 の 有 る も の を 使 用 し 、 川 't'l に 対 し て は l吸 水 率 を 規 準 と し て 、 磁 総 賀 、ナイト株賀、 陶 器 質 に 分 類 し て

いる 。 外装は気候、気 ｩ｝ ｬｉ ｾ 等の ［ ｪ ｬ ｾ ｾｾｴ により凍害の事故が生じるので、 ＺｲＮｾ 甘品質のものを第 ー とし、床用は ｊ 料

耗 J支 を 考 l昔 、 し て 磁 株 、 先 行 総 が 適 正 で あ る 。 内 装 は 主 と し て 室 内 に 限 ら れ て い る の で 、 陶 総 伎 を 使 用 す る

も 殆 ん ど 問 題 は な い 。

J  1  S 規 格 に よ り タ イ ノ レ 全 般 に 渉 り 、 寸 法 、 型 :1犬、 j写 l床 等 に 対 す る 公 差 お よ び 仕 上 り 会 而 に も そ れ ぞ れ

の 基 準 が 規 定 さ れ て い る 。 ( D )  
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大 阪 市 見 本 市 恒 久 展 示 場

3 号 館

所 在 地 大 阪市 港 区 田 中 3 T 自 1

4高 進 基 礎 鉄 筋 コ ンクリート . ピア ー 基礎 打 股

主体 鉄 骨 ・鉄 筋 コ ン ク リ ー ト

屋4艮 軽 量 コ ンク 1) ート 版 引 阜 、 一 部 コ ノ ク

リート、アスフ アル ト 防 水

天 井 高 1 ・3 階 5 m 2 階 3 m

敷 地 面 柵 6. 346 .000 肘 1. 919 .670 押

保 面 柵 16 . 926. 95 0 m' 5. 120 . 382 坪

地 階 2. 967 .226m' 897 .584 坪

1 階 4.295. 646 m'  1.299 .433 坪

中 2 陥 518 . 738m' 156 .918 坪

2 階 4. 466. 757 m' 1. 35 1. 1941干

3 階 4. 466. 757 m'  1. 35 1. 194坪

塔 屋 21 1. 826m'  64 . 077 坪

展 示 小 間 数 3  m 2. 5  m と し て 針667 小 間

l 階 ー198 小問、2階 234 '1、問、3階 235 小 間

電 気 変 圧 器 容 量。9.000 K  V A、 契 約 電 力 150KW

室 内 平 均 照 度 400 ル ク ス

給 水 展 示 実 演 用 給 水 栓 1階 展 示 室 の 要所 に5 0 mm

20 カ所

消 火 消 火 栓 20 力所、 3 階 に ス プ リンクラ一、吾

階 に 火 災 報 知 器

放 送 増 幅 器 2 0 0 W、 全 館 に 拡 声 器

3 階 集 会 周 と し て3 0 W卓 よ 滑 幅 器 と 特 別 な 拡

声 機

電 信 ヲ ロス パ 交換 機 ・設 問 転 送 装 置、電 話 機 30

台l 予備 100 台局線33回線 ・内線200回線を処

l ! て' きる

昇 降 機 ヱスカレータ 2 基 毎 時8. 000人を遭ぷ

エレ ベーター 客用 15名 2 台、貨物用 {積

魁 2 .5 トン 2 台

空 気 鯛 和 強 制 換 気 設1摘 ・ 冷 暖 房 設 備

建 Ilt 起 工 昭 和42 .2 完工 昭 和43 .8 供 用 開

始 昭 和43 .9

今回の恒久展示場 3 号館は、国際見本市開催時に現在の 1

• 2 号館以外は 、問題無 しとしない仮設展示館に多〈頼 って

きた状態を改善 し、同時に業界の各展示企画にいつでも利用

してもらい 、大阪の商工業活動を媛助する目的をも って、大

阪市当局においτ 計画せられたものである 。

従 って 1 階は大型産業機器の展示試運転 を主自約とし、 2 ・

3 隠は中 型以下の機器、軽商品展示を狙い 、 H 皆{ 立柱を;威 ら

して集会用途 にも用いうるように計画され、展示用電力給排

水は勿給、全館に完全な空調設備を備えており、在来 1 ・2

号館に較べて も飛躍的に充実し、我国でも例の少ない 、大規

模で設備内容の高い専用展示場が実現されたものである 。な

お地階には 全見本市会場へ供給する 電力の特高受変電設備が

収容されている 。

平面 l立、展示空間の均一性と有効利用の為に、これを登形

平菌として大小 2 ブロ ックに分割 し、その周囲と中間部分に、

階段・ エレ ベーター・各階空調機室・ 電気室を配置 し、中央

部にはエスカレーターも設備されている 。階段は避難所要時

聞を算出し、法規の施設義務以上に設置されている 。立函は、

カ ー テ ン ウ オ ー ル ・青 色 磁 器 タ イ ル ・ 吹 付 ボ ン タ イ ル な ど を

用い、型態 も自由に扱 って、親 しまれる展示場として晴れや

かでゆったりとした印象の建築でありたいと願 ったものであ

る。
鈴 木 洋 也 車 畑 建 築 事 務 所 設 計 部 畢 l





青 年 技 術 者選 衡 委 員 会

第 15回 青 年 技 術 者 特 集 者二

1  第 14 固 ま で の 「青 年 建 築 家 特 集 で は す

い せ ん 制 に よ って 優 秀 な 青年 建 築 家 を 掲 載 し

て 会 た が 、 今 回 よ り す い せ ん 制 の ほ か に 選 衡

委 員 会 を 設 け て 、 選 衡 によ って そ の 掲 載可 否

を決 め る と い う 方 式 に か わ っ た。 し か も 従 前

の 設 計 者 中 心 の 傾 向 ( 構 造 、 計 画 関 係 者 も 若

干 あ った が) を 修 正 し 、 建築 の あ ら ゆ る 職 種

に 広 〈門戸 を 開 くことに な っ た 。 と く に 施 工

者 、 設 備 関 係 者 に も 登 場 願 い た い と い う 気 持

から 、 名 称 も 青 年 技術 者 特 集」 と 改 称 した。

2 . 応 募 者 は25名 、 そ の 職 種 は 設 計 部 門 13名 、

構 造 部 門 4 名 、施 工 部 門 4 名、設備部門 2 名、

計 画 部 門 2 名 で、去る 9 月 13 日にその選 衡 委

員 会 を 開 催 し た 。 選 衡 に 当 つては選 衡 委 員 の

専門に応じて、 5 つ の 部 門 ご と に そ れ ぞ れ 選

衡 し ( 計 画 部 門 に つ い て は 後 日選 衡 ) 、 最 後

に選 衡 委 員 会 て 総 括 討 論 して 掲 載 可 否 を 決 め

た。 その結果、男IJ 記 の と お り 設 計 部 門 よ り 6

名 、 構 造 部 門 よ り 1 名 、 施 工 部 門 よ り 4 名、

設 備 部 門 よ り 2 名 、 計 画 部門より 2 名 、 計 15

名 が 選 ば れ る こ と に な っ た 。

3 . 各部門ごとの選衡委員の感想、を附記して

おく 。

i 設 計 部 門 何 れ も優 劣の つ け が た い 有望 な

人 材 の 優 れ た 作 品 で あ った が 、青年ら しい 希

望 に 溢れ た 抱 負 に 裏 つ け ら れ た 作 品 の 表 現、

若 与 し い 努 力 、 そ れ ぞ れ の 立場ての力強く 地

道 な 業 績 の 過 程 に 重 点 を置 い て 選 ん だ。 全 員

を と り あ げ た い 気 持 で あ っ た が 、 あ え て 捨 て

が た き を 忍 ん で 、 発 表 の ニ と き 結 果 に さ せ て

もら った。

ii Wi 造 部 門 採 用 し た 人 は 群 を ぬ い て お り 、

とくに P C 技 術 に つ い て 独 創 的で あ る 点 は 全

くすばら しL 、。 ほ か にも{憂秀な ものが あ っ た

が 、 施 工上 の維 点 も あ る の で、 実 施 例カ、でき

て か ら 来 年 に で も 出 して い た だ く よ う 希望 す

る。

" ' 施工 部 門 . 全 員 と も 非 常 に 優 秀 で あ り、 期

せ ず し て 、 そ れ ぞ れ違 っ たタイ プ の 施 工 技 術

の 開 発 に 実 績 を も った 人 ば か り で あ った。 す

な わ ち 地 下 工事 に お け る 纏 体 構築 法 と 土 留 工

法 の 改 良 や 地 下 連 続 壁 工 法 の 研 究 、 ま た コ ン

ク リ ー 卜 シ ェ ル の型 枠 計 画 や コン ク リ ー 卜打

設 j去の 疑 問題 の 解決 、 あ る い は 工 事 計 画 と 仮

設 工 事 費 経 質 見 績を 保 合 し た シ ス テ ム の電 算

化 と 、 そ の 実 用 面 で の 活 用 、 さ ら に は 現 場 の

施 工 技 術 の 向 上 に 優 秀 な 実 績 を あ げ て い る も

の で あ る 。

iV 設 備 部 門 ー空調衛 生 関 係 と 電 気 関 係 が 1 名

つ つ で あ っ た が 、 ど ち ら も そ の 道 で は 優 秀 て

あり 、 ラ ジ オ ・ア イ ソ ト ー プ 設 備 計 画 や電 気

設 備 設 計 な ど に 立 派 な 業 績 を あ げ て い る 。

V 計 画 部 門 計 画 に は 技 術 的 に 計 画 す る 努 力

が 半 分 と そ れ を 実 現 へ も っ て い く 努 力 が 半 分

ある 。 二 の 両 方 を か ね な い と 立 派 な 計 画 と し

て み の ら な L 、。 団 地 設 計 の 方 は こ の 両 方 の 努

力 を 買 った も の。 も う ひ と つ の 案 は 、 実現 へ

の プ ロセ ス は な い し 、生 活 す る た め の 施設 や

ゆ と り が あ る の か な い の か 判 然 と しな い 難 点

は あ る に し て も 、 既 成 の 観 念 に と ら わ れ な い

で 計 画 す る 若 い 人 の 情 熱 を 買 っ た ものである 。

立足選 衡 委 員 長
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次号は新都市計画法の問題点特集の干定てす
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す る む の が行 え ら れ る 船 舶 ペJ 航っそ機 1;' riij れ で あリ刈 Ｓ 刻、おＺ ｾ Ｑ Ｑ Ｑ 司、 住 ｾＡＡＡ五 れ であろ う ある 刊 の 'll ' t の 1) 1，
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Ｑ 杉 の 制 ｬｻｾ せは奴限といえる 流判長 J )' γーの よ ヲな 形 態 (1')IJI .ol屯が少い ，11*に Jづいては . ｾＯￎ Ｚ ｮ ｩ 寸 一 る ｉ ｦＳ を 羽 車 Ｑ Ｇ Ｏ さ
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は よ こ よ リ く る の であるが、 !l.' に 、位 決 は 人 I:¥Jの li: Jf本 とf，'，NI の 絶 え う る J; t 抗 で あ る が 故 に ( "止に 〉そ の

夫 に 付 して ，U r: ｾ ＡＧｴ わなけ ｩ ｬｩ まならない

わ がIEIて は し: i' L  :i'忘:i l :， i L ているようにはえるが ｾ ｉｲ＠ Ic に 自11 :，れた ，也 柴! 止、そ れ カ い か に 巡 I): ' (I'J で あ
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中-3t を' 午 川 に 'j える ι の て: 土〈いた ろう カ
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W-; な f1'rrc' ，を恨 み，'1¥している . 人 社
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は そ の f主的 ft O.¥"r'. に む 反 i映 して、 1

1

'1

1吋(1
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経るに ｉ［￉ っ て 、 Ｑｉ 年代 の弘、 Ｂ ｉ Ｇ ｾ のテンポにイ ト わなくな リ、 ｦ 幾古 ｅ が笈刻し

て く る し か し そ れ は 年 の I )J と 凪，1"(¥と い う L の で ま す ま す 美 し さ を

li'I し 、 ま た 別 の む l司、 で ' : &: される 。 そ う し て ‘ 11><:1圭に 夫 !J，
f を 全 うして、

人 々 に 惜 し ま 札 な が ら 日E械 と 化 寸 る の で あ る 。 そ の 'cF. if[ は ffl :大 で あ

れ ば あ るれ 永 い の で あ る 。 収、 は こ の よ う 主 :ill 築 を 有II り た い と 思 う，
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立 ｳ 克 ｉｾｪ ，可院， ＺＱ｜ - JUj J: 'j与

すいせんの こと (;t 光 安義 光

'長 i H<¥l i ，( ) とつの ，:1..1 にとリ〈 λ で . 仁 つ

〈リモ、〈りかえ l J -J  J て 1 t  d内ご t ・〈タイ

プ何人て、閉 ｬ ｩＧ ｬｴ のニ ｬ ｬｊ 、｜ 前 ｊｾ ｴｉ Ｉｉ ｾ Ｇ Ｚｪ 、、テ Ｎｹ

イ ン て うｾ｜ ＱＱＱＱ と ｊ 且 ｉｾ 円ｻￎＢ ｪｬｬｾｴｴ ｾヲＮＮ < 品生 fャさ

せ 味わ い内ある 住 接 . . つ〈り: 1 1 そうル. A み

ている ｬ￬ｪ ￪Ｈｾ のもてる 人 てある

お も う こ と : 公 共立1¥物 の ぷ .11-• Ｑ， ｾＺ ［Ｇ ＮＮ ｊＭｬ ｉ ｾ によ っ て ｪ 也 ｽｊ

行 政的 端 を jll う む の と し て 巧 え る こ と は . ニ I L り

地，i止の，ill 築 を 泊 して 、よリ収か主し の . よリヒ ュ ー マ

ノ な し の の 11 会 へ の i宝 Fじであります

公 Ａ Ｇ ａ ｬｬ 物に ｊμ 、て ｢Ｍ 例入が処ｊＧｪＡ し 外る ｉＺ［ｾ ';がを. I l i え

た大f J ! . 似てー多 僚 主 機 能 を B且J ポ さ れ る L のが， ｪｦｲｾ ，ま

す ま す 多 く な り、 わ れ わ れ の職 場 で L *-ll l哉の エ ネ ル

ギー の 紡 取 に よ ')， J hl hj カり呈f f され てお リます 。 似

雑 多 岐 なul ' [llii を プ ロ デ ユー ス で き る 能 力 的 説 的 に 努

め る と と し に . 11 に々j i ! i J_); ，する 伐 術 的 i l'f1ヒ- '1 々 A

える Iて，[も:，: : . これら 殺 1・'j する 'I Iーの攻 勢 に 対 して. 伐

と兵 士': 1 リ ぬ き た い ι 円と，I J . I. って 幻 リ ま す
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設計要旨Ｚ 大ｼ以川 ｉ［ｾｾＢｾ 必では』且ＨＨ， Ｚｉｏｏｏ ｭ の ｾｬｲ ｩＧｬ ＱＧｊ 凶器、エフロンエリヤのもＧ， ＢＱ ，［［、件付唱えっそ保安施設及

び 1EI ト乍川 l人'Jl ' t 物タ ミナ ルの 新..2可4Jj:';!( ｾ Ｚ ， ｾｦｾｩｊ＠ Ｑｉ Ａ ＧＡｬ ｨｪ がＺｾＮ ピァ チで ｉ ￆ ｉＺｦＱ さ ｈ ているが、この新旅句 作 Ｗ ー ミ

ナル ビ ル｛よ ｬＮ ｩ ｐｾｩￜＧ の ｈｾｾ 企 ＱＺＱ の ＧＱＢ ＨＮ、とろるら の て Ｇ ｊ，る

"Ii 'lri 能 )J と L ' 7  IJ  1  ｅ ｉ ｉ［ｾｾ 線 ＶＵ }j 人 fド. 11'11λl 斜l 600) j 人 / '1 を 抗 l 段| 滑の 11 僚におさ、 月初 lよワンハ -

7  レベ ル "，" ｊｾ＠ (  1  1: 昨でl l':" I・2  ＱＺ 符で ｮｴ 来 Ｉ を ＱＺ＼［ 川 しているが 、 ｬ￬ Ｇ ＮＺｪ とは ｬｩ￭￮ｬｻｉￎｪｕｾ ＱＧｴ を Ｒ 1Mに 1 る こ と に

よリツ ← レベ ル "，') ｊＧ｜ に修行寸る ｦＭ ｾじである Ｎ 'I' I( ，i l-，Y1成 は刷機{ 立 lJ1 との|見Ij 'li か 勺 ゲ ー トラウノジを川

つ フ イ ンカ IVJ;¥と し ＧＱＧ 央 に ｾｩｌ Ｇｊ［ＭＺ 竹 ｩｬｩｬｬ 機能 を合も ， ＧＺＺｪｉｍ 7 ロソアを ;i
f

.: き 、 その 1，I，iI 1ll 1ｉ ｾ＠ Il ill 燃料1 ・l' 、11人1*車

内旅 存 ｉｲｾｊｊＮＮ ブロ Ｂ ? をう〉出11 した 引 として おり、 fキ々 y ヨ ノビ/ グ七ノ タ・ ホテ Jレて"J'，Y/ I&t.  i  l 1C ＱｬｾｩｊＧ Ｑ ［Ｇ Ｈｦ｜＠

て' j' ! l * 持されている 。 !'，c;J 、 '1' 火 ブロ ソ7 はI也|析に J j  ｾ＠ 、 て ｾＧ ｉＧ ｩｬｩｉ ｊ￭却 さ れる ｦ 制止刊ｩｉ の Ｐ Ｑ ， ＰＱＮ 合 ｈｊ［｛ ｽｪＨｴｩ， ｩ 立と ｊ 巳 に川沿

タ ミナル 的 ＧＱＧ 判刈 幾 ￭ ｪ ￋｾ ｾと たすことに主ろう
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-1. '1 J I  11 II{HII12' 1" 2  1I 611 

M: 終 ' γ11，" II{{ 干11:1" '1" :1 J  1  大 阪 大

Ｗ ・ Ｑ Ｎ ＮＮｴｬ ｾｬ Ｉ ｨｙ ，泌 ｉ ｾＧｻ 件

Ｈ 処ｾ Ｉ 半

X  11止 1町{有1: 切 '1" .ムn- .ill 築，没 ，l!

IQj j "Ir 八 j 'PJL I，に 寸ーる .

大阪 ｉＧ ， ｉｬ［ｾ情沿， Ｑ 止 ， ＱＱ 主 ｬ と Ｎ

f1;，' ，I' ，目白 '1，1. 大阪 I('f ，，j足l( 会 館 大 阪

J、' TMJ ; 研 究 所 ーi:1 1  

，正 l理事1込 川 I(.f ‘ 1・研究，i，斤

IU.J ! Rム珂 1'.1 本 IJ 品

.t- ;.. ). "  ul.: l盈! H ｲｊｾｪ＠

.  ｾＺ ， ｉ ，Ｎ ょ ｭｦｲｻｲ Ｎ ｬｾ ・ＮＮＡｩ Ｇ， Ｇ ｩ

人 ｐ､ｬｬ ｾ ，，［Ａ宇品タ ζ 十

すいせんのニと I;! 佐 野 正 一

ｉ 庄 の ＱＱ Ｂ Ｑ け ｨ 、 リを ｉ ｾ :  ｾ・るとＮ姐築

するニと 的 十I ｾｴ＠ ＨｉｾＩ＠ ' ;  .0 従. ｾ Ｇ ｬｦｲ Ｇ＠ t  

い っ たむ の を人 的 強 < Ａｾｾ ι てい

るよとカ人 3 カ・カ 'J ヲIL る Ｑ ＡＧ ｾ＠ ，-n  IJ 

つ ｾ ｲ ，｜ 神，主 ，，ＨＱ ＧＧＧｪ Ｎｲ ｬ と鋭い判 ｬ 附 ｲＩｊ で 険

，J.t に 検 .:-tを ，r(ね るが、 無駄 が少〈

ｾＩＮと附 ｪ カ叶よペ，、、 Ｎ よ的 ト Ｎ ｾ r，‘ i庄内山 1M

11 "，と F 腕が、 且u，代々 の ，，!i llrj し

ている 大阪[ I i [ 際 情沿タ ミナル ヒ

ルグ) ，; 生，，[ 市 J< として ，自民さと ( ｾｈ ｉ Ｇ＠

されてお 1) . "'1" に 1' ;¥‘ liJr 1i j土問純

と4 っ て L 、る人て h る

青 年 技術 者 と し て の こ と ぱ ・近年 内技術と続済同庁L ¥、 1tJ J( l i

fL.j 主的 11 会 '1ワ吊に ι 大 きく; 拶持 し て い ま す が 、 交 i凶[::] 足li つ を と リ

ト ーげて ι 輸込 ｔ Ｇ ｛ 止の［，ｾ ，激 な変化とＧ ，Ｏ，Ｉ ［ 皮 肉 ＱＱＱ 大は数多 くの 解決 の Ｍｲ ｲ 劫

でない 川ｾ を ＱＩｾ 起しています 。 明治タ ー ミナル は郎 ｲｬｩ ｊ［Ｈ ｪ 泊施 設の

fyリに 泌 さ' ませんが‘ その 'i!:ボ さ れ る 機能 と条 ('[".1よ日正 JJJ<: の 概 念 で は 処

ｦＧ ｉｕＡ ｰ ｦ とな い様 々な Ａｮｬ Ｚｗｾ 合ん でい るよッ で 寸 。 タ ー ミナ Jレ地" 止 め 本

ＧｬＧｬ が間数のれ の ＩＧｾな った 輸送千げ のジヤノクンヨン的 機能にある と

するなら! j : " ， Ａｩｬｬｾ 島 ・ ぷ制 ｪｪ Ｎ Ｑ Ｇ ｎｗ を合的た機能 Ｑｍ での ｪ Ｈｬボと共に旅 存

に と っ て . (..J"[[(I'J <>'. 位 味 で ι 'i' 桃 山 と な る 供 川 号 制 リ IHすことが，ill >:i'i

' 糸町 i:l:' ，lf I J てはろいかと巧えています
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他 築 地 大阪市東区北 久太郎町内丁 11

e設 計 施 工 株 式 会 社 竹 中 工務! 日;

JJl f拠 地下 41帯 地 上 13j; W 

n，);{ 4 附

川 辺 地下 4 附地上 4 附迄

鉄1' 1鉄筋 コノク リー ト泣

地 l二5 附 府 民 4 1，世迄 鉄刊 i主

[(，j  h'， 挫築 [(jj h'， 4  ，928 .  32m'  

延 [師I11 87 ，629 .5告が

_[  JUI ，'1:C  1I {J，f廿42>1三3 F1

主査℃子定 昭 和44年 3 月

伊 藤 忠 ビ ル 外装 キ ャ ス ト ア ル ミ ニ ュ ー ム

カ ー テ ン ウ オ ー ル 詳 細 図

キャス トアルミニウム電解発色

目地ポリサルファイド 系γ - ) レ材充頃

「

|

|

川

詳 細 設 計 要 旨

2  iF に近 い 年 月 と、 意 欲 的 な技 術開 発 に

よ り、 今迄にな い Ｇｩ ｬｬｦ｛ｪｾ 発色 によるキャス

トア J レミニュームの 外 殺 の カ ーテ ンウォ

- ) レが、 当ピノレで初 め て 実現 す る こ と に

な っ た。

当ピノレのカーテンウオールの設計にさ吉川、

l 外 I:，rの 附 1iJ(; は 全 て ユ ニ ァ ト化す る。

2 あ ら ゆ る 外 的 な条 件 に充 分 耐 え科 る こ

とを、 目 的 とし、 [1有者 に お い て は 、川I 子

円 以 込 、 耐火 材料 の i取付 け を カ ー テンウ

才 一 J レの必1込 み I狩に組 み 込 み 、 さらに、

遮 光 の ロ ー ル ブ ラ イ ン ド も 、カ ー テ ン ウ

ォ- ) レの 限 句れ たス ペ ー スに 内 殺 され て

いる 。 なお 、 このロ ー J レプラ イ ンドは 、

引 ピノレの iii t討 に 当 り! 日l発 さ れ た 二 i1IU容 操

{乍的 ハ ノ ド ル式 である 。

次いで 外的 な 条件 は 、Ｇ［ｾｬｊ止 、 水 ｬｦｩ 性、耐

久 性 、 に加 えて i虚背 、断熱、| 坊露、 IIIH火、

のl問題 を設計一途 上 で充 分 に 検 討 をill ね、

現 尖よ り も苛 阿古 な 粂ＧｦＧ Ｑ Ｇ のもとで ｉￍｉｈｾｾ ｾ ｾ ｩｊＡＡ 、

冊1'10( ，¥11: 強度、 1止ぴ水 密 性的 試験 を笑施 し

て 、設 計 の夜 十l け に す る と共に 、 さらに 、

ｲｾＺｪ ｊ Ｎ主 な伎 術 によ る 本 絡的な ノマネ ｊ レ万式的

カー テンウ方 - ) レの百主計 とし た。

ニ の 設 ;Hの 主 旨 は 内 部内仕 」 にも '11継 が

れ、 村 皮 肉 向 い 工場 生 渡 部品 を現 場 に て

対 ｊｾｪｬｦＺｪ で 単純 な 作業 で 施工 することを 目

的 と し て い る 。 W[j え l;f、 W!内? においては、

l人l 袋と 大 i出向 ブ ー ス を ホ ー ロー焼 付 鋼 板

を1古川、 パ ネ ル化、 及 び ユ ニ γ トfヒを計

り、 又 欽'ii  iiE町 村 に お い て は 、 耐 火 被 泌

を」在ねた 悦 f止p ，C I阪 を似! ff1 し、 こ れ に

よ リ税場 倹 の 友 '11 コ二' Jl を減 らし 、 さらに 、

その P ，C I阪のジョイント 、 その1tl!. の あ

らゆる 材 料の ジ ョ イ ン ト に は ビ ニ J レの

口I也材 を使用 す る こ と で現 場 作業を 単 純

な も の と し た。

以 lーは JJ l ，場作業ーの工数 の 減 少 、f町議化、

r:JUJ 町 制彬i に つ な が る |問題 で 、 こ れ か ら

の 設 計 の 一 つ の 巧 え) J である 。

川 1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111
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竹 延 邦 義

'主 "1三J I 日 II{{ 制11011三9 JJ 21  H  

J[ 企科学際 昭 和 29年 3 Ji 大阪市

立r.l 11::，工業高等宇校挫

築科 半』位。

11円相29年 4 月 株式会

社 竹 rt1

工 務Jh 入干i 攻

イ「に宅る .

作品略服 ｬ 則西 ｾｴｴ 力本社 ピ ｊ レ 大

阪位問 ビル 吹 111 市 I-j

合 ｾｊｉ 円ＷＧＯＺＯヨＯ

点 阪 Ｎ ｾ Ｇ Ｎピル 許可 ，1己念

ｪｲ ｱ ｾￆ＠ 11' .車，" ピル

すいせんのニ とぱ 山中 孔

a)t，II' 1m制作部1"1 にJ叶析 し ' 市に ml

発 Ｈｉｾｊ ， ￴ｊ 止に燃 え 新 しい 斬新 Ｈ｛Ｇｊ 主 ， Ｑ 立

討を行な ってき た. 当人は，i l ! . 設業

向 公 Jt 1' 1 を深 〈必ぷする とJt に後

111 に残 してむ恥じ主 いm築物をぜ

設するこ とに '1;. rp斐を! 岱 じて いる .

青 年技術者としてのことば Ｎ 処ｾ の 大 ｊ ｾｉ ｾ 化 ｬ，Ｇ Ｚｪ ｊ 付 化によ リ現場作

業 の簡 潔 化 、 工j則的対 紛 がよ りー IMI 問題 とな る。 今 後 、 建 築 の t，YilJ)(

ｍ も 桁皮 肉 Ｒ Ｓ ぃ工 場 ｾ ｅＮ ｪｬ ｬ￮ 品 を ｾ ［ ｊ＼ さ れる ζ とになろう 。い わ印る 姐 Ｑ

築 材 料的背11品 化 て' ある 。 従 っ て 工場 生 産 から 現 場 取 付 i与のー 1・I した

技 術的 な巧 え か た が必 裂 に な っ て 〈 ふ 現 場 作 業 の工 数の 絞 数 化 を

でき る 限 リ 避 け、 l jt 純 化 を 計 り 熟 練 を必 裂 とし ない校判。i。 この よう

な巧 え か たがこ れ か ら の往 築 技術 的 中 駒hとな る で あ ろう。 しか しそ

の 反T師、 工 場 生 I'li; 必.f'，lに お いて 、そ の 工品i が+主主性化 し生 産 性ド'1 卜J 二

反 する よ う な こ と は . 当然 避 け な け れ ば な らない。

過 去 の 阿 定 慨 念 的 な技 術 に とら われる こと な く、 き び し い環 境内 ι

とに 、 つ ね に ｲＨｾｊ 変 な技 術 を 微 ｊｬＧ ｬＺＨｉ Ｈ ｊ に 迫求する態度が必嬰 で Ｎ新 しく

開 発 した 技 術 の i問題 ，'{ を 一 つ一 つ解 決 し て い く と き に 伐 術者 として

大 き な 作 u' を感 じ るの で あ る。
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現イi 、 わ が 1"1 で し P C が ， 也 築 物 に よ < ) IJ  c ‘ りi L てわ

リ ま す が 、 i二 と し て 床 材 、 淡 付 と し て 大 ス ハ ノ 似ii t 物

に Jl J c、 ら れ て い ま す 。 し か し P C は 売 れ た 仰h立付事↓ で

あ リ ま す か り 、 ら っ と 応 ) fl 範 附 が μ: < 、 た と え ば lJ;( {  

がの干 ｆ 伴、ガスや 液体 内 存協 としてのタン ＱＮ 機械 ｊ ，ｾ

目立 ( ［ タ ー ビンｾ 台、転炉人 ｌ 健、 ｦ 股 Ｎ￬ｩｬ ｦ￬ ｊ ， ｾ関守ー Ｉ 弘 ｊ にテ

レピ ｴ 丹 、例ｾ ｾ＠ ｾＮｬｦ にら プじう ｽＩｬｬ ｣ 、 る こ と が で 与 ま す

ニ こ に 初 介 し ま す の は わ が1"1の よ う な J 也ぷ 1"1で は 特

ｉｾ＠ ，r( 咲 主 I/:J tmで あ リ ま す 巾.ti'¥占 附 治 へ の 応 11II刈 て"J ) 1) ま

十
J 也 ぷ 1ＢＱ の往築物には而 Ｍｴ ［Ｉｩｾ ぷを・ ｩｈｉｬ にま ｉ ｬ ｨ 込んで

Jt!! b' . . i によるエトルギ ー を l吸 収 す る 必 'ft が あ リ ま す。 よ

〈ご; f r . 知的自川{ ＱＺ，すやｬￎￕＮｴ ｢ｾ プレ ー スが ｉｾ ｋＨ｛Ｇｊ 主 む の で す。

村 ｩ 造材料 のうち鋼 材 は 切ＱＧ Ｑ はイ「リま すが、［， ｾ￺ Ｇｾ ｉ Ｚ ，が

少 な く 、 鉄 筋 コ ノ ク リ ー ト は 拘[11' 1が人ーさ< )1'." <、 1説的

て 泌!f'b減 点 的 で あ り ま す ニ ! l ら の '，¥て' P C は そ ! l ぞ

i L< 1'lii J( I'J t' U' ( を 干 与 っ て お リ ま す 従 っ て P C は 究 れ た

ｬￍｉ， ｴ｢ｾ ｴｎｮｩｬ 材料 と ｴＡ｛ せます Ｎ

"I iJ. :i; 1由t;. 官I: ，t を P C て"，{主 ，:1' LJ I{{ .f'1I 4  1: ド2 JJ 1ニNz 仁し

正した自主 小 ｬｬｩｮＧｾ 守で、 わ が1"1 て寸Il 初 の p C  ｬￍｄＮｊＧ ｢ｬｾ＠ 1: ，' ，と ム

舷 阜市 斤 舎

( p  c ) 耐 震 壁

わ H て お リ ま す。 P C而tb!.f ｉＺ ， ｾを ｊ 正 ｊｬ ｊ した ｊｬｬｬｬ 1  1i .J. 、 他 物

的 '1' 央にJ F : )j IF. 状 の コ ア ー を イ了 す る '; 1恥Eな・lえ I([i で あ っ

た 1，で す . ｐ ｃ 巾Ｍｴ ｢ ｲ ｾ ｉＺ ， ｾにした為 Ｂ ｮ 亨は従米 の ｒ ｃ ｬ ｦｵＮｴ ｩｽ ｾ＠

引 に l t f . 土して大 f-t>: 、1とう〉れu主 に m く な リ 、 む お か つ 1:;9:，に

は池山 ｉｉ ， ｾ に ｌυ ぴ ［ ｛ ｭ れの発生の心配はありません 。

ｾ ｉ Ｂ ｩ 日に大きｾ Ｎ ＡｬＡｬ ｢ ｾ に ｼ摂 しては、ひひ・Ｇ， Ｇ ｦｬｊｩｌ :il: '1 に よ る

Ｎ｜Ｎｊｬ物 ＱｾＱ｛ｉ ＱＧ ｉ Ｇ 的 変化によ って ｊ 也災 エネルギ ー 何 人 Ｉ ｊ ｾ 小 さ

〈 す る 憾な，1止，i l- L 可 能 で す。 すなわち 可 変 ＱｾＱ ｛ｉ ＱＧ ｈ幾 附 に

よる ｉ 也 ｢ｾｌ 芯宇干 の 改押し巧え られます 。 この岐 阜ｲＡ ｩｬ［ 合

的 場 介 に は '1' ｾと のコア ー は 現場Ｍｉ ｔ ｐ ｃ で‘ 同 ｉＱ 刊 の・ Ｑ Ｇ［ 必

本 ｽ ｩｬｾ Ｗｴ は欽Ｇ ，Ｇ， Ｇ ｪ 立であリます 。 吋 然 ＧｩＧ 火 コア 一 的地 ｬ が

先 に な 'J ま す が ‘ 先 行 し た コ ア ー がJ ; ' i J JIt! の f1<- i'i の .til )j 

の 1告の .til ，世 機 械 的 役 11 i; ｾｾ します 。 この 手 ｉｊ 山 は他物が

!日'j < な る 科 大 き < ｾＧ リます 。 ＩＨ ' i ' 火 コ ア ー の コ ノ ' 7
1

)

ー ト打には大 ｬｾｲ Ｎ Ａ ，ｾ付 ｊｉｾ めはｊｬ ｊ によ っ て 地 ＱＧ Ｎの Ｚｾ ｉ Ｎ［ 主 Ｑ ヒカＧ ， ＱＱ

れ ま す。 今 後 、 コ ン タ リ ト 系 の趨 仙 l付 ピ J レが. 住と

し て 終消 (I'Jl iII Jlfti か ら 強 〈袋，1..'1 さ れ る 公 正lf に あ リ ま す が、

この ｐｃ 画 ｴｕＴｭ はその憾な趨 ｲＺ ＧＺ ｪｊ 付 ピルの ￮ｦＨＧｾ な曲川 Ｔ 吹 ａ

ぷ と な リ l!T る む の で す。 lJ! に‘ 7 レ カ ス ト P C面九当 t:.t

プ レ ス ト レ ス ト 場 入

へ と ｈｈＺｲＨｉＧｊ ｾ 何 ｴＢｊ を進めてお ります 。 ｐｃ に允分ｻ古 川 で

さる ｲ ＺＧＺ ｪｬ［ｾ ＡＱ支の人 ｬ 椛 ｬ ， ｦ コン Ｗ リートの ｕｾｦｊｌ もあり、 Ｎ ｴｩｬ

f止 の 色 々 {..'l fIfに P C が 花 を l咲 か せ る こ と で し ょ う .

p  c  liu.n .. ｲ ｾ＠ 1: ，' 以外 に d み た む の に P C 介 成 u!: と イ 本 パ

P C ラ ← 〆 ン が あ リ ま す。 詳 し く は 参 巧 文 献 に 戊 り ま

す
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学 [1，< 大 阪 I(.f ，] : 今日 1: 輩 山 辛

学校 Ｍｩｬｬ ｾ産刊を経てＮ Jj( 

仰 大γ 1てや部- ul 築，' { ' ・ 4十

をI!({干1l :l 3' P! J に γ ::.r:;

1:; ｊｊ ， ｾ＠ 1別手1133
1
1' '1  I! 1"也設

，1I '  r.f! l 株式 会 十| に 入 社

名，Iik{ 'j;;. .ts ，iJr Hも立百 i に

ド斤h叫u 品Lu じ 守= る ま で

Ａ ド 務所 Ｎ ｕ｜ ｾＮ 4，' ) 院、副t

1f. p ，ι 可 の t'IY，j立"止，H-

10 f!l: 'J¥ 

f1ヨ 1111時限

自 主 Ｑｾ Ｂ Ｎ ｬｬｪＧｔｾ Ｇｴ 北 ｬ 海銀行ｾＱｴ ｾｊｌ Ａ｛Ｑ 山 、

Yl ，l i Mそ日時生命館 l' ＭＱ ｾ＠ '.Ij. ./C公 社

Ｇｾｉｉｊ＠ ｉＧｦ 乾燥仁場、愛知県 ｬιｾｉ ＼Ｂ 繊維
HI f. i セ J ター .

す い せ ん の ニ と ぱ 機 属 殺 貨

校 JI ' 克1量H! J. つ ね に 研 究(I'J な 態 度

をむ っ て、 tlr た な 十品，五 形 式 を j U，j<

し て さ た カ 人 と < 1 0 7' レ ス ト レ ス

トコンクリ ー トhYliu: の Lι/11 には十両

日[J 町 村I熱 を 何iけ て さ た. そ の 成 果

は自主 1'，I.I!iI j ' 17に お け る わ が1.1 で 初

め て の P C制 民 欧 州h立 、 そ の i也、、

ろいろな' 土地 I，IJ と な っ て 必 わ れ た

新 しい Ｎ ｩｬｬ ｾ ｾ Ｇｹｬ 造 的 Ｂｲ ｴｩｾ ｩＧ Ｑ を ｉ ｬｈ Ｕ￪ し

て い < ｯＧｩＢｉＧＭ ｈ ｉｾＺｩ＠ ＯＧ［ Ｎの ｬｾｬ ＼ｩ ｛Ｂｊ 人物 で

ある とI，tずる 実 務 10年 以 f柏町 と

し て は つ の エ ホ ，ク で あ ろ っ

ニ ニ に 強 〈すいせんする，人 約 で あ

る.

青 年 技 術 者 と し て の こ と ぱ: ぷ，: I" J'; 務 所 に 絡 を ill "、て 10: ドの JVI

I:l J が 過 ぎ ま し た が 、 |ぇj しむ Ei 止uh.ri似J を 続 け て き 、 特 に 売 れ た II : 'J> と

て 無 < .  ，， ［ ［ ｾＮに Ｑ Ｇ Ｑ 己 円 未熟さをＡ必 じつつ 一 歩ずつ ｈ ￭ ｬ［ 韮しようと巧えて

きました。ｊＱｴ ｊ ｩ とは ｪ Ｎｑ ぃ 求め てな布 、 ｪ Ｎｑいポめｾ Ａｽな い ｌ ののよヲで

す . 息。r. il iJ，反 lj-j't雄 先 ' 1三の 術J ｾ ￌ 裂 に 、 「 設計とは研究なり ｊ と よ ミうのが あ

り ま す が . 設 a- j- Ｍｲ ￮ が Ｇ ￬［ｾＧ に針 Ｂむ すべき宅百かと 思 います。その， Ｑ ， ＧＮＨ カら

小 :.r:; 論 文 に 採 リ l' げ た プ レ ス | レ ス ト コ ノ ク リ ー トの 勉 強 を 続 け る

自l味 で P C の 建 築 物へ の 応 用 を 心 掛 け て き ま し た 。 P C ;) ']:1.1発 さ れ

て か 句 久 し い に む か か わ β ず 、 予 : 巴! よ り 建 築 物 へ の 作 / 止がj lj¥れ て い

る山については、 単なる妓 Ｑｾ Ｚￎ (I'J ウ汁Ir で は な く 、 社 会 的 、 経 済 的 II¥IJ I([i

か ら の ア プ ロ ー チ が 必要 で あ リ ま す. 今 後 も 今 ま で 問 機 に 、 II l/l: c ‘  

‘ 工場か ら P C を 見 つ め ! 地 築 物 へ の JE し い適 用 を j[[ 求 し て ま い 'J ま す。



京 都 市 水 道 局 鳥 羽 下 水 処 理 場 ポ ン プ室 上 家

( H・P シ ェル構造) 工事

品.; ，iJ j- J  jO: ｲＮＯｾ＠ ，'j I  t. i  I  >( tr;: ノ伐11. ノイ、附I J - 1  

竹 内

設，11- ，j ftm大"1: ｲ ＺＧγ 日 ｉｉ ， ｕＡ ｾ 1ρ(' f トJ門川町f先 取

さ り して、 f"f か '1'う}'，ι I ，j ( した t うなれ必し で ， fl :' /q ， 

1，; 1  

- さ て コ ン ク リ ー ト1' 1込 み の ニ と を ザ 之 、 別 枠 の i'? ・ ｔｒ リ泌的 ＱＱＱ リ ＱｾＧ｟ＡｈＺ 解体

11.'i には、公干干のよい f，i: ，

内 行 H .  P :/ ..t. ル川 i立， )也 1" I  r;w. J山 1' . 1 1; 枠‘ ス， εー ノ

以 後 ス ム ー ズに j 1U1 し て い っ た

1f)j IW 11 の た め 大 き 〈 は ワ イ ヤ - ';1 き 、 小 さ 〈 は 2

j J ! j リもよ〈泊 っ て い た

不

‘

，

¥

h

、

「

げ

i

t

‘

L

¥

施 工 考 察

<14  m X 4 4  ｭ ‘ ｦｾ 紡コ 〆 クリ ト込

8 # で下方11に J，T; li，仁 を す る こ 町 内 y リ ン ダ- ' :'-- .J:. 

が、梁! 正司" 枠 解 体 後 、
ル で の H. 験 が か 主 リ 役 立 っ て く る 冬 JYIコ ン ク リ ー

- 収 l' 'i- 'JI く の に . ま ずれ lIfi に て ぺ つ め 校 リ 梁 が1(l
ト打のため! 人1［ｾＱｉ Ｔ ヶ処にコークス焼場をこしらえる

々 の 変 l診 が 起 リ 、 と 、

f') ではとよく約 10:1・と} oI i f') に な っ て . し か む 校 リ 従が

7 リ ー フ・の l則M¥で、 州

外 部は y ー I- I! I; リ と段取リがj J j j " " _ 、 4 ｉｉＮＧｊｾ にはクレ ー

外1i !11 に !日/ i L ， I'，ml はど剥11 <.  1庄 がfJ¥; くな っ て 、 ICi'rI l  

ろ に よ っ て は へ ア ー ク

d グ

ンでコン 7 リート 打 込 へ と 引 機 が 伶 泊 す る 。付i t#: は

ラ "1 7 が で 毛 た .

で は J 、 ン チ が つ き 、 そ れ は ね お よ び タ イ ビ ー ム に ［ｾｬｬ�ｅ ｦＧＩ となるのて ･ 、 ヵ ート ｪ ｴＧｩＭｉｉ ｩ を ｬ 没 ｪ 似りする。

・ コ ン ク リ ー ト 打 的 H は 土 1て 100 人、/ ，" 1':'20 人、十1:
閃 の ご と く IJl it誌の ai ，i L

ぶ つ か っ て 取 介 はー 1Mむ ず か しく主 っ て いる。

. ' 別枠組 に つ い て 、 と く に ，'，' ; - 心したのは、大 一lてにこ H そ の 他 50 人、 比 'i':.{';・300 入 、 'f( 機 4 台 、 コ ン ク リ ドリ で 、 な リ 栄 町 先 端

の H .  P  Y .:L J レをl I) I にたた き こ む の に 、 ま ず 11判:uを ー ト :，:: 330m
3  

J IHl :  0  K  が l人' Jfl! リに・Jl j!:' ま 札 、 ま た Fml で は トワ 、 I: ml で は F

a比 し た こ と で 、 fJ L- j によ っ てそま り 梁 をHi ぇ 、 保 梁 を ・ 4 flJ よリ) ) ; < ，01，1を合せて下/ 1 1 ) よリ順次 打 込 む l人1ii 日 リとの変化ｾ ｾｾ＠ ｉＧ ｾ＠ i L る。 ) 11 の う ち で 太 陽然 、 公 悦

j 卦け て 、 は じ め て 輸 入 を な っ と く さ せ る こ と が で き た。 で コ ー ク ス を た い て 20・C 以 上同 % に す る いl 郎 比 は ですr に よ る 変 化 は サ '/ : . . - ' のある 1mで l O- 15協 の 変 化 が

• ＱｾＧ ￆ 枠組に先 立 っ てステージをピデ Ｍ Ｑｅ Ｑｴ を剖 ｬ ｩｌ て りの おーはガスマスクを，.1"i 川 と い う 物 々 し さ Ｑ ＸＱ ｲＮ ｾｉＯ｜ｊ＠ あリ 苧 ｴｭＨｉｾＩ に ｴ［ ｕ と冬とでは Ｑ Ｐ Ｍ Ｑ Ｕ 鳴 ｦ ｭ ｩＺｬ ｘ の変 化
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機 械十点新築工 l' 、 K K 2 批 t写本 fJ

新 築」こ1J';. ，it rmrl i /j( j直/"j l 粂 処-"11

場新築工場、 J，'，間i 大7・fヒF 研 究 所

新 築工・11. 大 阪 府 企 業 J"j J止北 B fJ :

Z 近 時 セ ノ タ lii 築 工 1':

す い せ ん の 二 と ぱ 山本 ↑専

他築地仁技術によ県せり札る従ポ 1;1

IJ IJ の.iIt むに 1;10い、 ι !，i主に jJj 大 さ

れ つ つ あ り ま す こ と は 問 知 的 i凶リ

てーあリまして， '1三1') ，刊4 町向 l 、 fト

FI( 化 へ 的 研究 1; 1他illi%I ，'J 械 必 要に

せまら れ ておる［ ｾＱＱＡｩ であ リま す

ニこに 現 場 実 務 に た ず さわ り， )也

J 直に地 1こ，:1 図 的 段階か ら、日 ｾＴＱ 正

J-i JIIJ 、 対 策 、 実 施 . 更 に そ の [ ' 1'

的 資 料 集 成 に 不 断的 努力 をfl'( h if(

ね、 「現 代」を 築き 1 げ、また r :f :}

Ｔ ミ ｊ の ｽｉｈｉｾ にｻ耐え つつ ある Ｇ ｎ ｩ ｬＧ Ｎ ｾ主

柿i -l'i として l人l 山手f をすいせ んいた

します.
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すと， f. l，筋 ' P. コ ノ クリ ー ト:，1は 飾 カ に 経済 的 であるといえますが、巧' ! 枠: r .
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日ー一一磁気ディスク
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口 一 ー ア ウ ト プ ッ ト

仮 設 設 備 ・現 場 諸 経 貸見 積 計 算 処E里フロチ ャ ート

こ の ず ロ グ ラ ム l立、主II 築 工 ι1'; の flliJ泣設Wi

賀 およびＧｊｬＮｾ占汁 日 経 費 の 見 ｷ 作業 Ｑ ニ 、 コン

ビ ュ ー タ ー を 使 用 す る こ と に よ っ て 、 見

制 作 J t の i旦i主 化 、 見 制 作 業ーJI寺liil の節 減 を

は か る ほ か 、 従 来 下，11':11ーでは 時 1111的 に 閤

維 で あ っ た 工Jtl l 、純i工 法 な ど の相1;主によ

る似iiE設 倒的 ー 現場 諸 経質 的総令( J ' J な差

巣 ( 例え Ii' -I: f l ' { 工法 を 変 え れ ば 土ffi 工 '1';

の み で な〈、 f区制i谷 i止、 Ij i H去 の 工 作 な ど

に変 動を きたし、ＱＺＮ Ｇ ＱＧ 全 体 に ｽ［￭ ｾ 理事 をおよ

ぽす ＰＩ を比較 検 討して、 Ｑ ， 企ｾ里町工法を近

i車 に み つ け だ す こ とを 白 的 と し て Il H発し

たものである。

ニ の プ ロ グ ラ ム は 16の サ ブ プ ロ グ ラ ム と

111 f111i 7 ア イ ル に よ り t持成 さ fL て い て 、 ス

テ ー ト メ ン ト の 数 は 約 7000で あ る 。 計算

は 7 ロ ー チ ャ ー ト に 示 す よ う な 方 法 で処

旦t される 。

インプァト Ｑ べきデータは工 ，ｦＧｾ デー夕 、

ill 物 的規 t具、 fjVt 巡な どを示す 他物概望書 デ

ー 夕 、 施 工J也の 状況、 Jl' f WJ I I 区 分 な どを

ぷ す li Oi 工地状 況 デー 夕、 二I:.'l'l デー夕、 地

下 水 デー夕、 て 法 デー タ な ど iIfi 'i ;:; 300fl 明

ぐ ら い の デー タであるが、 相究rHl fl' lなど

ラフな 施1: . JI 'I' 1可でも使用できるように、

飴括打出

，. . ・ 1

イ ン プ ッ ト デー タで指定しなくても工法、
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flli ，J止材料、 仁。1' ; 機械の 賃 貸 料 、 各 純の 料

イ校、労 Ｎｦ ｬＧ ｬｾ などの ｉｪ ｬ fiUi は、『打倒 的 変動 に

lJJ:. っ て 特効 に 修 正 でき るよ う、111fill i ファ

イルに ij)( め ら IL ている。

ア ウ ト プ y トは共 通仮設、 l立 按 仮 設 、 土

Wi ;1C: .flii i な ど の 一lこ'I';)JI Iに分野i ).j; al した 級料、

労 初代 、 illf l.勉刊 の 古ii と、 姐I物 の 延 床面積、
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1'J トン数などJ な ど に 対 す る 比 率 を 打 出

す 総1. 'i 打 :1¥しの他 に 、 そ tれ1 ぞ れ の1瓜Ti 目 に

つ い て Iμ内人付l

コンピ ユ一 タ一 は、 * = 京文" 可 に; t; t ; 泣きれ

ている Ｑ Ｑ 本Ｇ Ｎ ｌＺｾ｜Ｎ株式会社別作 の ｎｅａｃ ン

リー ズ2200モ デ ル 500 を{止 J日している 。

ま た デー タ の 伝 送 は 、 fJl. i ，は航 空 似 によ

っ ているが、 作文，.)j 町立出木機 とテレタイ

プ ま た は テ レ γ 7 スによる jJfj f，1制 を 1止Ifl

して、 .n'! ?: 坦l1' J ! と 1(( 幸町 す る こ と を .; !11Inし

ている 。
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4 うI1・'l，jO コンビュ ー ター をはリ入札るべ〈

. Aみ そのプログラミングを" 己 1，)( .ι 派な 1&
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ｾ＠ 5  排 水 計 画

地卜 ｌＧ ｉ Ｇｉ ｾ ｦＱ ・う 、地下木 町 ｻ見水工

法 と し て 、 ジー ノ ンス ウ ェ ル によ

る if( } J  ;)1'  1]( U} ，を 1:UI J した。 ジー

メ ン ス の 配 J j は 、 他 物的 仏
dJ 明の 倣

J也に
，
t 怖 が あ リ 比 地 下 工 法 とし

て i}}F1:j ｉ Ｚｾ ｬ ζ を ＱＺ［ＺＺＱＱＱ し た粂 Ｑ Ｇ Ｑ ー に よ り

ill 物 外 1.' ，
1に 配 ;i'r' した 以内排水: ，t

i卓、 J; O:町IIS K ピ ル の (t 宇十 を む と に

1. 4 m7' m川 と 与 え Ｑ Ｒ ｾ Ｇ のジー メ

ン ス ウ エ ル を 円ι iF{ す る こ と に 決定

した w ー メ シス ウ エ ル施仁法は、

j ;"10)>'¥アーストリルによ リ1000mm骨

肉
I凶 竹 ケ - / ン グ を 深 さ 23m ま で

形 成 し . Ｑ 付 ｩｾｬ Ｉ に ＶＰＰｭｭ ｜ￓ‘ ｲ｟ Ｍ Ｖ 鋼

'Yi に ス ト レ ー ナ ー を 切 っ た 23 mの

ι の を j ，[i人 し、 そ の Hリ1;京に は 25mm

以 ド の {ゆ手リ をフィ ル タ ー と し て 八

れ た 後 、 1000mmψ ケ ー ン ノ グ を j).(

ｾ＠ J[，( るニとによって〉ヒ1止 した

ｾ＠ 6  ベ ン 卜ナ イ ト注 入 計 画

本i ' . il ，にて ' 久すでに 施 に す る た め に

は、
il h*i fof.: l.'iJj ll の I';'f桜 f J Uii: 1) をて'

さ る だ け 減 少 さ せ 、メJ 引先日見 の J也

鰍 ｊ 正作ＩＩ の 均衡 のみで 、 ｴ 併ｩＧｬＧ ｩｦＱ Ｇ ｊ ｾ

をj113J さ せ な I T / LI ; l ' なら 也、、。

い い か え h lJ' 、 H} I洲 本 町 辺 の I'I' JJ;{

基 礎綱 築

地 下 部 情 築

0 1' 1ω
， 

刃 型 詳 細 図

ｦｊｾ 抗ＩＩ の 緩和ニそ、本工法 的 晶 ￟ で あるとい え る 。 こ

の た め ベ ン トナ イト スラ リー を 快1本周辺にi ' 1一人 し

て ｬ 判祭ｦｊｾ抗ＩＩを緩和する ｽｪ￬ 去 が 、 何 々 の 条 ｦＧｬ Ｇ の む と

て
'- JI

主L イf安')JI血υJ で ある こと が 、 す で に
l
りl 句か と さ れ

て い る の で 、 本 仁 '1' ; に お い て L 採 ) IJ し、- 1< 仁'1>1也絡

に適 切 な スラ '1ー を ' K! 験的 む とに 決 定 し、 1' . '1>の るf

-i': 1t を ffJg め るニとにした。

ｾ＠ 7  む す び

本仁 Ｇ Ｑ ＾ が 成功 した ｾｉ ｊ＼ｉ は 、ｾ［ -_.に
I也 F Ikの ぬ Ik，lI 日TI

に あ る 他物外1 I I 1I ，'，JI 川に ジ ー メ ノえを B没 け る こ と に

よ り、 ｗｩｆｬｾｦ 本 がｩＧ ｕ 草する際 的 ｉ 立 ｊｲｾｪ 免 えの 必吹 ーが な 〈

..  Ｚ ［ ｾＮ に
i.i.::;止の J時Ik を す る ニ と が で き た ニ とに あ る .

郡 ; に ベ ン トナ イ トn.人 111'¥1町内 成 功 に あ っ た. 他 物

J.';I Jl fj の I Ui 沈 ド を JI立小 II}! に と ど め る 剣J 米、 t仲 間 体沈

降 の ため の ｩｴｊｊ Ｉｊ 的 安 Ｇ Ｉｊｾ がフ ルに発 ＱＧ Ｑ Ｈ で きたニ と にあ

る.
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い うJ.i.;，Ti
屯Illl な!日J J W
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n 処 して 与ま し た が . こ の J: aに弘 の !!t た れなれ.

は 、 Ｇ ｉ［［ｾＧ に 現場、 その 他 よ リ ｴ Ｇ ￪ ｊＺ ｬｊ さ ｩｌＮ (丘中I1 さ れ る 機 会 が Y- < ， そ れ

りの ーI'fli を骨'，/，11年IIIJ !ニ向干 す干して !i' く よ と に よ リ耐Wt す る こ と カ
e
て' 与 た

こ と で し た . ょ の よ う な 杭 験 を L と に し た紅、の 将 米へ の 1oY/:t!. ¥I J ， 也

築技師 ｲｾ う として 、ｊｬ柿 ｉ を ｊ しＧＩ物 にし、 ｩＡ Ｇｴ￝ ト へ ｩ［ ｊ ｽｌ ｬ､ＩＮＱ ーに ｪｾｗｲ によ

って 』且 iH して !i' < べ 与 ど と 行 え よ す

次 に 技 術的 jJL 砂 の と め に は 、 H J
，市
r10 に 研 究 でき る と け の 11引I i J の 余 怖
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ムによ り' ・正 f- .. J' l' H幾 を フ ル に (' e川 す る ニ と か 必波! で あ リ ま す
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電 気 設 備 設 計

巴豆歪亙亘

処 ｾｉｦｬｩｨ Ｇ ｴ 8 . 200 m'  

附 日 J也下 2 階 J也 t 21階

処 ｾ ｉ ｴｴ 汁 大 林 組 本1苫設計百11

1I !1制140年 3 }'j i竣工 . T一一一一 -

1I({.f' 1138J I' に 主 っ て よ う や く . わ が|同 1  十M

でし 他 物向 山 さ の 制 限 が 緩和 さ れ 、 そ I  中有7A2

れ を 待 っ て い た か 町 よ う に 、 旭 川府 組 1  1  (会〕ヂ 'M' い
I  I  V - - . J  ，f. ー 酬

築 がJl 閣 を l娠 わ し た が 、 そ の 当 時、 計 I  I  ＨｘＩ Ｂ ・ ￯ ｾｉＮ ｪＮ

1' 同さ札、. l J ! てられたのがホテルエンバ 1  1  ｾ岬

イ ヤ で あ る . こ れ は 大 林 車Il が25附 の H ， 1  ｾＭ吋 榊 ｍ

ＲＳ 十 川 で剖 ｩｾ ＱｦｴＮび設倒的綜合的な研究 l  

をl "f なったげ( j 査に .sta-I したむのでーあっ

た. こ の ホ テ J レは7，' !j さ77 .7 州、 Ｉ， ｾｩ ｾ Ａ ド 崎

‘1'l fIi 18 川 f句で、 叫: 物 的‘ 1'lfli fJ't ｾＧ ， りの日

さ か ら Y，' え る と 、 組 日 IMI形態の主II 物 で

あり、それに、. l J ! 築の采川i立に N する

設 備 の i且従判、技術i "" 米 の ) j 式 、 事 故

対策等、多〈の" 単位i を含んでも、る ill 物

で あ っ た 。 し か し 何 分 に む 他 物 IJl 股 が

小 さく. Ut iAII の 絶 対 : ，: : む少なかったから

すでf，j.;に ど ち ら か と い え ばNN'1'. な .lli 附 l人l

芥 と な っ た

O ビJ レ
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住 築 1M仙 70，000m'

l帯 内 地 下 31; 持 J也 1-.33隣

lI !j 拘14 1$1二121 J  ｾｬ￯ｬｨｪ＠

O ;i l-llhj は 1・i車 内 ホ テ ル の liij に，止 ，: 1 し

た H 2  ［ｬ ｬ￯ｬｬｬ ｪ の Ｑ ゅ の ｭ ， ＧＺ ｾＱ 村ピル設備 Ｉｪ .r'':' 

怜 線 パ ス ダ 7 トのtNl . i 1! : などの耐f'允 の は

カ't' :J さを! 1! に IJII え て331; 背として ;l l-l ilfj し

た む の で あ る この J I-IJhj で は 設備 引 を

地 下 31帯、 13 、 23、 33附 に iFt さ、変' ，l ! :

ii1十は I也l C 3 ド特および231滑 に お く こ と に

した。また' ，t ，: r-，:I 'Jj: 機 に よ って、 io変

f E日告がネ ッ トワ ーク 運 転11，干 の 述 給パス

ダクトや怜料いぐスダクト的生 Ｇ， ｩｾ 告 ｦ 丘 ｩｦｩ､ｬ ｬｩ ー

を、 ｾＧￜ 品 ｦ 去の ｉ ｬ，ｾ川 Ｉｽｉｊ の ｦｬｬｩ および州総 Ｇ Ｎ Ｇ， Ｑ Ｚ

別的f I ! ( を J I"l 1 し、 1，わ也な骨J 高品 f!t!:1I並 ) j $¥ 

を 検 汀 し た. し か し 残 念 な が ら . こ の

，ihlhj は: JUA i に千ーっていな¥¥ 0  j!i い 将 *

ぜひひとつ本的 Ｈ ｉｾｊ lj.'紐 ;:':jI M，til 物 と J f<Ml

ん で み た い む の で あ る .

a D  

すいせんのニと( ; 1 0 高橋骨量殺

ｲ ｭ＿Ｚ 市 Ｑ ，，Ｉ て Ｍ ＧＮｴｩ 円 Ｈ ｉｾｊ ｾＧ ￏＡ単Ｋ五円で［Ｚ，る Ｎｩｬｬｾ ｩＱ ｸ 怖 ｉ ｊ

の ;fi必! 刊と、そ何 ' MJI.が自11Mに雌;し い '1' で

あるかを知リぬいている数少い ｲｾ ステ ム

エン y ニア ーJ のー 人が胤 イ? である. 練' )

l  げられ. 純化さ札た i庄町J ' ll 念は rSi mpl e

&  Sl eadY J  '-'-'，!l- iihi を' Eh. 人々を附 11 さ

せるニとしばしばで品る .

位 ｬｾ ， Ｚｬｴｬｬｩｊ［ 監伴は コンビューターと 申〈に よる

変市 JUI を迎えよヲとしている .

1，;1 1¥町 内( 1 はよリ代 前 主むのと主ろう .

ｾ Ｎ一一

， 

償浜ドリームランドホテルエンパイヤ監視盤 ・ft e m盤O ピル受配電系統色l

11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111  

と[ よ限らな l ' . いたずりに{ . ' f をて匂っ

て 11 析 し い む の を と リ 人 れ て 1古川す

る11111 的手IJW! を忘:J l て は な ら ぬ . と は い

え、 tt 術 的 進 歩 す る i昨今、可i なに" 戸、

むのにr . r ; l t J l する怠 1';1) 也 さ は 除 て ね ば な

ら 也 い の は い う ま で む な い .

つ め 他物J に で L ， ｴＡＮｴ ｻｾ ｩ ｩ の Ｉｪ 式は多 ｈ ，

ｾ似て ＭＧ［ｨ ') f !J: るのだから、，l ! .r，l l ぷーは 、

J f Hi Hl Ol i して、! ' I L. . ' . の 4虫fjll t' i ' を川かす

t うにすれば、J : J ! 句 れ た 条 例 の け' で ι

i う};ftlじしんで .i1.! I-:H>fr:る L . その 11崎1' 1

を 現 わ す こ と L できる。事2・するに、 先

入 観 や 偏 見 に と ら わ れ ず 、 校 lt. ilfli で ι

料 消 I伺で ι 金 < !'I rll な 、工場 て"，!1 .11に 臨

もことカり!T" J:! て' あろう
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青 年 技 術 者 と し て の考え方: M:jJl  

は 1也 築 ，批判ii に( ， 1114:j' ' (' :Ni の 械 が 押 し

指 せ 、 設 備 J主，: U' iは つ の ぷ，;1 をする

にむ‘ｾ＼の資料、 ｾＯｩ Ｇｊｾ 品、 ｾＯｲｊ ｪ 式的

知 Ｑ ， ［ｪＧ 置をＧｾＢ之さ ｊι るように〈ょ った しヵ、

L 、 そ れ を 綜 令 し て ユ ニ - 7 な ‘ そ の

他 物 に 1，，<: j血のむのを巡るのであるか0 ' ，

ｬ ｪ￭ に設 備 の知 ｉ ，［［ｾ をｪＮ｜Ｇっているというど

け で は . 設 計 お 的 資 的 に 欠 け ょ っ J! II 

ち、" 丸: J ' 1' i ーは、 y ス テ ム エ ン ジニアて

あるという! ' I ' l ' t をむち、 lli しい知 I，，，':!(べ'

t H桁を IVH)( すると I，;J II 年に、 11{ (f: の L の

と比校して ｉ Ｇ ， ｉＨ Ａￎ している Ａｩｬｬｾ に Ｎ Ｑ ，ＮＩＺＨ，

. " さわしい L のを j1!: l ;f J J  l ; f なりない。

析 し い L の 必 ず し ι 1i '): 1の L の で は な

く、 1'1 能 的 n.' 、L の 必 ず し ι jは しの平11

ｬ 二 『比企 Ｓ 正主ぃ立 ｦｾｩｬ "I .[lhj 

l  大 阪 神 ビ ル

2 大手11銀 行 NI / ，_..!i J，'i

3. H  Ｒ 創出Ｑｍピル，ｾ 1剛

Ｔ 問 ｉ ｈｾ ドリームランドホテルエン

，、イ"' "

5  手11. ) 1 行本 1，1; ，11.-0:機 センタ -

6 大 阪 l叫 'I 'J 両院

7. ￱ｩ Ｈｈｾ ｉ ｊｇ＠ 11  ＮＡＴ｛ｾ干不 ､ 山尚 一ピ，レ

8. 0 ピル，1tl lhj

9. Ji': r. li クラノドホテル

10 ホテル点‘ T

"立 ..1掘 大 成

'1'. '1'- /1 n  II{Hl I8 '1三4 11 1  11 

Ａ，ｾ終 ｡γｬ 民 iel:.¥大ザ 1:' 了日11' ，1i主1: I  

''1: H n{{ 布131 ，ド 3 11 年

'1，1: 1I{{千1131'F 4  Ji 株 Ｉ Ｎ｜Ｚｾｴ

社大林ま11八十l 本 '11;，i止

ｬｾｩｬｬ｜ Ｑｉ＠

1  



ラ ジ オ ・ ア イ ソ 卜 ー プ 研 究 所 の 設 備

話 ｾ ・ ｩ ・ ，， Ｑ

日

こ れ は 武1・j( 川γ: r:;己必γ :lmラジ オ ーア イ ソ ト ー プ ( R .I )

研 究 所の ラ ジ オ ア イ ソ ト ー プ の 処 I ' I! 万 法 な ら び に

そ の J I' P: jf，j W を 時 記 し た も の で あ る 。 ニ の附 的 処 物

i立一 般 ピ ル .1没Wi と民 な リ 、 特 殊 な 袋 ti ' i を持ち、か つ

fι1: 主を f' i ' う，:止 fii. で 、 自立に R . I ，:止1.iii を考えるとき、

そ の 危 険 料ーを 考 慮 し 、 そ の 安 全 性 を 峨 { 治 す る の で あ

るが、そのＩ，ｾｩＱ Ｇ Ｑ はどの文献において ｌ Ｇ Ａｦ ｊ 仰ではなし 」

安 全 第一 主 縫 で は あ る が 、 自 ず とそ れ に は 限 界 が あ

リ、こ の組 物 に 対 して 、 そ の 限 界 を - r，i::. iより IIJ そう

と し た の が こ の似 本 で あ る 。 本研 究 所 内 に お い て 似

14 32 35 131  

mさ れ る R . I の 州 知 は C 、 P 、 S 、 I 、 T hの 5 N，

て あ' ) ， 教 附 附l と し て lは 10 msム 、 性 災 験

J.IJ と し て 10 uc;，{. y '  ｦ 止 ｊｦｬｾ i 1.る 。 使 用 坊 と し て は

尖 験 そ の む 町 、 出 械 は R .I 処 問 機 |測 に 波 し 、 容 伐 に

伐 っ た R. l を 洗 縦 す る Iは.tJj の 水 L 又 処 理 機 関 に il ! l す

こ と に し 、 J，ll 圭 2001 の 水 で 枕縦 し、 I1企終的に f止Hl

i .1の 1 - 2 %の R. l を処I ' ll す る こ と に し た .

犯1I' lUii -l，と し て は 、

1/ 0 1  

II U' /' :  H. I 的人勺'"'"

CUL I J :  1ド水止U: di 水

柿称: ノK J¥'i の Ijii に JI'j :1.11 fI" i を，役 i丘、 1  -I'I 'i に て I j].2W¥Jr. Wる

ニ と が で 占 る 憾 に し て 、 1  ｪ ＡＡ､ ｉ ｩ｜ Ｑ の ・ド ｩｾＢｊｕｉ を ｨ｜ ち、 Ｒ

ＱＱＧＱＱ が ｩ｛ ＺＮｬ￬ｾィ 、になったとき、 村，釈水 Ｔ 刊 に 持 き Ｉ Ｑ Ｚ 水及 ｭ

水を ｩ ｊＭｾ入し、締釈しモニ ｐ ーを 行ない安全であれば

1;:文iAl す る こ と に した.

1'. ，むの JJ 針 に f正、、各 R. I の 綿帯、:水 を F 式 よ り1') : ，'11す

ると 別 点的 加1くと な っ た.

別 袈 ー l

!ミ l 水! j ! J ，は人川 干; ill I!l: 1'. 仏R IUI F士川Jl _lt 洗糊水

I4 C  8X  10 3 μ
c/cc 6，4凹 土 200'1 200μc 200 I  

ｾ ｩ Ｒ＠ 1且 2X 10 '1  14 Ｎ Ｚ ｾＡ＠ I  .  .  

35  S  6X  10  '1  87.111 
"  

131  I  2X 10
5  

1. 0611 

r  h  I  X  10
5  

1. 4 X  Ｑ Ｐ Ｑ Ｐｾ Ｑ ・ .  

X  1  X  10
7  .  

∞ .  .  

1. "1三i戚JUI を考，. ! &. しなも、J - J )j イ子

紛 釈 水 量

= ( 処理li 止) ム( 水 'I ' M:)'、ifi 干千 it'l r!r x ，';，)  

10 

2 半 減JUI を 考 慮 し た 場 介

( - e A r  

N  0 .693 

Ｒ Ｎ ＳＰＲＶ Ｑ ｯｧ 守ｾ］ｾ ・ Ｑ より

柿 釈 水fal

= Nー( 水 中 J il<: 大 作 科 濃 度 x 土)

10  

j E[fti がラジオ アイソトープモーター イi がぷi柑険路町i主)j 持 fj ' ，U'.(l に¥l::‘

悦告書.

t = Oの と き No伽l あ った放射刊) ( ; ，¥{ がIWJ' i に

より品世少し t 11寺I: ¥j l主に N11!1 に な っ た と す る

0 .693 

λ = ーデヲr ・iJ iif)i 定数

水 中 Ｑ ， 走大江午容濃度 とは ｼ五 ＱＱ 税制 ｾ ｜ Ｂ ＱＱ Ｈ Ｈ に よ リ、

放射線非管理 ｉｉ 区域 内 Ｑｉ Ｚｕ山 Ｑ ｜ 行濃度 ｃ ［ｬＮ ｉＢｉ ｪＺｾ 自 由

侍 1[ 立の治て' ある 。

下記日IJ表 ー I 町 立11 <、 111ω 0 1 洗描軽水とし

て f' )，i J.ll さ i l るグ〉てーJl i :n1:押'i Cよ1. 5lon とし ‘ ! 日l

ん l がポノ 7 小h七 T. [j ir が柿釈水情60 トン f o 上が柿釈J k ffi 1. 5 トノ X 3

j車内生11 <  1 仰 を f'1iii と 寸 る 村 ［ｦｊｾ 水 ｨＢＯ Ａ ｪＮ ｬｬｾ

J 、柿称: 水 :，i: 2  • OOOton を は 川 す れ ば !I [ し 分 な い か 、 れ

13 1  

ii'i (I'J 、 止 J 也(I'J に IIf 古Eて' ある 1;(; っ て l に よ る 71r 1& 

内 紛 釈 水 j，::547l on をJ:<:J II L  60 ton と 決定 した 兵こ

の 60 ｬ ｯ ｮ の 何，平 ｪｾ Ｉ ｋｊ 刊 に Ｇ Ｎ Ｑ Ｍ Ｑ Ｍ る安全 ［止 を ｩ 虫 仰 するとり ｉ ｊ

-j{ - ll と な る 。

I". ，fじめ /111 < 他 112 に土、l す る 1 11 の ，1' 1れ 1叱IIJ: I: が り n¥て

きた ｬ 沢で、ニ ｈ を ｦＧｾ 川し ＧＮｭ ￭ ｲＺ， 研究 ＧￎｾＺｊＧｈ れ は そ の μ|

Ilhi を4 て 、 ｩ 分そ の Ｇ￬ｾ［ .f '1[ を 11 な っ て li'l < ニ と ・し、

JJ/. .(t ，忠 実 に ':1' り JL Tlii，VI，1に そ の 機 能 を * し て い る .

J艶 公 袋 世 に l則 しては、

R .I の 使 用 i止の 10% は官公' 1 ' に逃げない とムーう こと

に 1M定 L 、イI区lの 削l くそ の 系統 を 決 忘 し た.

日日ち‘ ';;: ;11 干' ;1 1  ｦ￬ の車 ｾｾ ｈｊｉ Ｚ ＢＺＮｴ｜ファ ンがそ れぞれ ｦｦＱｊ ｾ＠

非 常 時 の 場 合 に 名 ) fi が Lと は で き る よ うに し た 。

7 T ン肉料 id と し て 官. 測す る日II }-，{ は 121!!1J典会i とし 、

フ ー ド の ある古11M{ は 20凶 換 気 と し て そ の 作 J止 を 決 定

した

その結以; 実験 :B米 る R . I の i止をi些nす る と )JII 氏 一 111

の ご と く と なリ、いずれむ# ド木処I ' I! で，与えた は より

ら多〈なり、特にみー I.&. す る l問題は主 くなった。

何z駅水 7  111日町同駅水

H  . 1的水' 1' 1.は人: .11
1"1開制作( 1 11的 [ / 10  7  ＱＱ 脱出 ￇｩｬＡＺｊｾｾｦｴｽｊｾｴ､ｬＨ Ｑ

件 il!'史 的1!.t J..: I; j!

で処 ｊＱＱｾ ｉ るとｾ 的 Ｑ Ｏ ＱＰ で 処 ＩＱ Ｑ ＱＱ る とｾ1  X  l O 7  J lC / C C  

50  t  50 t  

H  1  処川・;.t
実腕' "

ＡｬＡＡＺ ｊ 担 ｉ ， ｾ . l i 腕; ，t 処川U，t 五賦 :，t

9.8t 6.93t 

" c  6μ c  300μc ，1.8 mC  2.4( 同I I l C 'I. M  rnc  22.4山)mc

31'lt  2.96t  

32p 
1. 2 ・ 60 "  1. 682 .， &1.10  /1 

99.8t 54.7t 

35S 
:l. ij ・ 180 ・ 3 削 5' 1 "  190. 25 If 

199.8t 199. 8t 

131  1  
0. 12  • 6  • 0. 2[89 • 10. 95 .， 

2.副 珂t 2.∞0， 

rn 。山; .  3  • 0. 06 ・ l '  c川 7 1l川s什t

γl' rl峨..瓜a的批人 f飢，仇lI J I  x 1凶0-
7μc

〆cc てで.'1ム，リ. Ｏ伏 ｌｬ が Ｔ不、 ｴ刷Ｂ馴 Ｑ 町と ｾ ｾよ二肉仙が ｵ泊曾Ｑｉ川 ｉｊ ，ささ，仇孔 る ｉ

すいせんのニ とぱ 鈴 木 俊 男

"，人は設wrJ Il Ｂ Ｇ､ｾ として ＺｴｊｬＺ，Ｑｴ訟 ｦｾ ｩ ｊｴｭ に配胤さ札、そ の ｉ ｬｉｊ ｊｩＨＱ 仮ピル、 Ｑ Ｑｩ Ｑ ＮｬｚＮ ｬ｡ｉｊ ｴ ｾｪｾｴｊ の ｅ 泣，， Ｑ に参

ｬｬｬ ｩｪ し、 中桜仏 ｬｦＮ ｲｮ ーとして 下 Ａ 先的に級 Ｑ 治な検討を行ない、また ｊ Ｉｌ イ正 ｬ 問問大乍等の脇工に ｉ［ｾ '1'  

ｌ ，か ｬ ｬｨ ￮ 刊 伺 あるｾＧ￬Ｎ ｊｬ ｬ ｴ を Ｑｩｾ Ｇ い出に行年 ｬ 併 の 悦純と主 っているＮ

Z[J 褒 ー 111

ドラフト町ある

令 : .. j;_ ;JIII j i{ 可2

j/J 1" '̂' 

オ.

11川11川l川|川川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川111川11川11川11川11川11川11川11川11川11川111川|川川l川11川11川11川11川11川11川11川111川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11山11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川|川11川11川11川11川11川11川11川111川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川111川11川|川川11川11川|川|川|川川11川11川11川11川11川11川11川11川11川1111川11川11川11川11川11川|川|川|川l川川11川11川11川11川11川|川11川|川川111川11川11川11川11川111川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川|川l川川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川|川|川川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川|川川11川11川11川11川111川111川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川111川11川11川|川川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川111川11川11川1川|川川11川11川11川11川11川11川l川川11川11川11川|川川11川11川11川11川|川川11川11川11川11川11川11川|川川11川11川11川11川11川11川11川l川川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川111川11川11川11川1111川|川川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川川11川1川11川|川川11川111川|川|川l川川11川11川11川11川11川11川11川11 l  
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池 山壮 一 郎

ｾ ｉ￵ ＭＧｉ 三 ＱＱ 1; 11日干日12-' 1' 101/ 5  FI 

学 版 II({ 布136年3月才，占b{ 工

ｾ＠

ｾ大守二位築学科半ｾ

ｾￆ＠ IIIH Il 36- ' H 月( 附竹中

工 務 応 大 阪 本 応 入 社

昭和 36-' 1' 4  ｈ ｾＦ 側部

11(1手1136-' 1乙5 t J新阪急

ピル新築工<1'; ，昭和

37-' 1'  2 月神 戸営 業 所

昭 和37年 2 月六 甲山

ホテル新築工中、昭

和 38年 4 月大阪本庖

ｾ問書 ＱＱ 設備設計謀、

昭 和42年一l 月設備膏s

ｾ ｻ柑Ｂｾ Ｎ

青 年 技 術 者 と し て の ニ と ば 世 は 技 術 市 新町 時 代 を 迎 え 、 わ れ わ れ の 世 界 に お い て ι 、dと し て そ の

例 外 で は な " . ニ の l時 点 に 立 っ て わ れ わ れ は 一体 何 を な す べ き だ ろ う か 、処l 物 が 人1: ¥1の 身 体 で 式 っ て 外

殺 で あ る と す れ ば 、 設 f[iii は そ れ を 動 か す l人l 臓 総 '1: お よ び神 科とむよミえる べ き L の で あ る 。 そ 的 機 1)¥1 カりぐ

ラ ノ え の と れ た む の で む け れ ば 、 i出 物 が い か に 伝 派 で あ っ て し そ の 機 能 を 火 い 、 税 代 に お け る flll i1111， を 火

う 。 設備が ， 建物 と ん ｻＧＺＮＱ 、ーモニーを 持 つとさ 、他築 ｃ ｪ，ｾ 比代 にお ける ｦｴｬｬｩｦｴ ｬ ｛ を』 ι ぃ ｴｂ す 。

わ れ わ れ は filli fl([ あ る ι の の 1111jil に 参 画 し な け れ ば $ ら 主 ¥' . そ れ に は 新 し い 技 術 を 修 件 し 、 車li しい ι の

えの Ａ ｩ ｜｜￨いを ｎｾ まね ばならな， ' . そ こ に は 新 し い む の を ' I:. h :l¥す た め の 努 力 と 1'1' .: しみがある . い つ の Jl tに

て し 苦 し み な さ 勝 手II は あ り 仰 な t 、" 干しみを恐i L 、さけてはや'f - つfゆる L の はな、、.

特にわれわれ総令 ， ｜Ｎ￟設業に従・ ｬ Ｇ するｊｽｴ ｦｾ ｩ ｩ ｾｉｉ Ｎ 当ＭｦＧ ｩ にと っては 、 ｛Ｑ Ｑ Ｑ ム ぃ 知［誼がｾ ・［ ｝＼される Ｎ その知泌を飽く

こ となさf ' l f i . ¥: な 11 で 絶 え ず j!l ;] < するニと が 、 i間人 的 人怖 の 形 成 に 役 立 ち . そ し て t:Hf. i '(i$li の l時 代 町 村 会

に 貢献 す る j{i l.; とf . l ず る . そ れ は 人 1:¥1 疎外の 111出 j ま で JiI. ぶ こ と か L 知れなも、。 し カ し そ れ を 組 依 し て こ

そ初 めてわれわれ の Ｇ ｉ ＺＮｾ る ｩ 立があるのでは主かるヲカ



琵 琶 湖 畔 に 建 つ 団 地一 一膳 所 団 地

"' ， ｆｮ ｊｩＡ ＡｩＧｇｦ ｬＡｬ ｬ は洲ｊＯ［行自問 Ｈ ｎｩ ＺＡ｛ｪ 白 ｩｾＨ ｉＧｊｴＧ Ｑ 十科 Ｉ を 隔 て て f t

位湖、品足跡公 ｉｾｉ を臨む風光ＱｉＩｪ ［ｬ ｩｩ なり也条ＨＢを イ ｩ しておリ、

琵琶湖l へ の jli: が っ た 眺噌 を j!t ると 1，，)11年に、 J自問よ' ) ( / ) 以

内ーを ｊｽ ＧｊＮ ｾ して Ｇ ｊ ｊ￭ｊ 也は ｅ 持 Ｑｍ より，ＧＮ百 くし、 7 ァション ース

ペ ー え と し て の 浄 化 付l 川 J也を j且irt f I 町におき、 ).ljJ 也を I'MI"

ＨｉＧｊ に し むいように Ｈｈｾｬ は ｪｩｬｩ ＿ｴ に Ｑ ＨＨ 交 させて・ ｈ ￬Ｇ 円己出 した。

ｆ ｴｬｊ 也 の 以 外 情川に ついては 、いわ ゆる限 付Ｚ川 Ｇ ｊｾ ｈ ｜ｉ は ｬＧｦＨｦＨｉｾｊ

なツ ｾ Ｑ ｬ｜ ｊ として百花 ｻ 恥 し 、 ＱＮｬ ｪｊ出 Ｂ ，リとｾｾ日 に ｬ ［ＡＺＱ ｲ Ｉｊ ＨｉＧｊ な ワ ｾｈｉｉ を Ａ ｉ ｈＧｊ

し、プレイ ・ロ ソ ト ( 幻J 児 の」且ぴ場 ) 、 ワ レ イ エ リ ヤ ( 児

慌 の i l l : び場 ) 、レスト コーナーＨ 大人 的Ａ ｾＡ い、 ｩｾ ｮ らいの

場 ) 守r を円己 i在 した。 災 しい i' I然 }jt 飢 に 包 ま れ た ' 村; ri 常 1:11

としてこの{ 却')S下の (i" とI也カ叶k: j虫色ー L グ》となるニとを時li っ

て 。

や
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北 川 雄 二

'1'. '1' .1 J  11 194 1  '1'. 4  H  1911 

ｉ ， ｾ糾 γｩｪ 正 大 阪 仁 業 k ? )i<lIUJ . k学

百 ｉｈ ￟ ｾ 島小件

."  11;¥ 1960年 日本 f王主公開

に入所、工・1咋正作業務

，t.!i ｾ＠ f-，ｾ ＢＪ ｾ也物設計、同地

J.¥l J  f-JI I  ｾ ｉ Ｇ，＠

作 品 服

山 政1.11) 也地 ，引 tfi ・七，::[1>1

イ ￭ ｩ ｬ ＱｆｉＱ ｊ 也同己 ［ ｬ ｬｬｾ ＡＮｴ "  I  

月持所間J也同己凡;1111

町lイ1拘r - F11) 也九日i ' i ，:'i lll

( 公 F11f i "乙訓iラ)' 11 IV/. 1111リl

全剛1.111也川市，; ';，，1

すいせ んの二と ぱ 吉 田圭 三

1.11 J 也町配; i'，I ，;'i ，:tにむ u干のj ( I ｦｾ が悠

じら IL る 1干に品土』丘町，: ! . t .f t では、

よリよ: : ，人 1: :11見Jf果 的j且ポと他1. 1! 弘

11=. i，fi  1; !)lに )J カ'71 カ吋 t て t 、る .

ニ札が1. 11) 也J 吐，:1 の 波 ('1ーであろヲ .

1:) 也同条 1'1 として jfr1ドli :1凌 J也I此

の ＱＮＱＱＩ 也 カ，ｾ ( 、 ド Ａｾｾｪ［ｈ Ｎ Ｇ止 を ＺｉＺｾ ，る

ＱＭＧ け， ｾｾ 1; .  J t  tl(; ι ぅ〉開I 、 1;¥タト 千 1::1

と ｬ ｩ ， ｴＧｾＱ 見ＯＨ系 主どＮより ｮｾ 人 Ｏｬｬｉ ｦｦ

1皮肉劫を泣らんとする ，!!l，，! にIr，剖l

んでいる 自立，: J グル ープ的ー ll - 一一

It 川I t のl ' . . r - . 11; らしさ 句 )J に

IIJJII を IUI l . ¥する

ニ と ( ;f : ｊｾ 々の従・ ｬ ｩ して いる投 ｩｾ I の (1: '1; をi曲 じて、 1i:; に 怯 し る _ t ! 土、

ｉｴｾｉｉｉＧｉｉＮｬｩＮ 山における物ＮＱＧ ＱＧ ＮＱ ＰＮ 十 Ｑ Ｂ 缶、続出 ｦ ド ｲｬ Ｇｦｊ［ ｴ から派 Ｇ Ｑ えする 品条Ｈ Ｂに ＴＱ ＺＧ ［ ［ Ｇ，

に大きく; ，. : む さ れ て j :) 1) 、!ill 築は1 I . ' f 代初仰の l i l t ; ! である ー との出! よ

.xに，虫、、 そ の .¥I:I 味 か 勺 現 実 的 !日l足fi と し て は、 lJ i .1I年内 で 世11和I に ベ タ一 五

(/ ーとJ也を 巡り H¥寸 か が J 足々設，; I-./'; に 諜 さ れ た l比大 の (r.:!主 で あ る し

か し 、 で は ベ タ ー な " と い う こ と は ど の よ う に 従 え て 行 〈 べ 与 て あ ろ

うか ? リ えり i L た条( " ・でJ)LI 時 山に お け る 'I::.? ，fj 機 能 を で き う る 以リ 1，日，;) 止

さ せ る こ と は 勿 J命である。 しカか、し‘ 1，企J泣E の ア 一 パ ニ ゼ 一 ン ヨ ン の 11川川IIj泌世f ヒ

(し"叫4引!戊Z の車純主 t消向! 成J此比 l民と、 千ト

らす N; 々の 弊" 作? を A巧号え tれL ぱ‘ 十i 会' t : . i1i の 拠 山 と し て の f ι ' i; J也に 対 してる

おー府の進歩、終ｉＯｾがＧｽＺｦ［ｊ＼されるし、また ｴｬ 会党以内 Ｉ Ｇ Ｚ 似たるＨｩＺＧ七 ｊ 也に

， Ｚ･ さ れる ｊｊＡｾ は ｩ 時 ｱ 刻々とその 社会 的 発展に鋭敏に ｉ Ｎ ￜ ￭ＺＮＺし てゆ〈で あろっ Ｎ

設 ，11おと し て は 、 将 米 の 吹一三世 に 対 し て で き る と け . フ レ キ y プ ル に 付 ! 心

.'1 ｾ米る Ｂｦ 古ｉｴｴＧｩＧをイ了する ［ＱＱ ，t  1-を し て い き た い し . え フ レ キ シ ブ ル な打IN' を

f 年ち た い む の で あ る 。
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住 居 地 域 計 画 試 案

こ の d !'jlhj は、 側 l交 に 、 役ィIlf ' γ( 1'). 1χ1，'(1') な J ! 仙

の h' ! ' f( ね と い っ た J 刻 午 を 泊 し て . つ の 毛 デ J レ

ｻ 十 ｾＧ ｾ ｉｾ ) の か た ち に ま と め た ι の て あ る よの ｊｾｪ {(' 

か ‘ る J量的 を 、 リ ＱＧＱ ー を戦ＮＮｴ ＱＱｾ ｌ ι 宇干 してい〈た 内 的

つ 町 T' -; ; ミと _;; - えて い る

計 画 要 旨

交 通 シ ス テ ム 現状 的 交 ｪ 凶 ｾ ｬｴｾＱ 号し を 解消 しつつ

ｲ Ｚ ｈ 片的、 Ｈ ￬ ｾ Ｇ が ＨＱＧＩ にＭ ｩ｟￟， ｦ 立さ札る よう主交 泊 制 としご

C ' A L E X A N D E R  従 来 的 j 凸 断 的 ハ タ ン

を 自￥ ＰＱ 号 、ＯＩ 日 ｾ Ｇ［ｩｪ さ せ、 ａ .  B  C c:-' ) : i  - ) G I ) タ イ ヲ そ

与 え ん よ れは、 J以 来 に 析 べ て . ｪ ￜＺＡｦｪＱＮ ｊｾ ｶｾ イ〆 タ

ーチＮｸＮＮＺＺＭＭ［Ｇ［的 所 ｬ Ａｲ カ 人 ｾＧＩＧｨｊ ト じ Ｇ［ てい る か s凸

11令11111: 帥 {よ . ' j  ，"1: ＧＱ Ｚ ，ＨＯＩ 品、 ＱＱ 剖 ｡ 再ｉｲ ｾι］ I二、 .1 [) ( ) 州

と し て い る か ・2 安 勺 て あ る と 号 え " れ ゐ

ニ 的 - ) j 交』凶 円 t'I !IrJ J' ll j立 時 て Pil l れ た そ れ ふ 札

c . ア レ グ ザ ン ダ ー の 通 話 回 パ タ ー ン

'  
A タ イ プ 早夢'J 型

c:::コェ件く二

「 一 〉おプー

ーオく
8 タイ プ 回 初l 型 C タイ プ 同 心型

11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川l川11川11川11川l川川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川!川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川l川川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川l川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川l川l川川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川111川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川l川l川l川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川
11 l  

斉 藤 有 弘
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の プ ロ y ク が こ の ，tli 1hj で の 倣 I也' 1' - (立 で あり、 i 立

ｗ ｦＨ ｉ ｾｊ＠ ，ニ ti ! ，j止 さ れ る 際 的 つ の ま と ま リ を L 司 て い

る 1'1 1')) 'I { は ニ の 辺 路 梓l 以 外 lよ心・ ， 1' . 作 ヴ ロ y

ク へ は そ の 川 辺 か 勺 7 ' 7 ロ - + . '¥1 ・れ さ せ て l付

削; ，三五令 に Jj;< j j - れ ι j:rJ J/ . l . 寸る Ｑ ＱＨ と 中 Ｑｩ れ が 交ｾ

す る 伝 説 山 は ，);( .ふ 交 え と す る

高 密 度 な 住 居 群 の 構 成 1，:t.>l < 円 前，( ( 引 の US {('fi 

a と は . 'Ihj  イI'J て' 、 F且，¥，t(I 'J に 'ji -，J I . J てある Ｎ Ｉｪ 、 Ｍ［ ｾｾ

Q:(I勺主 ｾｨｾγｈ 手 、 .tll 築 ' 1'. t1I，を J H m呼 イ不〈怖e純正訂r凶汽 4主与 L  

の に す る . そ ζ てで， 占 る つ 的 l仁: 止業一ソ什，叶1'. 1引1ρ3椛I托Tの y ス テ

ム の i て 十w附，1，舟v町1J成此され主な今が

Ｂ吋 ｉｴ 古 ｪ ｾＱ にニする よう〈企午しのとして 、 ま た 、 作( i ' I，りは 1:

場 '1'. I> 7 i さ札. 件人 的 41-;;' に Lじ じ た III F. 数 の mu. せ，" -

ｵＭ ｊ ｛ ，ほ娘ｾ ｩＮＮヵ、 Ｂ Ｑ 古 住な ｹ ステ ム として ‘ ｚ 凶 仰 ｉ ，｜ ｪ 立 、 γＨ Ｍｩ，［ト

ラ ス の 人 I: fi J也 と そ i Uニ11弘j主J . i ι る 人: :I::(/) ト'('， ， ｾ Ｇｾ＠

ｦ ￬ＺＡ， Ｇ ［ ＧＮＮＺＮｴＮニァトによる ｾ Ｇ ， ｙ ｉｉＦ を ｉ ばみん ，i:(-i，; ト ラ ス を

l:i:Jl I し た 1
1
1tll l は . J  ，i:(.本 1・ ラ ス は 、 I，;J ・1-;-1‘ を L

つ 主主刊 の l叫 J北 村 に うn r; さ 札 る カ り 、 [". : ' k ( ヒされた

ピ ル デ イ ン ク コ ノ ポ ネ ン ト を 民 /HJ 寸 る ニ と カ E

:1: 米 る 11 ｴ￮ｩＢ ， ｉＧ の ｦｕ ，Ｇ ［ ユニ ｹ トが 、‘ ､ｾ 、 ｬ ラスの

， Ｎ ，［立 Ｑ ｛Ｑ リと Ｑ Ｚ Ｇ［ｾ Ｚ ｦｉ ｉｬｊ ，ニ . 主 と 主 リ 上 < 1r1:.) 主主 i l . J [ H担

止 の '" <  J[，ぇ (.1け が :1: .>1< . ま に " 制l の 1 ｾ ｉ ｉｉ ｉ を 利 ｊｉｉ ｉ

し て 作 ユ ュ ， 1 "!- 辿車， さ せ る ニ と が :1: .>1< るカ ‘ '

ユ ニ ， Ｑ の車 ｉｬ ｻＨＧ せ ＱＮＮＺＮ Ｇ ，じじて 作れい の ｉ 比 ｬ ｒ を，［Ｚ引ＮＧ，ｾ ， 

る ニ と か :1: .>1< る ニうして ￭ｬ Ｂｾ j 主 土札/ . . 2- ニ- ， ). :よ

，f，'; ｾＮＧＮＺＨｉ ｾ ｊ ｉＢＺＧ ・ Ｑ ・ ｨｎｬ ｾ 川勺ＺＮ＾Ｚ Ｇ 叱ｾ .t _ t ゐニと tーた り . 1'1 ｾｾ ｾ＠ f二、

香 住 戸 の 平 面 図、 左 が 下 階 、 右 か'上 階

グ リ y ドは 立 体 トラ ス

• 

2  
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軽 量 気 泡 コ ン ク リ ー トC  L  A  ( その 2 )  

日本建築協会建材委員会 ( 担当: 中郁嘉幸〉

3.8. 2 部分吸水

絶乾または気乾の A L C試験体の下部を水中 lζ 浸泊 して吸水率を試験

している。浸漬深が 5 ，10，30mmとぱらぱらであり結果も迷っている 。

吸水率は 2 - 3 日で約10
0

/ vol l ζ なる。

乙の 1時間で2- 3
0

/vo1， 1 日で'6- 8

0

/vol となる。( 図 9)

シポレックス資料では20- 2396を示している。( シポ レックス技術資料P .32)
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3. 8 吸水，透水性

A L C の含水率は気乾時 5- 10
0

/ wt であり ，飽水すると 40- 80

0

/ wt

となる。また吸水する乙とにより他の物性が変化したり種々好ましくな

い現象が起る。

(1)  比重の増加，強度の低下。飽水により比重0. 7- 0.91C ，強度10-

ＲＰ ｾ ぢ減

(2) 断熱性能の低下。飽水lζ より 2倍以上の熱伝導率となる

(3) 内部鉄筋類の発錆促進

(4) 凍害による版の強度低下やひびわれ

したがって A L C における防水処理が重大事項になってくる。仕上や

白地部の処理または施工における養生など乙の吸水性に関連なしには考

えられない。

A L Cのとの物性については諸種の試験を各社各々異なった方法で行

なっており，同ー条件における物性比較がむつかしいが以下それらにつ

いて記述する。

3.8. 1 全面吸水

絶乾状態の試験体をおもりをつけて水中にしずめ る。

吸水ははじめに急速に進み，時間がたつにつれ しだいにおそくなる。

最初の 15分で全吸水量の30- 5096， 1  時間で40- 8096， 1 日で80- 90%

以下数十日にわたって吸水が暫時進む。乙れらの吸水率は 30- 40

0

/ vol

で コンクリ ー ト吸水率 10
0

/vol lζ 比べると 著しく大きい。各メ ーカーの

性能比較はむつかし いが資料をもとにして作成 したもの は図 8 の通りで

ある。

図 7 #照

ー - -ー 含温率 (%)

( 出典 施工管理 66.08，P .  52)  
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3. 8. 3 吸水高さ

A L C試験体の一辺を水中 IC浸した際lζ 吸い上げる高さを調査 してい

る。

吸い上げられる 水の高さは30分- 1 時間で 2 - 3 cm，3 日ぐらいで約

1Ocm，さらに20日位で 18cm位になる。( 図10)

3. 8. 4 透水性

防水ブロックの透水試験，静7. 1<圧透水試験，風雨加圧透水試験を行な

っている。 (図11)

(1) 防水ブロックの透水試験 ( J IS A 5406)  

防水プ ロックの試験規格は水頭低下 2 時間で' l Ocm未満としているが試

験の結果は 2 cm弱を示しており合格している。( 研究会 P. 38)

(2) 静水圧透水試験( J I S A  1404，建築用セメン ト防水剤の試験方法〉

A L C材の中央にガラス筒を立て水頭20または30cmlとなるように水を

いれ透水深さを測定 したものである。 3 社とも結果はまちまちである。

水頭30cm，2 時間で 2. 5cm ( シポ) ，水頭20cm， 3 1時間で 3 cm (へ ー

ベノレ) 水頭20cm，3 時間で厚約 9 cm (イ トン) の裏面に浸透する。

とれらの試験は水頭20cmで、風速6 Om/ sec l C 相当するから試験条件とし

てはかな り苛酷と考えられる 。

(3)  風雨加圧透水試験

絶乾状態の試験体を風速3 0 m/ sec ，雨量 24. 7i'/ ni / mi nlζ 直面したと

きの渉透深さを測定する。 2 時間で 1. 5cm ( シポ P 32. )  

以上から A L C は吸水性が大きい割IC透水性は比較的小 さいといえよ

つ。

3.9 膨張，収縮，ひび割れ

A L Cを飽水→気乾に乾燥すると それに応じて収縮する。収縮は乾燥

後も 2 - 3 月継続する。乙の場合に A L Cの気乾収縮率は2 - 4 X 10-
4

で

あり ，引張{ 申率は3. 6X  10-
4
であり，クリープを考えると 7 - 8X 10-

4
の伸

率であると考えられる 。したがって乙の範囲ではきれつの発生は考えら

れない。しかし気乾状態から絶乾状態になると 16 x 10-
4
程度の伸率とな

り乾燥ひび割れが生ずるおそれがある。特殊な炉とか煙道などの設計に

おいては注意を要する。

3. 10 断 熱

材料は一般に比重が少ないほど断熱効果は大きい。 A L Cの熱伝導率

は一般に気乾 O. 13kcal / m h  ocをあげているが，とれらは コンクリ ート

に比して約%程度のものである。 A L C版を使用するとき は版厚 l Ocm程

度でK 値( 熱貫流率) を 1以下として使用する。乙の場合注意を要する

のは吸水する乙とによって 2 - 3 倍の熱伝導率となるととである。

3. 11 吸音，遮音

(1) 吸 音

A L Cの吸音率は発生音の周波数によって異なり ，低音よりも中高音

をよく吸収する。人の話声は低音でゆ0- 5∞9 s でとの範囲では吸音率が

5 - 7  ｾぢで比較的小さく適材とはいえない。

(2) 遮 音

遮音性は比較的良い。ただ単一盛と して使用した場合に壁面IC音が斜

めに入射すると ，ある周波数の音が通りやすくなるいわゆる コインシデ

ンス効果が生ずる乙とがあるので注意を要する。厚み 75- 1∞m mの場

合3∞- 5∞%でおとる といわれる。 A L Cの遮音性能を他の材料と比較

したものは表 3 の通りで コンクリ ー ト煉瓦に比べると 2 i!fi J位低いと いえ

る。

間仕切などに用いて遮音性能を持たす場合には硬さの追う材料を何屈

も組合せた複合壁体にするのが効果的である。

表 - 3 透 過 損 失 表

名 称 | 厚 み I 50時 I 100時

• 

A L C  40db  

43 H  

レ ン ガ 50  H  

4. 標準ディテール

A L Cの工業生産品としてのメリッ トを生かすためには標準ディテ ー

J レによる必要がある。 ζ れらは A L Cの特性を考慮し ，研究会の実験結

果と数多くの工事実績によって確認されたもの といえよう。ディテール

へーベ J レ l気乾状態 1c m浸，貴)

会社提携資料
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は各社ほとんど共通であるが，乙れらについての原則的注意事項は次の

通りである。

(1)  A L Cの共通的欠陥は局部破壊である。乙れらについての配慮を

する乙と。

(2) 屋根および床IC使用するときは A L C両端のかかりについては規

定の数値の確保をするとと。すなわち主要支点間距離の lh5 以上，

かつ 4c m以上。

乙れらについては設計基準第 14条「パネルの取付 J で規定されてい

る。なお乙れらのより所は前節めり込，断到の物性の研究会の研究結果

である。

標準ディテ ーJ レについて屋根，床，外壁，内

部間仕切についてその考え方，注意事項をのべ

る。また各メ ーカーのカタログからその代表的

なものをあげそれらについて若干補足説明す

る。

4.  1 屋根，床版

4. 1. 1 一般注意事項

a. 取付ける方向は次図で( ロ) の方法が作業

能率がよい

ω 雇畳

〈吋 師匠t
b .  ｾ汗端などの持出しは版厚の Ｓ 倍以下。

C. パネ J レの両端のかかりは主要支間距離

のち ｾＵ 以上かつ Ｔ｣ｭ 以上。

d .取付におけ るたわみ

屋根，床版の場合，両端支持の単純梁に

なり ，鏡みが大きく なる。乙の鏡みを

少なくするために版を述梁として働く

ようにパネルの上端に鉄筋を入れる。

位置固定のためにプレートと かボール

トを使用している 。

邑L FGtく3d

日
干

鉄筋

図一 13

4. 1. 2 取付詳細( 表 4 )

(1) 鉄骨下地 ( No. 1)

最も一般的な工法で，梁上端lζ 取付けられた

金物 ｦｃ Ｖ ｾ Ｙφ の 連結鉄筋を婦入し ， 接合目地

にセメントモルタ J レを流し込む。

(2) R C下地 ( No. 2)

最も一般的な工法で，長手方向の連結鉄筋を

直角方向lζ 入れた鉄筋でおさえている。

(3) 向上 ( No. 3)

鉄骨下地 ( No. 1  ) の工法と考え方は同じであるが，アングルのアンカ

ーボールトの定者を十分検討する要がある。

4. 2 堅積外壁

4. 2. 1 取付の種類

(1) パ才、 J レの接合部に鉄筋を挿入し ，セメントモルタノレを充填一体化

するものと . (2) 鉄骨梁. R C 梁 lζ パネ J レの荷重をもたせるも のとがある。

(2) R C梁また はスラブ (No. 4. 5.  6. 7) 

仕上りは No. 4 の方がきれいであるが，スラブ厚が十分ないと納りが困

難である。コンクリ ート かぶりは35mm以上必要でt ある。 (No. 6. 7) は

表- 4 取付詳細図( 屋根版. 床版，竪積外壁，横波外壁) 説中の数字はカタログの頁数をあらわす

鍾体 詳 細 図 シボレ ックス へーベJ レ イト y

平プレート

t担JZ
119 

82 
17  

鉄骨

版庫75 200明 版l車75- 150酬 版厚80- 250

屋根版

しプレート ③ Ｎ ｾ事 18 

床 版

R C  

務入ZZポールト
120 83 20 
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上記鉄骨梁の場合iζ 準じたものである。

目地は原則としてコ ーキングによっている。

4.2.2 取付詳細( 表 4)

(1) 鉄骨下地 ( No. 4)

上記の(1)の工法によるものである が，梁とはプレート によるので乙の

部分の強度的検討を要す。

(2) R C下地 ( No. 5，6)  

R Cのスラプまたは梁にパネノレ荷量を支えるもので一般的工法であ

る。

(3) 向上 (No. 7)

パ才、ノレの荷重は荷受用アングJ レにかかり ，風圧の吸引力に対 しては押

え金物が分担する。 比較的入念な工法である。

4.3 横積外壁

4.3. 1 取付の種類

(1) 縦目地部分にプレート を立て，パネルをひきつけるものと ，(2)目

地部にプレート を出さずにアンカ ーポー J レト によって柱にパネルをとめ

るもの と， (3) H型鋼 ICパネルを側面からはめ乙む法などがある。最近乙

の型が多く用いられる。

4.3.2 取付詳細( 表 4)

(1) No. 8， 9， 10， 11 

目地金物は 3種類がある。 ぬ?の金物は560円1m，ぬ10は21∞円1mで

ある。 No.l1 は特殊型のプ レート である。

(2) No. 12 

乙れは取付下地の鉄骨が強固なと き以外は使用しない方がよい。 No. 12

では端部ボーJ レトは 2 本とめより ]; 本の方が下地の挙動による影響を少

なくする意味で良いと考えられる 。

(3) No. 13， 14 

最近乙の種の型鏑を怠匠的』ζ 外部に見せたものが多く用いられるよう

になった。

4. 4 間仕切壁( 表 5 )

(1) 鉄骨梁 (No.1. 2， 3) 

No.1. 2， 3，と も同じようなものであるが，No. 3は取付部でクラックが

起りやすい。特 IC厚75- 1∞のものの使用はさけた方がよい。

(2) R C深またはスラブ ( No. 4，5) 

仕上りは No. l の方がきれいであるが，スラプ厚が十分ないと納りが困

難である。コンクリ ート かぶりは35m m以上必要である。

5. 施 工

建築材料がその性能を十分発揮するためにはその長所を十分生かすこ

とであるのはもちろんであるが，その反面短所をカバーするように配慮

されなければならない。乙の窓味で A L C を見ると次のようにいえよ

つ。

長所としては，物性函で軽量，断熱，耐火性であり ，プレハブ材料と

しての高い寸法精度であろう。

また短所と しては低強度，吸水性，耐衝撃性などが主なものであろ

う。乙れらについては前に述べた通りである。今乙れらの長所，短所Ir

関連して施工についての一般的注怠事項その他を挙げる。

5. 1 材料特性と施工

(1) プレハプ材料と して

a. 版の寸法， 種類はできるだけ規格品を選定する。使用種類はでき

るだけ少なくする。

b. 現場加工はなるべく少なくする。

C. 軸部の取付とくに下地がコン クリ ート の場合は，コン クリート面

の精度を考慮して逃げのとれるよう考える。
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(2) 強 度

A L Cの強度は一般にコンクリ ート の弘- Y s であるが，とれ らは気乾

状態におけるものであり ，飽水すると 10- 209ぢ低下し，比強度は% 位に

なる。とれらは次の吸水性1 L 関述して注意を要する。

(3) 吸水性

A L Cは吸水すると強度，断熱性， 発錆，凍害など物性の変化や，ク

レームの原因となる。乙のため防水処理，および仕上処理は A L C施工

の要点となる。防水を含めて仕上についての問題点については後述す

る。

(4) 耐衝撃性

A L Cについての一般使用者と しての認識は， 取扱いIL おいてきわめ

て壊れやすい ζ とであろう。メーカーの工場見学または現場における角

欠は随分気になる乙とである。

乙れらについては研究会その他で実験され，その結果はさきは記した

通りである。乙れらを考慮 IC入れ，標準ディテ ール もすでに検討されて

設けられているが，施工にあたってはそれらのより所を十分認識してお

く必要がある。

5.2 製作，運搬，仮設，保管， 小還織

施工 IC関連した製作から小迩搬における一連の工程は A L Cというプ

レハブ材を建築 Ir 生かす場合に種々の問題点を含んでいる。乙の工程に

おける要点は A L C材がオートクレー 7' から出たままの状態で，すなわ

ち最も破損の少ない気乾状態で迅速に，最少の経費で所定の位置に取り

つけられる乙とであろう。そのための辺搬施設の機械化，積込，穏卸道

具の検討などがメーカー仰lでなされている。設計計画時にお いてζ れら

について十分配慮する必要がある。施工計画においては君主込，電!i 卸を少

なく ，迅速に取込，取付けるよう ，仮設の検討，工程の調整に窓を用い

る必要がある。現場の保管はなるべくなくするように心掛け，やむをえ

ないときは十分な防水を考えた養生が必要である。

5.3 施工体制

A L Cがそのメリットを十分生かし得るかどうかは施工体制に関係す

ると乙ろが多い。現状の施工体制は次のように若干各メ ーカーにおいて

臭っている 。

表 - 6

| 担 当 | 摘 要 | 担 当 | 摘 要 | 担 当 | 摘 製

速 搬

シポレッ

工 場 受 取 旭 化 成

イトン工

クス販売 柴田t

保 管 ( 元 締 ) ( 元f I I ) ( 元締〉

小 運 搬 (  "  )  

へーベ J レ イ ト ン

販売庖 代 理 庖

仮 役 (  "  )  
〈 元 締 ) ( 元 精 )

荷 役 股 備

元時又は

契約による

γ ポ販売

加 エ

シポレッ
r、_，、'J レ イ ト ン

クス販売 販売庖 工 事 限

有B 修 (  "  )  

股 備 配 管骸 などの

補 修 は 当 業 者

M 

取 付 (  "  )  

直接取付ポ附皿金

"  

直接取付附属持金

物 は シ 販 売 物は工事録

特 I C>' ラン ト

別象途仕上者
仕 上 持 管 を プ レ コ ー ト す 別 途

るE とあり

E の裁は原則を示すも のである。治合 ICより取付などは本法外が施工する E とあり。

一般に製品は工場渡しである。保管，仮設は元諮業者がなす。加工，

補修取付はシポレックス ，へーベJ レは専門業者が施工し ，イトンはイ ト

ン工事課で担当している。 ζ れらは原則であり ，場合lとより取付は別業

者になる乙とがある。乙の場合には十分注意が必要である。 仕上はいず

れも別途工事である。仕上にお ける 問題の発生は主として乙の辺にある

ように考えられる。

( 以下次号〉
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昌 村 次 郎

瓦の銘 ICよると ，吉重は応永十二年 (1405) 28才の時，法隆寺の大講堂

の瓦造りの頃から瓦大工となった。西円堂( 同四年) 五重塔( 同十一年〉の

改修の頃は先代の国重の銘である。彼の落容の中 ICは瓦土の乙とが多

く，さすがに名を残す人の職人気質を焼付けている 。嘉吉二年( 1441) の

ものに「コノッチワ ，ヲウカイトノッチナリ ，スイフンヨシ J (釈，此土

は大垣内の土な り随分良し) i ニシムロノ土ト ，フ クイの土トヲ，ハフンアワ

セニシタル土ナリ，ヨキカワ J レキカシランカタへナリ ，ヨクワノムニモ

トJ レヘ シ」 (釈，西室の土と福井の土とを半分 IC合せた土が良いか惑いか知らんが為なり

良くぱ後 ICも探るべし) 土砂の混和の割合を試しているのである。次に境内

の土IC目をつけている。「ハジメノ瓦ワ永享八年六月六日ヨリハシ 7 ) レ，

ヲナ シキ十二月マデック J レナリ， コノフ スマ瓦ワ( 註，会瓦〉ノチノヲイ

ツクリ( 註，退作り〕ノ瓦ナリ ， コノ土ワシキタウ〈食堂) ノ 7 エノッチナ

リ」とある。 ζ のように吉重の自には ，いずとの土も埴土lζ 見えて，職

人気質の仕事! L対する執念に燃えていた。能の世阿弥が風姿花伝を書い

た頃であり，やがて能阿弥，相阿弥，善阿弥などの芸能，芸術家などの

名人の輩出時期で，ようやく彼らの登場と時を同じくして建築の優秀な

工人達が頭角を現わし始めた乙とがわかる。 その落書の中に 「大乗百法

妙門論只南無阿弥陀仏銭がほしくて」とい うも のが見つかった。仕事を

しながら和尚の話を思い出し ，ニヤニヤしながら寄いたであろう瓦であ

る。このような職人と ー絡に仕事がしたくなる温さを感じる 話ではあ

る。

以上のような技能工が活躍した時代を雄弁に物語るように，わが国の

建築も新旧の外来文化を完全に消化しつくし ，社寺を初め邸宅殿館iζ 至

るまで，純白木風ともいうべ き遺構が数々残されている。屋根茸の上か

ら見ても ，円覚寺の舎利殿の笠葺，金銀閣寺 ・永領寺ほか数々の名建築

の神社の桧皮葺，三十三間堂の瓦葺など，建築の手法も材料も自由にと

なして好みを思 うまま! と表現しうるに至り ，遂には数寄屋茶室の創作 IC

遊び，中世の最後に至って陸自に価する安土城の城郭建設にまで発展し

たのである。乙れより先，室町幕府の衰退と反比例して，地方の守護大

名を初めとする強豪遥の拾頭となり ，経済の発展と調子を合せて有力大

名が領域の拡大を進め，また段村共同体の拡大化と共に城下町，宿駅，

港津町，市場，門前町などと地方都市の続出となり ，建築技術の地方分

散にいよいよ拍車をかけるに至った。そして遂には地方に も大内氏の城

下町山口のどとし小京都を誇る都市さえ少なくない状態になった。中

世の初めの鎌倉時代には， 京都と奈良を加えた建築の遺構は地方がやや

多い程度であるのに，室町時代には地方の遺構が一躍全閣の七割五分に

も達しているのは，京都の度重なる災害など一概に遺構の数で一般を推

し測るととのできないのは当然ながら，その以前の地方の建築の貧弱さ

を思う時，一見中世末の混乱期になお乙の実績のある乙とは建築事業の

急発展を物語っているといえよう。

かくして瓦業の普及も進み，同時に関連産業である陶磁器が，道元禅

師と中国 IC渡った( 貞応二年. 1223) という加藤藤四郎が瀬戸に窯を築いた

のを初め( 異説もある) .  瀬戸には室町末すでに数百の窯があったと伝

え，知多半島 ICは南北約六里にわたり千に近い窯があったと伝えられ

る。また永正五年 (1508) には松阪の五郎太夫祥瑞が明 lζ 渡り伊万里焼を

初めている 。そのほか近江，丹波備前など各国に窯の名をなしたととろ

が多い。瓦とは一段と高級品の兄貴格の窯業の発達は，弟分の瓦の生産

に関する 1I艮り ，技術的にもまったく心配のない段階に達したと断定でき

ょう。

そのような状勢下! L . 瓦K は申分のない大きな刺激弾が飛び込んで来

たのである。すなわち ，天文十三年( 1543) 種子島に銃砲火薬の輸入があ

り，折柄戦国時代の最中であったので，たちまち諸将が競ってその採用

IC走り ，戦は火器による機動力のある集団戦とな り，耐火的で集団を抱

擁 しうる城郭の必要に ，各武将は瓦至宝塗篭の城の建設に急を要するに至

ったのである。あたかも鉄砲火薬は瓦葺のブームえの火蓋をも切ったの

である。

そして如上の社会状勢は天下統合の必要の機運を一層促進し，天下布

武の野望に燃えた怪傑織田信長が先頭を切っ て着々と進め，その途上い

かにも武将の創造ら しい豪壮華麗な雄姿を誇る安土城の建設となり ，桃

山時代の華々しいさきがけとして碧瓦七層の天守閣を美しい琵琶湖湖畔

に築き上げ，天下を牌脱するに至ったのである。

戦国末から近世初期の城と瓦

戦国時代の後期までの城ともいうべきものは甚だ粗末なもので，豪族

の住居たる館を，いざ鎌倉の場合の一族一党の寄場として一時敵の急襲

をかわす程度の備えでしかなかった。すなわち館の周囲に濠や塁を囲ら

し， その上lζ 塀を設け，要所Iζ 物見櫓を造り ，敵の動青争をうかがい或は

応急的に狭間から弓矢で応戦できる程度のもので，当時の軍学者が「如

何に小さくとも塀櫓狭間を備えたものを城」と定義しているのは，おか

しいように思われもするが，当っているのである。古代の圏内実力第一

人者蘇我馬子の邸が，七百年ばかり経て，地方武士の構と似たようなも

のであるのも面白い。飛道具が弓矢であり ，武士の一騎打ちの戦を誇り

とした当時としては，大した構えも必要なかったろうし，武将遠の興廃

恒なく変転極りない周辺の動向! L . 大名達IC も腰を据えた施設は全く意

味がなかったのである 。乙の時代の館の構えは板葺瓦葺など混用されて

いたが，信長や家康などの活躍が活発になる時代頃から兵器に火器の革

命があり ，戦が集団戦と なるに至 り， 城も急速に耐火的な，或程度の広

さを持つ城らしいものに変化してきた。そして後の天守の原型とされる

櫓が文献にしばしば見えてくるのである。

天守の初めは室町中期の伊丹城の天守ではないか( 古川買春氏) といわ

れ，主殿造の屋上に望楼を乗せた形式のものであった。明良洪範には

「天守の初りは井楼より起る材木を丈夫に組み上げて塀を塗りしが次第

に高く大きに成後に天守 と成る ..... 云々 」また逃漏物語巻八の尾張楽団

城の天守は「城中に高さ二間余の檀を築き其上IC五閲に七間の矢倉を造

り屋上の真中に八畳敷の座敷を設け八幡大菩鍾愛宕権現を勧請し弓，手

楯等をも禄通りに多く掛け置く」と あり，また時代が下るが，高松城の

若見婚は四本の柱を最上階屋根裏まで通 し， それを真に し城櫓の形造り

をしている。また平面的に見ると ，日本住宅の基本型の回の字平面の主

人の聞を積上式にし，構造上，階を重ねる程面積が少なくなり用途も自

ら定まってくる。以上の平面と構造上の屋根の納りが形の上の変化とな

り，四方から見ても姿美しい天守という独得の建築物の誕生を見たもの
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である。屋根が複雑になり高く なる と，構造上からも火器の防禦

の上からも屋根は瓦主主となり ，壁土白亜の城となっていったと思

われる( 註，その城の初期の変化は拙稿「いつまで平と石灰J IC図示している〉。

乙のようなあわただしい城の瓦仕事のさきがけを勤めた一人と

思える瓦工IC寺烏藤右衛門という者がある。彼の経歴は伝えると

乙ろによると ，祖先は紀州粉河寺の問r. 寺島の出で，寺島三郎左

衛門直治の代lζ 根来より天王寺lζ 移っている。居住地から代々寺

院の瓦職が本業であったようである。天王寺K 移ってから豊臣氏

の御用を被っている。大阪城の瓦は彼ら一党も関係が深かったに

違いない。と乙ろがいかにも後に商人として大成するだけの才覚

人で，それより以前天文頃すでに三河の家康の先々代清康の l期 ζ

徳川氏に出入していて，徳川軍が出動の際は彼も共に従軍し ，家

康の乗馬用の! l i i ! を毎日納めるのが同軍の戦場での吉例であったと

あるから ，上下の人達への彼の商売人としての売込方の甘さがわ

かる 。いわゆる 死の商人式の出所進退で，車ijij 霊や工兵的の人集め

京名所図 (南蛮寺〕神戸市立南蛮美術館

や軍の雑役 ( C一役も二役も買っていたと思える。ちなみに大名のもとに

政商迷の出入のはげ しくなっ たのは乙の頃からである。かくして家康が

岡崎城に入る( 永保三年 1560)頃になると御目見えに預り ，瓦御用を承って

いる 。そ して元和の徳川の大阪城再興には大阪の三町人の一人と して，

士分として瓦業の独占権を握るまでにのし上った。当時の南瓦町は彼が

幕府から貰った町名である。ま ζ とにあわただしい世の移り変りを正視

しTこし、。

彼がそのような動きをしている頃信長の天下統合の活躍が急速に進行

していた。信長の東奔西走の歴史的足跡から見ても ，到底腰を鋸えた城

構えをする余裕もなく ，僅かに彼の転i践の帰話の内 lζ 木下藤吉郎の一夜

城のｾ・や ， 同じく高位城や鳥取の城攻などに仮陣営の模様などが ， 信長

公記や大閣記の説話iζ ，応急施設の話が残されている程度である。しか

し信長が足利氏を亡ぼし天下一の実力者になると ，満を持 して自重した

時代経験を生かし ，また義昭の二条城や内装の建造の経験を生かして，

天下布武の第一段階の根拠地として未曽有の安土城とその城下町が，雄

大な企画により ，いかにも戦時中らしく急速な実現を見るに至ったので

ある。城郭と城下町の大構想は ，すでに上杉謙信の春日山城とその城下

町にHf t t l 気なが ら伝えられると乙ろがあるが，明確を欠き ，しかも次第に

拡大された自 然膨脹的な城および城下町であったらしい乙となと‘ から ，

安土城乙そ武将創造の雄大な造型とみてよいと，思う。( 春日山日記〉

安土城は信長公記によると ，天守は「瓦焼唐人一観相添へられj苫機 ( C

仰せつけられる。」とあるように日本瓦ではないように表現されている

が，現存の残片には日本瓦も多く ，建物により混用されたのであろう。

最近久保田正男という城瓦の 7 ニヤが，安土城で銀灰色，金色の瓦と赤

い中国風の瓦を発見したという ( 日経新聞43. 2.7A  同氏は筏井成広氏及び鳥羽正

雄氏の指導をうけた) 。とすると ，天守は東京サントリー美術館の南蛮5手風

絵の背緑赤黄( 金 ? ) 灰 ( ? ) のものに似てくる。天守は庇様で，それ

以外の城郭や総見寺以下の寺院などは日本瓦であった。耶蘇の神学校の

みが信長ICy ! : されて天守と同じ唐様と伝える。元来安土の近くには近江

を三百余年支配した佐々木一族の観音寺山城や3Z作城以下があって，そ

れぞれrli .I;sPl Tでもあった城下町であり ，; n; 作城下lζ は瓦屋の根拠地があ

った由緒で，瓦} 丞寺が古くから今もある 土地柄で，付近には日本瓦の使

用も相当日; あったととが考えられる。そのほか近江の蒲生郡，甲賀郡地

方は古代から帰化人の移住地で富裕の土地柄であり ，石塔寺，永源寺な

どもあり ，言起業地{ 言楽の道は東大寺瓦の産地相楽郡を経て奈良』ζ 至る 道

であるなど ，瓦の供給施工にはもっとも便宜を得た土地である。そのよ

うな充分な下地のある 上( ( ，天守と耶蘇神学校がm風の瓦を使用したと

明らかに数種の文献に見えるように ，奥様な瓦が使われた乙とが事実と

すると，下地のある周辺の瓦業の技術上 ( C一大刺激を与えたと とは疑い

なし、。

観は正規町天皇の代( 1557- 1585) Iと九州の平戸に来朝して 明様の瓦

を焼いていたといわれ，当時明の王直のごとき五島 lζ 移住してきで私貿

易をし ていた位で正史に見えるより明との交流は多かった( 日明関係秋山積

56 

蔵氏〉。前記の南蛮扉風絵で見られるように ，平戸長崎辺で底風の瓦が或

程度用 いられていたものが，耶liL信教土遠の要請でt その瓦工透が上桝し南

蛮寺の瓦を2まいたのが，安土減とー観との関係のできた機縁であろう。

( 南蛮寺は天正元年上京焼打の後 iζ 施工 IC.ll手 1 . 2 年の内にできた。日本初期基督教史. J  

ラウレス箸釈瞥85- 89. P ) 残念ながらその瓦は明らかにされるに至っていな

いが，日本瓦が明様の布目瓦となり ( 八木益三郎氏) ，徳) 1¥期 (C入って延宝

三年 ( 1675) 頃機瓦の発明が近江の人によりでき ，以後軽E と経済性の優

秀さからまづ京都，続いて江戸lζ 流行を見るに至って現在の瓦の端絡を

なくしたといわれている乙とと一脈通ずる何ものかがあるように思われ

もする。少なく とも瓦えの柄11の利用は，付近K 窯業の著名地があるだけ

に，技術的の好参考ーになった ζ とは認められる。文献的 lζ 見ても ，徳川

初期の流入と見られている「天工聞物J の著者宗応星は ，天文十年( l 日6.

安土城器工の三十年前) (とはすでに明の官吏 として活躍し ている人であり ，

同省の輸入は実際は伝えられるよりなおさかのぼって考えられる。問書

所1 ( & の造瓦法は参考になったに迩いない。

乙れらの刺激が折柄の城郭砧築の瓦ブームの直前にあった乙とは軽視

できない。さて安土城の主，怪傑信長も本能寺の煙とともに失せ，その

笠年秀吉が早くも大阪城l乙入ってい る。彼の大阪城も天下統一の途上の

工事であったが，本願寺の石山城の一部を利用して築城されたこともあ

ったが，地理的条件やその内容において安土城とはまた格段の差のある

大城郭であり ，築城 ( C人を得た乙ともあって，以後の築城の規範的なも

のとなった。続いて天下の統ーが成り ，地方の諸大名も兎』ζ 角一応安堵

の地を得るとともに ，なお一抹の戦への不安による本拠の自衛上の必要

もあり ，広島城，犬山城，彦板減，姫路城，名古屋城，松江城，弘前械

なと. 競って築滅され，名実ともに徳川の天下となった元和元年( 1615) 頃

迄の約六，七十年間に数十の城郊の築造の最盛期を迎えたのである。 乙

の短期間に城郭，城下町そのほかの地方都市が全国に満遍なく都市化を

急速に進めた乙とは，也・界の主ｾ築史界の内でも特筆さるべき盛鋭であ っ

た。瓦業も城郭，寺院，I J I ( . は江戸の大名邸，大阪屋敷や倉庫群を初め需

要の彩 しい増大K 著しい発展を見せている 。

しかし城郭建築も徳川氏のライパノレ豊臣氏の滅t とともに ，徳川幕府

の全国統一の総仕上的軍事，政治的の工作j切に入って，その建設には厳

しい制約を受けるに至り ，各大名は居城以外の出械などの破却命令IC続

いて，秀忠の代には大名の一国一城の制がとられ，居城の修理改造 ( C も

幕府の監督のも とに行なわざるをえない状勢におかれるに至った。 しか

も彼らの財政も ，徳川氏の彼らの財力の消耗政策や，切取強盗勝手次第

とは勝手の迷った封建制下の務存政の速営の無理が次第に表面IC現わ

れ，各大名とも 財政のjfil 迫はよ うやく甚 しくなるという 両面の事情を主

(ζ ，さしもの戦国時代生残りの ，否々の耳に残る豪将途が次々と姿を消

す| 時代には城郭建設の準々しい事業も全く影をひそめるに至ったのであ

る。

( つづく)

• 
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日 本 建 築 協 会

月間の動き

口昭和43年 9 月分 口

理 事 会 |

19日 4 時- 51侍 於 会館集会室

出席者鷲尾副会長ほか 7 理事

議事(1)昭和43年度委員会委員追加委l属の件

(2) 建築物安全基準試案 IC対する窓見性提出

の件

(3) 中華民国台湾省建築師公会々員来日の件

(4) 入退会者承認の件

(5)報告事項

部会世話人会

19日 3 11寺- 41時 於 会 館 集会室

出席者石崎世話人ほか 4 名

議事建築各業種間の連繋と相互の繁栄策につ

いて協議

編 集 委 員 会

表紙デザイン小委員会

2 日 正午- 1 1時半於会館集会室

出席者村尾委員ほか 1 委員

山田デザイナ 一

議事 9 月号までの表紙デザインの批評と来年

のデザインについて

青年技術者選衡委員会

13日 2 時- 4 時 於 会 館 集 会 室

出席者足立委員長ほか 9名

議事(1)青年技術者選衡

委 員 会

13日 4 時- 6 時 於 会 館 集 会 室

出席者足立委員長ほか 9 名

議事(1)10月号= 都市の アクセサリ ー特集経過報

l J=.  

口

(2)11月号= 第15回青年技術者特集について

(3)12月号= i新都市計画法をめぐる諸問題」

特集( 仮称)

(4) 来年の テーマに関して( 常任幹事会報告)

(5) i 建築と社会」誌 8 月号のアンケ ート 集

計結果

(6) i 私の建築遍歴J について

(7) i建築 と社会」 昭和43年度収支経過中間

報告

常任幹事会

13日 6 時- 91待於会館集会室

出席者足立委員長，島津，八尾，笹川各

幹事

議事(1)来年 1月号= fll 築産業特集( 仮称) 案lζ

ついて

(2)来年の 2月号以降の特集テーマ

青年技術者特集掲載資料打合

24日 l  時- 5 時 於 会 館 集 会室

25日 10時- 3 時

出席者 15名( 随時来会，一節句話ーによる

打合〉

議 事 掲;1良資料について編集担当と打合せ

編集アドバイス会議

24日 5 時半- 8時半於会館集会室

出席者 足立委員長，三村氏，大久保氏，

太田氏

議 事 来 年 の 編 集方針，テーマ ，などについて

委員以外の方か ら怠見聴取

住 宅 委 員 会

住宅スライド小委員会

3 日 5 時半- 81時 於 会館 3 階会議室

出席者奥山主査ほか 4 名

議事 スライドのまとめについて

委 員 会

10日 5時半- 8時 半 於会館集会室

出席者野々村副委員長ほか16名

議事(1)住宅スライド作成小委員会報告

(2) 各小委員会改組に関する件

住宅スライド小委員会

17日 6 1時- 81時 於 阪 神 特別室

出席者奥山主査ほか 4 名

議事(1) i 7 イホームを見て歩く」シナリオの検討

(2)小委員会のメンバーについて

出 版 委 員 会

構造部会

3 日 61時- 8 時半 於会館 3 階会議室

出 席 者 宮川部会長，多国幹事

議 事 部 会運営について

施工部会

6 日 6 時- 8 時 半 於 会 館 集 会 室

出席者 荻原部会長ほか 8 委員

議事(1)木村喬夫，楠部年彦，高橋裕 3 氏を幹事

IL選出

(2)左宮工法指針改訂版と企画図書の検討

建築の知識編集委員会

10日 正午- 2 時 半 於 会 館 集 会室

出席者伊藤委員長ほか 5 委員

議事(1)出版工程の検討

(2)最終原稿の検討

| 建 築 デ ー タ シ ー ト 編集委 員 会 |

編集D グループ打合会

4 日 51時半 - 9 時 於 会 館 集 会 室

出席者 伊藤幹事ほか 4 名

議事(1)目次につい て

(2)No. 9 ， 11月号の掲載シ ー トについて

(3)No. lO， 12月号の掲載シ ー トについて

編集B グループ打合会

4日 5 時半- 8時 於 会 館 集 会 室

出席者篠崎幹事ほか 2 名

議 事 総 目 次 と次回の企画について

編集E グループ打合会

6 日 正午- 2 1時 於 会館集会室

出席者 宮武幹事ほか 4 名

議 事 総目次と次回企画について

鉄骨工事執筆説明会

12日 2 時- 3 時半於会館集会室

出席者富士製鉄ほか 10社

西川幹事ほか 4 名

議事 企画内容の検討 と原稿執筆につ いて

デザイン分科会

13日 正午- 2 1侍 於 会 館 3 階会議室

出席者 池 田 幹 事 ほか 2 名

議事(1)工事別目次について

(2)アンケ ートの型式について

編集幹事会

13日 5 時半- 9 時 於 会 館 3 階会議室

出席者 中原，松村正副委員長ほか 3 幹事

議事(1)総目 次について

(2) D グループよ りの提案について

(3) そのほか

防水防湿工事説明会

17日 3時- 4時 於 会 館 集 会 室

出席者 日新工業，篠崎幹事

議事 原稿執筆説明

塗装工事企画打合会

18日 4 時- 6 時 於 会 館 集 会 室

出席者関西ペイン トほか 3 社

樫原幹事ほか 3 委員

議事 企画内容の検討

鉄骨工事企画打合会

19日 1時- 3 時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 富士製鉄ほか 3 社

西川幹事ほか 4 名

議事企画内容と原稿執筆

デザイン分科会

20日 5 時半- 81侍於会館集会室

出席者池田幹事ほか 3名

議事(1)工事別 目次に使用する色紙について

(2)工事別 目次の体裁について

委 員 会

26日 5 時半- 9 1時於会館集会室

出席者 中原，松村正副委員長ほか 8 委員

議事(1)総目次について

(2)各編集グループの作業，出版工程につい

て

(3)掲載会社の編成について

(4)会員よりの編集 IC対する希望意見の聴取

方法に ついて

(5)そのほか

事 業 委 員 会 J

見学会小委員会

4 日 5 時半- 7 時 於 会 館 策 室
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出席者 山野副委員長ほか 1;名

議事(1) 9 月実施する見学会についての経過報告

(2) 10月11月に実施する見学会の申込状況に

ついて

Ｈ Ｓ Ｉ Ｑ Ｐ ｾＱ Ｒ 月 の見学会企画について

(4) そのほか

各種説明会小委員会

5 日 Ｕ 時半 ｾ Ｗ 時半於会館集会室

出 席 者 近 藤 副 委 員 長，三宅幹事ほか 2 名

議事(1)第 2 図説明会企画について

(2)第 3 回説明会について

(3) そのほか

委 員 会

12日 Ｖ 時 ｾ Ｗ 時於あやめ館別館

出 席 者 政 岡，岡本，山野正副委員長，窪

出，小泉，三宅，打浪各幹事ほか 5 名

議事(1)各小委員会の事業企画について

ＨＲ ＩＱ Ｑ 月 ｾ ＴＴ 年 Ｑ 月の事業企画について

(3) 忘年懇親会の企画について

(4) そのほか

委員会終了後同所において懇親会を開催した

委 員 会

委 員 会

25日 Ｓ 時 ｾ Ｕ 時於会館集会室

出席者佐野委員長ほか 13名

議事(1)述築物の安全基準試案に対する怠見替の

件

(2) 建築益準法の一部を改正す る要綱案

(3) 設計者，施工者1<: 対する防災措置要綱

| 建 材 委 員 会

人工骨材工場見学会

28 日 l  時 ｾ Ｕ 時半

日本住宅公団住吉市街地住宅 ，日本セメント

株式会社大阪工場，株式会社大阪マ ーチ ャン

ダイス ・マート ・ヒツレ 参加者11名

「一面
声 同

ザー

.o‘ 

=  

第 2回原子力発電所建設工事見学会

関西fG力美浜発包所

日本原子力敦賀発包所

14日 10時~午後 5 時半

多加者 22名

新建築研究ゼミナールと見学会

(朝日新聞社大阪本社ビル改築工事)

( 大阪府建築士会，日本建築学会近畿支部

と共催〉

ゼミナ - J レ

(1)設 計 に つ い て 竹 中 工 務 庖 花 房 文 一 郎 氏

(2)施工について が 天池嘉平治氏

(3) 設備について H  中村 猛氏

設計 ・施 工 株 式 会 社 竹 中 工 務 庖

20日 l  時半 ｾ Ｔ 時半

参加者 140名
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日本伝統工芸を見る会

(京都 「西陣織」町工場の見学と金閣寺の拝

観)

株 式 会 社 林 紋 工 匠

山勝織物株式会社

安田綴錦織物株式会社

金閣寺の拝観

28 日 l  時半 ｾ Ｖ 時

参加者 28名

3会 事 業委 員 長 打 合 会

26日 正午 ｾ Ｒ 時半

於大阪府建築士会会議室

出 席 者 政 岡 協 会，矢野士会各委員長

高木学会幹事ほか事務局員

議事(1)新建築研究ゼミナ - J レと見学会( 朝日新

聞大阪本社ピノレ〉の精算報告

(2) 10月以降各会の事業企画報告と 3 会共催

事業に ついて打合せ

関 西 都 市 ・ 住 宅 会 議 打 合 会 |  

30日 l  時半 ｾ Ｓ 時半於会館集会室

出席者共催団体事務局員 10名

議 事 第 9 団関西都市 ・住宅会議の諸準備並び

に各会の業務分担について

会 員 名 簿 竺 三 三 !

2 日 ＵＱ 侍 ｾ Ｘ Ｑ 待於会館 Ｓ 階会議室

出 席 者 山 本 委 員 ほ か 3 名

13 日 Ｕ 時 ｾ Ｗ 時於会館 Ｓ 階会議室

出席者事務局及び広告担当者 4 名

16日 ＵＱＱ 寺 ｾ Ｗ 時於会館 Ｓ 階会議室

出席者 事務局及び広告担当者 4名

万 国 博 に 協 力 す る 建設 資 材 展示 会

実行委員会

6 日 l  時半 ｾ Ｓ 時半於大阪建築業協 会

議事(1)出展申込状況報告

(2) 宣伝部会の経過報告

(3)会場 レイ アウ トの件

(4)出展者会議付殺事項の件

(5)そのほか

ス エ ー デ ン 都 市 計 画 写真 展 |  

( 本会ほか 7 団体共催)

会 期 ＱＶ 日 ｾＲＵ 日 Ｈ除 ＲＲ 日 ， 23日)

と乙ろ 明治生命館 1 階ホ ーJ レ

9月 の 入 会 者 〔敬称略〕

〔団体会員 5 社〕

関西吹付塗装工業会 丹治商1) 1 株式会社

中国電気工事側長門営業所 三図工梁抹式会社

明装株式会社

〔個人会員 65名〕

伊 東 祐 功 楠 本 武 志 西山 充

伊E高 和 雄 高 野 菜 秀 野中 武

池崎 lIli男 鴻 上 静 馬 日野 明

池 悶 袋 雄 佐 脹 怖 夫 久田 :a.l 

池山壮一郎 佐藤 孝 E長 光夫

強 蘇 浩 史 佐藤 勝 藤 沢 和 彦

逸見 鐙 斉 藤 敏 彦 説 本 絡 三

岩 照 正 治 ｾ絵盛男 篠 山 泰 弘

印E講 義 博 下 中 作 蔵 古 谷 正 尖

; j ; 伊勝治 外 野 利 明 松岡 党

岡 崎 恭 雄 問 中 幾 雄 三木 修

奥 直手町、 高谷 武 守回 T睡

金 光 昭 一 滝 川 昌 宏 森福 呈F

金 山 隆 興 竹 延 邦 議 森山 鋭

川 上 位 吉 武田 正一 矢I韓国久美

川 本 袋 縫 辰 巳 良 平 山 崎 健 一

河内 仁 谷 口 秀之 山 崎 大 地

木 下 和 維 沼田 尚 山 崎 容 光

喜代吉規男 中 島 鉄 雄 繊 倉 一 臣

岸 本 利一 中 原 康 雄 横 山 芳 治

久 保 一 服 中村 正治 吉田 宮主主 <f 

久保問継夫 栖 本 泰 男

〔准会員 39名) ( 氏名省略)

• 





l日ヨヨ 軍圃属語

シャッタ ー工 事 株式会社 鈴木シヤタア商会

朝且新聞 ビ、ル

大 理 石
関ケ原石材株式会社



• 

タイノレ工事

株式会社 関西タイル商会 株式会社 平田タイル

朝日新聞 ピル

屋上 ベノレシ ー ト防水工法 鐘淵合成化学工業 22



、.

インダクションエアコンテ、イショナー

株 式 会 社 建 材 社

空調設備工事

朝日新聞 ピル

地下 5 階 空 調 室
高砂熱学工業株式会社

， 



朝日新聞 ピル

給排水衛生 ・スプ リンクラ一 工事 25 西原衛生工業所大阪庄

、



朝 日新聞 ピル

特Z2i 受'心盤室惨

近畿電魚ヱ事妹夫合主土

電気設備工事

， 

ｾ＠ 11法エレベ ータホ ーJ レ照明

朝陽電気株式会社



V カー ドスライダ(校関宮11)

朝日新聞 ビル

大理石・テラゾー工事

タ イ ル 工 事

A 丸1¥V i i .び角 Y巳気送管(社会部 )

第一工業株式会社

株式会社 矢 橋 大 理 石 商 庖 大 阪 支 庖

大阪市東区高麗橋2の9(野村ビル) T  E  L  231- 4257 

株 式 会 社 矢 野 茂 次 商 庖

大阪市北区梅ケ枝町( ヤノシゲビル) T E L 3 6 4- 1051 

タイガー印が保証する燃えない建材

燃えない壁間仕切に ー …  71'hウヂtι 戸
防火襲警5い和風天升板 Ｕｾ 汗 ＣＱｉｩ

絡調高い天井板

モダンリビングに

マッチした抽象柄

;.. "7' トーニ 低rl コ音の吸音効果抜l J ! f .  ・71'h ι1--;'

7-ト守'r hーホート' 官 の22みない防火駁 YN19A7' ・

d 。 吉野后賓株式会結

大阪支庄 大阪市北区堂島浜通l - 25(新大ヒソレ) 344- 6691代

本 社 東京都千代間区丸ノ内 3- 2( 新東京 ビソレ) 216- 0951大代

65 



信用a6技術ど伝統の

7X771LトZ車専 業 大J吉

誓言矢偏商由

大阪市北区真砂町 5 番地 電 話 大 阪 364 代 表 0 2 0 6 - 9

ｾ園田･ＺｲＺ］］［Ｇロ アＭＭＭ お］吉｟ＮＮＮ｟ニュ

内 装 資 材 専 門J吉

|位 以 馴

室 谷 商 事 株 式 会 社

本 社

支 底

倉 庫

や1
1
戸Tli 生川反北-1<: 狭通 4 - 1  ( 尖杭Iビル)

直Jlu' ; l1訊 布1
1
戸 (33) 0881  ｾ＠ 3  

大阪市北区創出: l lI f50( 立ビル 51; 皆 502号室)

T直通屯新大| 荻 (364) 2031- 4 

神戸市立イト区八崎通 1 - 5 ('i l!:話 @2923)

前回 ｾｉ ミー悶ｾ帯

エク! な ifT工法 亨 ヲ q イト

奥山イヒ工業株式舎枇
点点目 ｬｩＧｬＧ 央 ｬ ズ ｪｬｾｈ ｫ ｬｊ 吋 Ｘ - 3  -;-t.t ;l丹(57 J )  2703 - 4  .  2370 ・4064 ・ 0264

j 、: I¥(ぇ11' . 引υ リl 大阪市町ＩＺ， ｾｉ ［ ｻｴｭｬＺ ＮＧ ｩＧ ｬｲ ［ 凶リ Ｕ - 4  "il l. 祈 ( 921)2497'  ( 922)  7280 

.1'， ，11"  ｊ Ｑ ｾ Ｚ ， ｉｉＧｉＧ［ｊ ｾ Ｇｾ 斤 ＱＧ， lli ，I;{ J¥i  r判 l正 ) i '，'，: 回r 33 HU ，r; ( 8 11 )3 6  6  0 ・3 1  0 4  

|特許 岩 元 式 ベ ン チ レ ー タ ー l
( 電動式並固定型各種)

元 式 ベ ン チ レ ー タ - A 型・ B 型・固定型

岩元式連塔換気装置( コンチニヤス・ベンチレーター)

新型 換 気 塔 N S ライン ( 強 制 換 気 扇 付 )

/特殊装置 による風量増幅1

新 型 換気塔 S F スー パ - l  i  

¥換気扇の能力を倍増する /

最新型 採光排気塔( 風光) スーパーライン特殊増幅装置付

スカイライト工事・通風ルーパー

スチール及アルミサッシュドアー・各種シャッター製作施工

の 他 曲 加 工 一 式
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岩 元 工 業 株 式 会 社

大| 仮! 打点成区京今里 |川 丁目 40番地

電 話 ( 981 ) 0 6 16 ｾ＠ 0 6 1 8  

--J 

‘  

J 民



電 気 設 備の 頁

設計施工

社

A

Q

E

 

式電

。B

l顎

社

営 禦 所

朝

本

社

2

1

7

4

刈

パ

ム

r

4

8

1

1

L

r

b

T

 

トt

!j. : ( J 江主社

j斐

-1<  

営 業 所

瓦 111;

業 所

会 社

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式

大 阪 支 社

主 社 長 姉 }II 11::リJ

大阪 di 点[ i Z，:・:i 9l H応II.丁目 て八 俗I也 百HA大阪 (202 ' 0325 - 9  Ifi  

，j，; 十| 東 京 都 千 代 m[iZ 1珂 N'III 1 丁 114l f i I也 5 υ

主 ! I 札 純 ( 111 f; . ) L /  1付 れ 山 ) ; l . .  tlo'r ｉｾ ， ｪ＠

出 張 所 Il ! !川 ・ 1I 河 . l¥V， 浜 ，'iP 1判・ i，' ; 111 

電 気 設 備 ⑤

気 株

代表取締役 山 本 ↑ 奪 三

大阪市北区中之島 3 の 3 ｾｊｕ ビルデ イング

T E L 代 点 (448) 1  3  6  1  

大 阪 市 凶 区 上 i主 婦 通 り 4 の 8

T  E  L  (1.;: }A (448)  1  3  6  1  

J江町11 di rJ' J;'; 1メ l叫 ノ ボ! u 11' ｻｾ 田 ｦ 1  :1 

T  E  L  ( I . ; : }A 811 9  2  9  6  

各 種 電 気 工 事 設 計 施 エ

リー信罰ｾ - i - 仲一位 ..0.. 

} 帯 電 刃 株 誌 ま

取締役社長 浅 海 正 雄

大 阪 ， Ii -Jt 1><: ｾ怯 ｉｬｦｦ /  r  11 2  

屯 J 大 阪 (:;62) 8  7  () 

*  J;C  nJ S  /.1' r逗 赤 I反 1 r  ｉｾ＠ 5 併 7

r日，1/; (481)  8  6  2  1 代

名 山 hl ・- I ' L ITlI! .  1/，¥ 

ｉｴＡＮＡＮ川 ・備 浜・ ｴｬ ｾ 1.公 ・制: ! 路 ・

電 気 工 事 設 計 施 工

社
ふ
一

A
式株

信

一

川

三軍車

電，藤工

市

大阪市北区里子崎町六九ＱｬｊＺ ｍｾＭ . 大阪 (313) 代点3456

東京支庖 東京自fl 中 央 区 西 八 丁 堀 二 丁 目 十 二

ｾｉｩＺ＠ 訴 (553)  0  0  1  1 代 表

名古hl ・神 戸 ・岡山 ・合数・広1::; .  ｾｴ＠ JvJ+I 

西 村 庄取 締 役 社 長

営 業 所

設 計 - 施工

A

Q

一

A
式

喝'
電 気 工 事

中

電 気 工 事 ・ 計 装 工 事

設 計 施 工

社

取締役社u 中 本 正 明

社 大 阪 di h&: 点|ベn ，[  !U 之 Ifl f ｾ＠ r  11 .  h  

，0 : ぷ 大 阪 (!) :l l ) Ｈ ｾ ｨ＠ 7  :1 4  1  -ユ

0 3 8 8 ・ 2 1  9  :1 

太田t，{ 'n地点I><Jf ，[ !l.[ 之田f :. I'} 1  必，Ji 大阪 (叫l)il 刷1

ｲＮＭｾ＠ ｬｾ＠ ｴｾｾ ｩ 副Ｑｩ ［ Ｏ ｲ ｲｬｩ ￭ 卸 ｬｦｩｬ ｪ ，ＮｦＡり ＺＱＶ () '，[l"，f;出Il' /r 2  ｾ刷 ￯ Ｎ ｉ ＺＡＭｉｾＩ＠

株
と
一
刈

号 骨

司，本

本

社

大 阪 市 北 区 I勾 垣 町 1 6 番 地 ( 来 阪 急 ビ ル )

屯 話 大 阪 ( 313) 1  1  0  1  ( 大代)

支 庖 東京・名， liJ -t!.. ｖｈｾ Ｇ 広 ｽ［ｨ ・ 九， ＱＫＱ ・相ｪｉ ， i  

A

Q

一
品式

1.A己
三

日

，a
E
'
 

株

!京

業

来

エ

取 締 役 社 長

原栗6逮

資 材 倉 庫

奈良営蝶所

支

各 種 電 気 工 事 設 計 施 工 ・ 制 御盤 製 作

野 里 電 気 工 業 株 式 会 社

取 締 役 社 長 池 内 文 夫

阪 市 西 淀 川 区 中 白 星 町 1 丁目 J J  0 岳 地

電 話 大 阪 (472) 代 表 J J  0  J  - 7  

東 京 都 品 川 区 西 五 反 田 6丁目 25番 11号 ( 福 島 ピ ル )

電 話 東 京 (491 ) 1746 (492)0182 '  0350 

北 九 州 市 小 倉 区 鋳 物 師 町 2 3 番 地

電 話 小 合 ( 56) 5  6  6  5 ・5 8  1  8  

潟 ・ 千 葉 ・ 和 歌 山 ・ 名 古 民

キ土

宿

本

社

Ｈｾ＠ ulfX締 役

大 阪 市 北 区 制 定 田T 5  0  (堂ピル 7 附)

γ日 JA ?処 3 6  7  1  ( 代)

東京加) ，ド央 l孟11 Ｑｾ 情箱崎町 Ｓ r  1.1 2 待地

従，! ，ri @  1  4  7  8  ( 代)

111 山奇 ・fII I央 l以 . tJi.よ ・弘" 111 

夫

工清

興

敏

凡

又事工

担

割

川電

林

株 式 会 社

ネ土本

営 業 所

后支

8芋出 娘 所

出 張 所

電 機 株 式

取締f支社長 嘉 納 伝

大 阪 市 北 区 制 笠 岡 丁 五 O ( 堂 ピ Jレ三階)

電 話 (364) 1  4  7  1  ( 代)

東 京 船 中 央区 明石町 6 - 2  3  ( 辻孝ピ ル)

'11! J苫 ( 542) 5  6  4  1  

名 古 屋 市 北 区 城 見 通 二 丁 目 ニ o 11¥:!也

'11! Jli (991)  5  1  3  1  - 3  

戸 市. t ! f i . 市 ・高 槻 市 ・ 姫 路

電 気 工 事 設 計 施 工

卒 富 士 電 業 株 式 会社
社

A

Q

一

A

電 気 ・唆 冷 房 ・空 間 エ 司E設 計 施 工

宝ゐ

J と

大 阪 Ili IJ Lj I>( -I t幼1¥i  t: I:!位 1 J 川(: ) [) 

電 話 大 阪 (541 ) 0564- 7 ・7!48- 9

東 京 ・ 名， Ｑ ィｉｩｾ .  Il 、 山

111 取締役社長

社イヌ

.n 

宇土

本

支

;;ベー業JIJr

営業戸斤

liiiJ 

ifi 神出張所

寄 種 電 気 工 事 設 計 施 工

株式会社 ヤ マ ト 電 気

電 気工 事 ・言十装 工 事 ・設 計施 工

A

A

一

A

山 本 永 造

大 阪 市 北 区 凶 沼 川 町 1 5 信 地

'tu  ，i5 大 阪 (364) 代 3 0  5  6  

東京都港区新楠 5 - 3 4 - 6 紺! ' i 1ピル 5 術

Ｍ ｩｬＡ， ｩｾ＠ 東京 (434) 3848 ・(431) 8435 

大阪 ｉｾ ， ￮ 札眺 ・れ， 'i h!. ・JlLl II rJ i ・松 111 .  Ｑ ｴＮｾ 山

商

取締役社長

社

見L 京 支 1，1;

本

社

大 阪 市 北 区 侮 ケ 伎 町 5 6 番 地

電 話 大 阪 大代表 (312) 8  8  8  1  

東 京 ・名 古 屋 ・四日市・神 戸 ・和 歌 山

松 山 ・京 郎 ・草 津 ・m，1凋・水 jゐ・福岡

A

Q

E

 

工 業 株 式

村 !I驚ム
7

信

一

川

号 骨

e g  

取締役社長

中 央

社本

所
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張出

底

所業

支

営



創 業 暖 冷 房 ・換 気 ・温 湿 度 空 気 調 和 設 計

大 正 二 年 病 院 諸 設 備 ・ 給 排 水 衛 生 ・ 水 族 館 設 備 施 工

22 斎 藤 省 三 商 庖

東 京 唐 東京郎千代田区丸の内 2 の 2 :l L ピル 6 7  6 号

電話 212(代 )3751

大同ピル 6 1  6 号

電話 443代 3361

札 幌 庖 札似市北十条西 1 8 丁目 3 6 番 地 電 話 61(代)4371

名 古 屋 唐 名古屋市中区栄 3 の5 番 2 9 号千代目ピル 5 1  4 号

1(1J孟 261(代 ;0641

京郎市南区西九条春日町 4 8 番 地 電話 681( 10 1781

社

空 調 設 備 の 頁

建嘆

大 阪 庖 大阪市西区土佐掘通 l の l

本 社

出張所

冷 暖 房 y  f ' r 柿サ γ シ

給排水、 ｩｾｩＯ ｩＺｊｬ＼ ｪｦｬ L. 主， Jll 境 衛 生 施 J空

電 気 1 =、荷 役j湛 搬 機 械

厨 房 -r-一、F 化 学 鉱 山 機 械

==幽 T 雷 雲 株 式 → - 1lJ;; -::1:- r1:'  

・圃句謂. . L . 濁号 会 社 ノ 、 防 災 J ι J ロ

取 締 役 社 長 大 前 玉 男

取締役支底長 十通口 H券 栄

大阪市東区北浜 2 丁目 2 2 番地 匂 治 大 阪 ( 202) 代必3071

本 底 ｾＡｊ ｪＨ日比谷 三 ばピル

支 1;5 名古l量、制 l湖、札側、広島、仙台、高山

出 張 所 fii oi 氏、金沢、併問、高必

京 書 官 唐

設 計 ・施 工

25朝日3 : . 業社

空 気 調 和 ・冷 暖 房 設 備

給 排 水 ・ 衛 生 設 備

大阪市東淀川区加ぬ町357

同

東京都港区芝浜絵町2 - 7 1屯話 ( 434) 6171  ( 大代)

北 海 道 ・ 仙 台 ・ 名古屋 ・ 広 lゐ ・ 福 岡

釧 路 ・ 盛 岡 ・ 検 j兵 ・ 神 戸

本 j苫

大阪支社

東京本社

支 庖

営 業 所

空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備

設 計 施 工

。
晃 商 会

本 社 大 阪 市 北 区 日 田 町 16 帯 地 包括 ( 364) 代表7031

支 広 東京都千代田区神間小川町2丁目 l 番地 電話 ( 292) 代表7751

広 島 市 紙 屋 町 l 丁目 2 番 22号 電 話 ( 47 ) 代表4535

福 岡 市 大 名 1 丁 目 8 番 12 号 電 話 ( 76 ) 代表3795

名 古 屋 富 山 ・ 金 沢 ・ 福 井 ・ 京 都 ・ 松 江

ｾ＠ A 会、

ェ、 A

喜久雄

3英定 雄

'，1丘.!.II吊( 201 ) 0181 (1に )

ｾｉ 丘 ｩＮ ｴ祈吊 ＨＳ ＶＳＩ 4108 - 9  

'，1丘よ Ｑバ山 ｩ ，ｾ号引 ｩパ ＨＲ Ｓ Ｑ ) 3046 '  6007 

ｾ ｉ正 ＱＮ，ふ号 ( 74 )  6  8  6  3  

( 75)  5  4  8  2  

暖 冷 房 ・ 換 気 ・ 温 湿 度 調 整 ・ 衛 生 諸 設 備

設 計 ・ 施 工

設 工 業 株

代 表 取 締 役 田中

大阪出張所長 猪 俣

ｊｦｾ＠ Ji( ｲＮｾ＠ 中 央 i玄 H 本 紙 i必3 ー 1

大阪，j i 北 区 他 ノ |ー町 5

れ古尾 il; '1' キt ; l L/ 1付 2 - 17 ー 10

Ii ，¥ I河 市 東 r長 田r 3  8  

株 式 会 社

電 気 ・空 調 ・給 排 水 ・衛 生設 備 ・設 計 施 工

気 暖 房 株 式

取締役社長 菅 谷 知 巳

大阪市西区江戸 J.MI - 6 0 111訴 ( 44 1) 8231 大代

点 京 1 ' ， • ，'， 1-1!. ・ lu¥ I尚

北iuti 丘( 札帆) ・東北 (fl lifi ) ・北険( イ'ltilO ・中 llil(/よ山)

i;>: r.l 1. 事l' r' ・岡山. ; r . ; t 1 : 熊 本 俄 i J i，

新 山 ・富山' I i ，¥ jt. ' ilt . f : ! 日1

会 社大 阪 電

，j>: r. l
;  

支! 市

営業所

1:1:'.リl<i i/T

出張所

社

A  

五
業 株 式工賀須設 計 施 工

生

気

水 ・ 衛

房 ・換

排

冷

給

暖

株 式

会 社 衛 生 設 備

電 話 441- 5171

空 気 調 和

大 阪 市 西 区 上 佐 堀 通 1 丁 目 1 4  

大 阪 城 口 研 究 所

取締役社長 城 口 庸 平

大 阪 市 北 区 高 垣 町 一 ・電 話 大 阪371局7151 ( 代表)

京 都 市 東 山 区 大 和 大 路 正 面 上 ル 電 話 京 都561局4945 ( 代表)

神 戸 市 生 田 区 下 山 手 通 六 ノ ー ・ 電 話 神 戸34局 5 8  9  2  

庸 一 東 京 ・大 阪 ・名 古 屋 ・京 都 ・神 戸 ・ 福 岡

営業所 一 広 島 出張所ー北九州

支

冷 房 ・暖 房 ・温 湿 度 調 整 装 置

換 気 ・給 排 水 ・ 衛 生 設 備

設 計 施 工

第 一 企 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

大 阪 市 北 区 北 同 心 町 1 丁 目 5 7  

話 ( 351)  ( 代表) 2  8  0  8  

東 京 都 文 京 区 本 郷 i 丁 目 1 2  - 5  

包 括 (814) ( 代表) 5  1  5  1  

支庖出張所 名 古 屋 ・ 福 岡 ・ 札 幌 ・仙 台 ・高 松 ・広 島

.. 件 ｾｈＨｮ ・ 空気 調和 段 備・ 給排水衛生 ｅ 宣備 ・ 塗装設備

・ 蒸 気 噴 射式 冷 凍 機/ 設 J I ・ 製 作 ・ 地 工

生時吉平 '" 

キ土本

社

本社 ・東京支庖= 東京都中央区銀座西 6 - 6 ・7 ⑪ (572)7411 代

大 阪 支 底 = 大 阪 市 北 区 中 之 島 2 - 2 2 ⑮ (203)3721 代

名古屋支底= 名古屋市中区錦 2 - 2 ー13 ⑮ (211) 1535 代

出 張 所= 札帆・仙台・北陸 ・神戸 ・広島 ・松山 ・九州

ヰオ建株式会社

害)

温 湿 度 調 整 裟 置 、 暖 房

冷房、 水 道 、 搬 送 機設 備

品，ij 並 ニ 施 工

第 一 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

:  ( 361)  ;， 1  7  7  (1子、

大 阪 市 北 区 得 川 町 3 0  ・，11 ，1，1; I  (364) ei 9  :， :， ＨＨｾＩ＠

本 社 東 京 町1I 千 代 川 区 九 ノ 内 3 - 2  ( 新東京ピル )

'，'l! ，1，1; (211)  8  5  1  1 ・ 8 5  6  1  ( 代 )

仙 台 市 新 伝 馬 町 6 0  

・' 01! ，1，1; (21)  4  4  9  1  

名 古 忠 市 点 区 東 門 前 町 3 - 6  

'01! ，1吊 ( 971) 3  6  2  1  

ノk 道 衛 生 . Q変冷房 J tf也 符 [ Ｇ ｊｾ＠

設 計 並 施 工

Ｈ旧蔚ｉｩｾ久孝事政所Ｉ

斎 久 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

大 阪 市 北 区 常 安 田T 1  1  ffi:!也

電 話 大 阪 ( 443) 5  0  4  1  - 5 芯

東京本社 東京I l II 千代 IJI 区大子町 2 の 8 11'0 也( 円本ピ J レ)

1tl .f 吊J I ( 京 ( 270) 7  4  1  1  1s: '((¥: &.) 

札制市 lii 大通附4 ｮｬｬ Ｎ ｈ ￟ｾｬ￮ 銀ピル γ ｉＮｴＮＡＮｲ ｩ 札幌 ｾＺＮＷＺ ， ￶
金 沢 市 r:':j I品l 町 2 待 1 6  ｾ［川 ， Ｑ ，Ｇ［合［，ｾ Ｒυ ｾ ｏ￬ Ｎ ｬ＠
/i，i  Ji' rli i . 訓告 2 の 1 '，'(I，!，r; ｾ｜ｊｈ Ｎ，＠

11:. ". 2  1ft' J' 9  ，{ Ui; ，::i ri': ω  
l品oJ 111 r) j 大 供 :; 8  0 の 1 Ｇ， ｻｕ［ｾ＠ j品iiii iYf，.i iiii

本 ｾｬｉＡ Ｇｩ［｜Ｇ 業1・斤

金沢日: l ololI'

li ，i lTll.¥リ:Mli ，昨

ｉＺｾ Ｎ ｪ 位 ， ｉｈｾｬｩ ，斤

|品11 ｌｊＺｪｾＧ［ ｬￆ Ｏｩ ，斤

仙 台 支 1，5

名古屋支 J占
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生・消火設備

工

暖冷房・給排水・衛

設 計 施

空 調設 備 の 頁

暖- 冷房・空気温温度調整装置

設 計 施 工

品主4

-← 
蓋守1

6歩高回
森 野 工 務 庖

株式会社

大 阪 市 北 区 侮 回 8 帯 地 ( 新 阪 急 ビ l レ8 階)

ｾｬｬ ぷ大阪 ＨＳ ＱＲ Ｉ 4  5  2  1  ( 代表)

東 京 都 千 代 田 区 神 田 駿 河 合 4 丁目 2 番 地

大阪支町

'，11 ，:，fj (  361  )  (f ¥j 6571  

ｾｌＺ ｲ 活 ＨＲＶＹ ) 2833- 4  

大 阪 di ｾｴ＠ ｲｾ＠ 'li' I以町r 7  5  

!.R !;f 抑新宿区新小川町 3 - 3 2  

本社

支庖

社本

道

設

冷 暖 房 ・ 温 湿 度 調 整 ・ 水

衛 生 ・ 環 境 衛 生 施

設 計 施 工

C' iS'W. 空気調和装置 各種冷凍機

設 計 ・ 製 作 ・ 施 工

東 洋 キ ャ リ ア 工 業 株 式 会 社

大 阪 支 庖

ネ土

大 阪 市 西 区 京 町 増 1 丁目 6 2  1tl，!市(443) 代 表8161- 9  

名古邑市中村区水主町 l の 1 2  11Ufi ( 5川 )0966( 551) 1655

東京都港区 Ｎ Ｂ ，ｾ庇 Ｒ 丁目 Ｓ - 1  2  

赤 収 ピ ー ク ピ ル 5 階 電 話 (583) I  4  6  7  

神戸 市 生悶IX北 長 狭 通 7 丁 目l 町 l 電話 (34) 1778'  4386 

A

Q

一

A
式株業工田山

本 社

主 m

出'j l{ jifr

大 阪 市 北 区 堂 ，1; 占 供 述 1 - 2  5  ( 新大ピル)

70: ，t占 大 阪 ( 344) 1  5  1  2  ( 大代)

社 東 京 ml 中 央 区 日 本 情 本 石 田T4. - 2  (三}t ;j); 二日IJ 館)

山 東 京 名 古 屋 出 張 所 九 州

場 崎 玉 県 北 足 、 工 部 ・ 東 京 剖I .lE !L 区

本

i

x

E

空 気 調 和 設 伊

一項計施工

換気・除塵設備目

C: : : : ID堕型匠コ

理 研

大 阪 支 庖

東 洋 熊 工 業 機 式 会 祉 大 阪 安 倍

本 社 ・工 場

T E L (443)  8 0 7 1  

T  E  L  ( 562)  1  3  5  1  

古名

空 調 事 業部

庖支

G eneral  E lectri c  ( G.  E ) 十1:;民

冷11是房機「ゾンナ')vl ウェザートロ均その 他 各種冷 l暖房機

ｾｽｬｉ ｴＷｊＨ ボイラー ｲ ，、ィテンフ 。 ｊ ( 11Lj H! W EBSTO  ｮｮｩｾ ， ｩｪＩｕ｜ Ｇ ｾ Ｉ＠

会 社

'，!L J ， ( 364  Ｉ ＲＲｾｈ Ｈ＠ ｦｾＩ ぇ Ｑ

Ｑιｉｕｾ＠ l 551)  1079. 1617 

'・l1l1ti ( 821 )  3  5  5  H  

'，l1，/i 八蛾浜 51，1' 1  4  

西日本総販売元

岩 佐 物 産 株 式

う、 ｉｾｾ oI ; .ltl<:  .l!;松IIIr:l - ;，6 (  lJ¥i ベil ，t. J ピル 1

ｾＡ＠ l;': rrlj I1 r 央 11( : ＧＮｲ ｬｬ ｾ＠ ［［ｾ＠ ，1:.'; 1  - 1  0  

r， ，'， h' 01; I! .j  1メ 大 61量 J凶 2 - 7  

ヘ怖 ｾｧ Jl i 大 引 田r 3  

本 社

東 京

名 古 屋

四 国

会 社

温湿度調整・媛冷房・換気給排水・衛生設備

設 計 並 施 工

日 本 管 工 業 株 式

代 表 取 締 役 市 川 繁 雄

京 都 市 南 区 西 九 条 笠 田 町 2 0 番 地 の 1

電 話 ( 681) 5  1  0  1  - 5 ・夜 間 専 用 ( 691) 1045 

大 阪 市 北 区 天 満 僑 筋 1 - 37( 天 満 僑 北 詰 )

m話 ( 352) 3  5  0  1  - 3  

凶 日 市 市 浜 町 西 末 広 町T 電 話 ③7431 - 3  

i I ¥市栄町 2 ー 1 1  1  電 話 ③ 3 6 1 0  

鳥取市品治町鳥取農協会館内 電 話 ( 22) 4477 

大 阪 市 西 区 京 町 堀 4 丁 目

本 社 東京都中央区 京 橋 2丁目 9

支 唐 名 古 屋 ・ 福 岡

キ土

大 阪 営 機 所

⑨ 

本

四日市営蝶所

津 営 集 所

鳥 取 営 雛 所

2舎町震房副S(+，ii'" 
給 - 排水 ・衛 生 ・消火 ・暖冷房 設備

'" 

ーーーーーーーーーーーーーーーーー・Ｎ，可Ｚｾ :週 I 唱: 置

ー佐官'ー.....
....-..... 東洋キャリア工業( 株) 製品販売底 特約工事府

ω日杢主将艶烹鰐±
- - 電路大阪 (443)

お 緊 西 原 衛 生 工 業 所 大 阪 底

69 

電 話 大 阪 ( 458) 3531 番

高11 ・ 福 岡

空 気 調 和 装 置 ・ 冷 暖 房 ・ 換 気 装 置

フ ァ ン ・ヒ ー タ ー ・ ク ー ラ ー

スチール・アルミ ・サッシ - ドア ・シャ ッター

設 言|一・製 作 ・ 施 工

鋼 機 株 式 会 社

大 阪 市 東 区 高 麗 綿 5 - 4 5  ( 興銀ピ J レ別館)

電 大 阪 代 ( 202) 7  7  4  5 番

東 京 都 北 区 神 谷 3 の 1 0 の 8

電 東 京 代 ( 901) 3  1  9  1 恭

点点打II&I ，{IJ可 li .t<イli 4 ー15- 23( 筑 5 興刷 l ピ ル )

電 東 京 代 ( 409) 0  1  5  1 番

屋 . 仙 台

大 阪"i 大 i; i: I>{' i'j ｉ ｴ ， ｾ￮ ｊｩｬｬ Ｔ＠ f  1111 

出 娠 所 = 京

エ レベ ー タ ・リ フ 卜・ カーリフト

計 ・ 製 作

平山互業株式会社

設計 ・施 工

@  

衛 生 ・空気調和設備 .

長 尾 正 大

本 社 大 阪 市 大 淀 区 天 神 橋 筋 六 (天 六 阪 急 ビ ル ) (351)  4927代

4540 

大 阪 営 難 所 ( 351) 4927代 サ ー ビ ス 事 業 所 ( 328)  0364代

東 京 営 業 所 ( 822) 0995代 工 繍 ( 328) 0363代

大 阪 市 阿 灰 江 戸 幼 ，ij 凶2 の 2T  E  L  ( 44 1)附 1994. ( 443 )  日加331



奉 仕 感 謝 の 庖 |  の議t
ト弓 1 ・ヒューム宅

ベン手1- - 9ー・ミ〉ホーjレ

タ イ ル 工 事 施 工

特 許 申 請 中 ・ 完 全 滑 止 タ イ ル

株 式 会 社

主 宰 商

大 阪 市 北 区 与 力 町一 ノ ーO

電 話 大 阪 ( 358) 4  0  3  1  

⑩ 

サ ン エ ス

s s s  タイル新発売

( カタ ログ進呈)

Board &Slate Standard 

⑪ 認 " } 淳 窯 業 高 庖

• 
ボ

I'y 
酸耐

陶器、

セトモノのデン〈ート

フ タ パ 需 板

. 内o : t : l f . . ，ゴーレックス防水

. 化 粧 壁 材 ソ リ ジ ッ ト ス タ イ ン 吹 付

・ 樹 脂 砂 壁 エ パ ー サ ン ド 吹 付

・ 樹 指 蛭 石 工 パ テ ッ ク ス 吹 付

本社営業所・ 大阪市点住吉区駒川町 3 - 54 電話 (702)代7814- 6  

特約代理庖・ 東 京 ・名 古 屋 ・金 沢 ・広 島 ・今 治 ・穏 岡

F UT ABAY A DE CORAT ORS .  LTD.  

建 築 物 、 船 舶 等 造 作 工 事

家具、主主具 、 寄 木、 室 内 装 飾 工 4;;:

内外装飾織物 ・窓按ト、敷物、壁紙類ーず

二葉屋装備工業 株式会社

設計施工

jjJ f  商石王主大
仁

川

ト

糸

川

ノー千本式

会 社

⑨ 
大 阪 支 庖

大阪 ､￯ 米｛丸山 ｪ ＩｊＺｾｦ，ｲＺ ｩ 二 丁目九野村ビル Ｑ Ｑ Ｎ 附

'J 正 ii ，ij ) ¥.  ｲ ｾ仮 ＨＲＰＲＩ 4 9 0 5  

取締役社長 草寺 林 繁 吉

大阪市大淀区本庄川崎町 2 の 6

電 話 ・大阪 ( 371) 3321- 3・3630( 創業大正 7 年)

本 社 大 阪 市 北 区 堂 島 北 町 1 6  T E L  (361)9055(代 必 )

本 町 ぷ 業 所 大 阪 市 点 区 本 町 ←27御 堂 ピ J レ T E L (252)  3  9  0 6  

備 現 虫 色 業 所 大 阪 市 点 区 間 腕 2 - 3  6  

瓦

ル
イ

h

仏

タF

A

 

'

勾

g

u

大

大

瓦

ル
J

，

 

用

タ

屋

財

務

変

数

服

寺

時

社

内

各 種 斤苛h

ガラス製品卸問屋 ι W)

j原八橋 セ卜モノ百貨l苫をご利用下さい にノ

現吉田芳雄商庄客二3

恥1:s，li 班u，r買今熊野k 仏池間町 9 町 9

大阪市北区ｾ心町 Ｑ 丁目 Ｒ 8  

名 古 鹿 市 守 山 区 大 字 小 幡 山 脇27

W: j収 附 渋 谷l実 l二郎 1 丁目 29の 4

ボr . l 1 W 水 ・ 山 峻 ・瀬 戸

本 社

大 阪 営 雛 所

名 古 屋 営 機 所

東 京 営 鍵 所

工 場

ナニワ媛匂 12ii
3 寸緩句最適軽量7J ，止付( 空葺) 瓦

事 ヂ 蔚 水 海 入 制 落 防 止

泊 ニ 耐震孤立畏 国

産っ 安 鬼 平Z

E 瓦

i 抹

E Z: 

歪 本土

70 
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建 材 の 頁

発 明 賞 に 輝 く 各 種 特 許 235 件 所 有 防 煙 火 防 災 防 盗

曲目i

近代建築の要求する

-・-
鈴 木 式 防 煙 火 シ ヤ タ ア ・リ ン グ グ リ ル ③ シ ヤ タ ア ・

ス テ ン レ ス シ ヤ タ ア ・ア ル ミ ニ ュ ー ム シ ヤ タ ア

40 ・ピ ー ア ッ フ ・ ⑮ シ ヤ タ ア . 1 . 凡用シヤタア

そ の 他 特 殊 シ ヤ タ ア の 製 造

ア フ タ ー サ ー ビ ス の 完 壁

ス チ ー ル
サ

、y
〉〆 • ド ア ー

カ ー テ ン ウ オ ー ル

シヤ ツ タ ー

• ド ア ー ハ ン ガ ー

炉内立

套22 三 高 製 作 所

米 特 許 11¥ 1異 武

ステンレス・アルミニウム

防 火 シ ャ"，q -

設! 言十

製 イ乍

施 工

11¥俣シャEγ '-1- 工業株式会社大阪支庖

豊 か な経験 と

最 新 の 技術・. .

東洋シャッタ一株式会社

本 社 大阪市東区谷町30 新野村ビ J レ T E  L  (762)  5861 代

支 庖 東 京 (771) 1171 ・名古屋 (331) 6171 ・大 阪 (352) 4571 

営 業 所 機 浜 ・滋 賀 ・ 京 市1 ・神 戸 ・徳 岡 ・他 全 国 主 要 郎 市

71 



建 材 の 頁

面ＩｾＭ主主＿亙宣聖王軍

72 

ブ ル ー 7 テ y ク ス 防 水 工 務 は ゴ ム 貿 エ 7 ' 1レ ジ ョ ン に ポ

ノ レ ト ラ ン ド セ メ ン ト を 浪 人 し 糊 状 と な し こ れ に 強 制

な 合 成 繊 維 の 網 状 ル ー 7 イ ン グ を 数層 破 り 合 わ せ

防 水F討 を 形 成 す る も の で 僅 め て 合 理 的 に も っ と

も簡 易 に 防 水 工 事 が 出 来 る 方 法 で あ り ま す.

下 地 モ ル タ ル

《特 長 》

1  ) 防 水 性 が 優 秀

2  )接 着 力 が 強 大

3  ) 火 気 を 要 し な い

4 )耐 摩 耗 性

5  )物 理 的 強 度 優 秀

耐酸工事・防水工事専門庖耐酸化学工業株式会社

大阪市北区高垣町80番地

電話大阪 (06)361 ・0178代

. 法 定 不 燃 材 の 屋 根 長 尺 現 地 成 型

フゲスにも/ 季初ごち

函すを・薬品 l三 も

大丈夫でＧｾ
. 責 任 施 工 ・ 型録 送 量

キ寺 香午 ・ 耐 酸 ・耐 7 ル カ リ ひ ふ く 鉄 板

ｊｴ ｉｊ 工Ａｊ ｾｊｾ ｪＮ Ｙｊ ｉｴ
. 永 久 建 材の 超 ひ ふ く 鉄 緩

スーJt- 苅'JIν ヲル克明ル (S PM)

Ｂ 弓ースー ｊｴ Ｍ 苅リ王 ν Ｇｊ ｊＮｾＹｊ 砂 Ｈ ｃｓｐｍＩ

. 新 時 代 に マ γ チ し た 各 租 のカ ラ ー 製 品 が あ り ま す

7I
I

J  I !J' Jt 京場ル製造株式会祖

本 社 工 場 尼 崎 市 大 物 北 口 電話 大阪 (4.11)8085- 9

大 阪 宣 車 尼蝿市北軒町4 - 41(古川ピル) 電話 大阪( 4.11)8085- 9

E 軍支庖量工場 埼玉県車市東 町 2 - 2 0 - 4 電 留 置(32) 3 1  1  5- 7  

宣 底 ・出 彊 所 郡山八幡・名古島川崎 岩国宇都量岡 敬賀・三原，徳島・徳山

ｾｮｴ Ｚｬ ￸ＢＧｑ＠
• L A  F J Iヲ リ ミッ ト ロ ー ド 送 風 機

• V  A  F J Iヲ ，，] " 変式 'Ii Lh 流 送 j瓜 機

送 風 機

• S  A  F J Iヲ ス ト リ ー ム ラ イ ン j羊 J!al杉並

営 業 品 目 • C  A  F  ｊｆ ｾ＠ ill 心 式 l枠 内 'I illl 流 送 j瓜 機

( 村 ，;'1二)

株 式会 社

本 社 工 場 /

旬書舌 大 阪 ( 93 1) 代 7 8 0 3 - 9

谷 山 銭 工 所
• 可V ｾ＠ 『・h

東 京 出 張所 / 東 京 都 文 京 区 湯 島 四 丁 目 六 番 十 七 号

K A N D A N  

・空気調和設備 ・給排水衛生設備

・各種送排風機 設計施工

( st / 自轄易黒持詩書

団

， 

a  
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建 材 の 頁

腐らない そして 燃えない

法定不燃材 829号

新しい型の

ケミカラーオーシマメタル

屋根材、壁材・谷樋棟包水切に

ひふ くてっばん

スタンダードメタルの大島応用化学 東大阪市新庄 (782) 4171代

..・

⑨ お 部 屋 の ム ー ド は 壁 材 の 美 し い 調和 で ・・・

建 設 省 建 築 研 究 所 試 験 合 格 品

(  干信 機 *11 I: ，t< 付) - チェリーコート - マ マ ウ オ ー ル - ほ た る か ベ

- い す
3・。 カ、 r 、く .  /、.、

ヒ ロ ン • ""i 、〈 よ か ベ ・;一育 流

- 欝 香

- 金 蘭

- カ セ ロ ン ウ オ ー ル - パ ー マ エ ー ス - あ あ lナ - 錦 上 壁 K
¥ f o [ ，級制t "，t 材 )

- ス- / ，ーウオール .  i尚 雲
一

コ
一

コ - 蛍 光 壁 - 龍 鳳

- セ ン カ ウ オ ー ル
(  __ ｈｩ劫ｾ *11 "，r_  j-1 l  

- 明 光 壁 - 日 本 壁 - 金 龍

- あ tナ lま の - 錦 上 壁 - 日召 手口 壁 - す ず ら ん
(l.'j 五1 "，r_l 

- 新 興 壁 - 大 阪 壁 - 新 日 本 壁 - 桃 山 - 大 手口 壁

Ｈｼ坊火繊維明付としてご仙川のￜＡ ｩ は Ｑ Ｚ ， Ｑ｣￬ｦｦｩ ， ｜，Ｇ， にシンケンｼ幼火剤を ｩｬｾ 人のことＩ

. : . . . - ンケン|坊火点IJ ・ |幼 311; 斉IJ エ パ コ ン . 1fD.t i!II! _斉IJ オ ー ト ン ・ 化 ' t 約l ス ー パ ー シ ン ケ ン 糊 Ｈ合同 行名主ｉＡ ｈｊｾｩ に布 Ｉ

株 式 会 社 新 興 建 材 工 業 所

大|坂 di l 川 区 間 ツ 怖 T  E  L  ( 538) 2951代 ( 54 1) 5757代

引業 ｊ 好点以・大阪・明石 ｬ よｽＺ， ｉ ｪ • 悩ｼ凋

@  

73 



建 材 の 頁

74 

ド ル パ ン チ カ ー ペ ッ ト の 決 定 版

宣ーロ3l i : ' 2正ョヌ
ポ リ プ ロ 7 0 % ナ イ ロ ン 3 0 % 

P . P の 特 性 と ナ イ ロ ン の 特 徴 を 最 大 限 に 生 か し 、 独 特 の 新 方 法 を 加 え 、

ニ ー ド ル の 欠 点 を 全 く 解 決 し た 驚 異 的 な … … … … … 1，:;，;;，;.

表 に 特 殊 加 工 ( 特 許 申 請 中 )

裏 に 合 成 ゴ ム ( 特許)

ビ リ ン グ を 防 止 し 、 伸 縮 が な く 、 耐 摩 耗 性 に す ぐ れ 、 耐 久 力 は 抜 群・・・

土 足 の と こ ろ に 絶 対 強 く 、 フ レ ヤ ー の 程 ら な い … … … … … ..，.2- D: ; /、:22払; .

本 州 ・ 四 国 ・ 九 州 地 区 発 売 元 装 栄 株 式 会 社 北 海 道 地 区 発 売 元 株 式 会 社 三 晃

ｭ ｾ ｭ Ｎω＠

主主LLJ LEI -ロコおーベーョト
デ ラ ッ ク ス ・・・ ・・ ・ ス ベ リ 止 め 加 工 、 重 量 感 の あ る 豪 華 さ 。

ス タ ン ダ ー ド . . . . . . 喪は板ゴムで特に工事向 の 価 栴。

合 大 誠 化 工 株 式 会 社 2221; 172212Ti l t U22( 322二諮問

555混合プラスター( 上塗用・白色)

555プラスターc ( セメントモルタル下地用)

555プラスター p ( ペイント下地用・金鍾仕上)

5 5 5プラスター S P ( 発泡軽量コンクリート下地用)

建 築 用 美 術 工 芸 用 各 種 焼 石 膏

サ ン エ ス 石 膏 株 式 会 社

本 社 姫路市神屋町 4 丁円 77

東京営喋所 東京都新街区京大久保町 l の33 1

中部営業所 瀬戸市首場面TI 13

大阪営業所 大阪，!i ｾｴ 灰堂尚北田 ｔＲＰ ｾ長日 Ｑ ピル ｾｴ 館

姫路営業所 姫路 di 神屋町f4 丁1177

福 岡営業所 有A岡市七臨時282の 3

T  E  L 0792 (22 )  3837- 9  

T  E  L  03 (351 )  6962 

T  E  L 0561 (82 )  9185 

T E  L ω (344 )  6526 

T  E  L 0792 (22 )  3837 - 9  

T E L092 (87 )  6419 

ｌ ごさ ｾｩ



固回目-口口

が き郵 便 は

大阪東局承認

1 3 6 2  

人取受

大阪市東区北浜 3 丁目 37

差出有効期間

昭和 44年 10月

31 日まで

日本建築協会編集部 行社団法人
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「建築と社会」誌について

ご意見をお聞かせください

8 月号ア ンケー 卜「建築と社会」

多数の読者よりご回答をいには、

ただき編集委員一 同、 厚くお 札 を

申しあげます 。

目下、 整理中ですが、 集計結果は

今后の編集上の参考として役立て

ていきたいとおもいます 。

令 オ年

定期的にアンケー卜を行今后も、

種1故

い、読者の意見を誌面に反映きせ

ご協力をお願いい たします 。たく

名氏

一長 期 防 食 と ラ イ ニ ン グ に ー

. 腐 食 要 因 で あ る 化 学 薬 品 や ガ ス に 対 し

て長 期 の 防 食能 力

. コ ンク リー ト・アスフ ア ル ト以上 の 高

度 の 耐 衝 撃 性

所住

日本建築協会

編集委員会

社団法人

腐

食

・

衝

撃

に

挑

戦

す

る

現

代

建

築

材

の

ウ

イ

ー

ク

ポ

イ

ン

ト

l

l

|

用 途

・ 化 学 工 場 の 床 ・通 路 ・壁 面 ・ 倉 庫 の

床 ・通 路 ・ 各 種 薬 品 槽 ・ プ ー ル .滑
り止 ( プー ル サ イ ド ・ 駐 車 場 ) . 土 木 建

築 物の目 地

一

鴨

川
劃

一

連

町

相

一

本

下

川

一

日

空

一
程

一
一

神

宮

町

一
…

キ

・

'

詰

ワ

b

z
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自

問
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読者の頁用またはニュース用

ねJ 持れ I U'， 

- 本誌「建築と 社会」では、毎号 、会員読者との交歓 の

場、コミュニケ ー ションの場として、 「読者の頁」 欄

と「ニュース」 欄 を設けております 。

・テーマは自由ですので、日頃思 っておられること、あ

るいは建築界のいろいろ の問題についてご意見 ・ご感

想、などお寄せ下されば 「読者の 頁」欄 に収録していき

ます 。

・ また、ユニ ーク な新建築 の工事、あるいは、建築界で

の会合や出来事 について の ニュ ース などもお寄せ下さ

し、

. . j /d) 載の分 には、規定の杭料を 差上げます 0

・ ｊ 女平日 ｊ 切日はｼ姐Ｑｉ• Ｇ ￭Ｇ です 。

ー . . - - - ーー・ーーーーーーー_ . - - - - - - - - - - - - ーーーーーーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーー ーーー ー ー____ _l_ ーーーーー ーーーーー ーーー ーー・ーー ー・・・・・ーーーー・ーー・・ ・・ーーー・ー ーーー ーー ーー・ ーーーーー ー ー ーーー 苧

* 暮 し を い ろ ど る

筒 中 の プ ラ ス チ ッ ク 材

級ラめヲ板モコrニ.I C J . ' ι= 

明る く丈 夫 主

プラス チ y クの;直積

- 看 緩 照 明 装飾 建 材 電 器 部 品 工 場 股 備 に

竺孟宗支竺号陵著反

・屋 根 壁 画 明 り と り 仕 切 り その他に

け の 山 市 ＭｌＮｾＭ
- 大 広 岡 和 室 間 仕 切 に

場p … 刊 の 総 合 メ ー カ ー

踊申案= 葺友子¥¥/ ' 1 工揖柑式皇位

本 社 大阪市東区道修町 2 - 4 0 住 友 化 学 ビ ル 篭 ( 06) 203' 5721

営繋所 東 京 ・名 古 屋 悩 問 。 1:;: ぬ ・仙 台 ー 札 帆
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日本建築協会優頁謡明 セ メ ン 卜 増 強 防 水 剤

"' i 7t-q. イトB雪

株式会社日本セメント防水剤製造所

6診

本 社 大 阪 市 東 反 船 魁 町 2 - 3  1  (船 越 ビ J レ) 電 話 ( 94 1) 2626 ・ 2628

述 給 戸 斤 宝 線 市 町 内 トー の 池 電 話 宝 嫁 ( 86) 2153 

出 恨 所 電 話 」 反 応 (431) ＸＶ Ｔ Ｘ ・ｾ， 占尽 Ｈ ＳＳ Ｑ Ｉ 1531 ・仙台⑮0721 ・札帆申告 1111

オ r ータイ ト式防水1 ' 1 1治 大 =. L 業 高 松 ( 2 ) 0016  安 藤 工 rJ> 11宮 岡 ( 28) 5  2  0  7  

工 事 代 行 底 。 氷 旭 材 広 島 ( 61) 6  3  7  1  

電F I " I6. 防水剤

マノール防水剤は、屋上、内外壁、地下室

などのモルタルやコンクリート 、 ブロ ック

の防水、防湿に最適です 。

その上、亀裂予防はもちろん 、作業能率も

著るしくあがり 、仕上り面が特にきれいな

点にも人気があつま っています 。

マ ノ ー ル 製 品

〈Z J 与，f - T用〉

防 水 剤

急 結 剤

早 強 剤

接 着 剤

剥 離 剤

防 凍 剤

エ ス コ ー ト

( セメン ト走塁j包荷o

エ ア コ ー ル

( 空気迎行剤)

山富 兎 警 慧

緊 油脂，( 1 : 工事主

東京都品川区大井ト 15- 1 電東京 ( 774) 4111代表

大 阪 営 業 所 大阪市東成区西今里町 2 - 4 8 電 大 阪 (971) 4765- 6

名古屋営業所 名古屋市中区門前田T 5  - 3 7  電 名 古 屋 (231 ) 5440 

福 島 営 業 所 福島県信夫君11吾 妻 町 下 野 寺 遼 原 電 福 島 (34) 74 2 8  

盛 岡 営 業 所 盛 岡 市 南 大 通 3 - 1 2 - 5 0 電 盛 岡 (22) 2 2 0 4  

. 基 礎 施 工 の 悪 僚 件 を 克 服 す る

言 葉 置 式 自 信 三 品 杭

特 許 . 第 2 3 3 ワ4 4 号

特 許 ・ 第 2 5 0 1 0 8 号

実 用 新 案 . 第 2 5 - 1 0 9 4 2 号

実 用 新 案 ・ 第 3 7 - 3 6 1 0 6 号

開会社 首 智 工 務 所

本 社 大 阪 rl i i tl メ:.，:":i 斑 悦 2 - 2  0  ( ρ ， 11f! ' li ピ ル )

T E: L 大 阪 (202 ) 3233( 代 ) ー7501( 代 )

名 古 屋 営 業 所 1'， .1， 州 市 中 医 錦 1- 3 - 2 Ｈ 両 Ｇｕｾｩｦｩ Ｇ 屯 ビルＩ

T E L :r，，'iI"! .  (211 )  : l O 8 6  ( イ¥:)

大 阪 工 場 大 阪 di fI '  ，'， 1><: 北 川I '(:i 1;¥ ｾＧｲ＠ 5  - 2  7  

T E: L 大 阪 ( 672) 3  2  2  3 ・ 3 2  2  4  

名 古屋工場 愛知県海部 ｾｭ 弥 ｾｉ［Ｇ［ 開 ｲ (/， 山 本

T E: L  悦'.1;'; ( 7 )  1  1  9  1 ・ 1 1  9  2  

2 日 本 建 鉄 の

P S  80Aレディメードサッシ

P ABOA. P A  70Aサッシドア

日 本 建 鉄 株 式 会 社

本 社 東 京 都 千 代 田 区 大 手 11汀 2 - 8 T E L 東 京 ( 270) 6511 ( 大 代 )

大 阪 支 州 大 阪 市 北 区 柳田 町 4 7  ( 新阪やl' ピノレ ) T  E  L 大 阪 ( 34 1) 4331  ( 代 )
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屋 根 . 外 壁 . 内 壁 . 天 井 に

骨建設省認定 朝 日 の 不 燃 建 材を

rぬ

朝 日 石 綿 工 業 株 式 会 社

大阪支J苫/ 大阪市北区神山町 4 3 電話( 312) 8521(代表)

本 社/ 東京都中央区銀座 7 - 3 電話 ( 573)5111(大代)

営 業 所 / 東 京 ・ 横 浜 ・静岡 ・名古屋・l J 山・大n . t .姫 路

岡山 ・広島・門司 ・福岡・ 長崎 ・延岡・高松

新居浜 ・札幌

工 場 / 横 浜 山 梨 ・ 大 阪 ・ 水 島 ・玉 ぬ ・門 司

気品と風格のあふれる床材

日本の感覚

ｾＱｉ＠ ＢｍＢｾｾＢ＠

風 格 あ る ビ ル づ く り に

い まま で に な い “ 気品の あ る 床 材 "。 み な さま には初 お 目 見 え の

色 と 僕 械 で す。 い つ ま で もアキの こ な い の が 特長 で す。 風格あ

る ビ ル づ く りに ぜ ひ 欠 か せ ま せ ん 。

優 れ た 品 質 と 性 能 で

ま す ま す 高 級 化 す る 最 近 の イ ンテ リア・ デ ザイ ン が求め てい た

床 材。 プラスチ y ク床材 でい ちば ん経 験 の 深 い 田 島 応 用 化 工 が 、

優 れ た 妓 術 と 経 験 でつ い に 登 場 さ せ ま した。

- 色と 機織 1.1 ＱＲ ｾ 量級 ー 豪 革な見本帖を用 意 して おりますハガキ にて お申し込みく ださ ｌ 、 ｣

:  ＱｩＧｾ 手東伊 Ｎｦ ￞ ιｐ の

田島応用化工株式会社

東京/千代国区岩担T3- 11 T E L 866- 6101 (代) 大限/西区京町場1- 74 T E L  441 -5951 (代)

- ご入会のお申込みは・社団法人 日本建築協会 大阪市東区北浜3- 37 電話大阪 (231)9648・9649・9640 振替口座大阪39975番

工場・倉庫・住宅に

法 定 不 燃 材

朝 日 波 形 ス レ ー ト

朝 日 フ レ キ シ ブ ル ボ ー ド

朝 日 大 平 板

1 朝 日 ス テ ン ド ス レ ー ト

朝 日 ネ ッ 卜 イ ン ス レ ー ト

ビ ル ・ 工 場 に

朝日耐火，，ｾネル

朝日防火' " ネル

朝 日 グ ラ ス イ ン パ ネ ル

朝 日 フ ェ ザ ー パ ネ ル

朝 日 コ ル ゲ ー ト イ ン パ ネ ル

吹 付 石 綿

朝 日 ブ ロ ベ ス ト

定価 300円 ( 送料共)


